
各機関の令和５年度の
流域治水に係る取組みについて

令和６年６月１７日

鈴鹿川外・雲出川外・櫛田川外・宮川

外流域治水協議会（合同協議会）

令和6年度 第１回 鈴鹿川外・雲出川外・櫛田川外・宮川外
流域治水協議会（合同協議会） 資料２



R６年度 第１回流域治水協議会 合同協議会

目次

■流域治水プロジェクトの取組について
流域治水プロジェクト2.0 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
鈴鹿川流域治水プロジェクト2.0 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
雲出川流域治水プロジェクト2.0・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
櫛田川流域治水プロジェクト2.0・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
宮川流域治水プロジェクト2.0・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・三重四川圏域（四日市～伊勢南部）
二級水系における流域治水プロジェクト・・・・・

・令和５年度の各機関の取組・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・「防災資産」候補について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

２７

４０

８１

１
３
９
１５
２１



R６年度 第１回流域治水協議会 合同協議会

流域治水プロジェクトの取組について

流域治水プロジェクト2.0の概要
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 2℃に抑えるシナリオでも2040年頃には降雨量が約1.1倍、
流量が1.2倍、洪水発生頻度が2倍になると試算
現行の河川整備計画が完了したとしても治水安全度は目減り

グリーンインフラやカーボンニュートラルへの対応
インフラDX等の技術の進展

○ 気候変動の影響により当面の目標としている治水安全度が目減りすることを踏まえ、流域治水の取組を加速
化・深化させる。このために必要な取組を反映し『流域治水プロジェクト2.0』に更新する。

現状・課題 必要な対応

流量

期間

目標とする
完了時期

現在

気候変動下においても、目標とする治水安全度を
現行の計画と同じ完了時期までに達成する

あらゆる関係者による、様々な手法を活用した、
対策の一層の充実を図り、流域治水協議会等の関
係者間で共有する。

必要な対応のイメージ

気候変動
シナリオ

降雨量
（河川整備の基本とする洪水規模）

２℃上昇 約1.1倍

全国の平均的な
傾向【試算結果】

流量

約1.2倍

降雨量が約1.1倍となった場合

様々な手法の活用イメージ

同じ治水安全度を確保するためには、
目標流量を1.2倍に引き上げる必要

同じ治水安全度

＝

＜気候変動に対応し
た計画＞
6000トン

（50年に一度の洪水）

＜現行計画＞
5000トン

（50年に一度の洪水）

◆治水施設の多面的機能の活用
・平時における遊水地内の利活用
・MIZBEステーションの整備
（防災×賑わい創出）

◆溢れることも考慮した減災対策の推進
・粘り強い河川堤防の整備
・貯留機能保全地域における、
家屋のかさ上げ・移転

◆インフラDX等の新技術の活用
・洪水予測の高度化
・浸水センサの導入
・ドローンによる河川管理の
高度化・効率化

◆治水施設の多面的機能の活用
・ハイブリッドダムの取組推進

※現行の計画と同じ完了時期までに目標とする治水安全度を達成するため、
様々な手法を活用し、集中的に整備を進めることが必要

流域治水プロジェクト2.0
～流域治水の加速化・深化～

⇒現在の河川整備計画に基づく対策や流域における各取組を推進するとともに、気候変動を踏まえて追加で必要となる
対策案の詳細については、更に議論を深めていく。
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流域治水プロジェクトの取組について

鈴鹿川流域治水プロジェクト2.0
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気候変動に伴う水害リスクの増大

■気候変動に伴う水害リスクの増大

■水害リスクを踏まえた各主体の主な対策と目標

種別 実施主体 目的・効果 追加対策 期間

氾濫を防ぐ・
減らす

国 約18,700世帯の浸水被害を解消
河道掘削：約20～30万m3＜現計画の1.1倍＞

堤防整備
概ね30年

被害対象を
減らす

国 浸水被害を軽減 二線堤の保全 概ね10年

四日市市
立地適正化計画による居住誘導 立地適正化計画に基づく防災指針の作成

概ね2年

亀山市 概ね3年

鈴鹿市 都市マスタープランによる居住誘導 立地適正化計画の作成検討 概ね5年

被害の軽減・
早期復旧・復興

四日市市・
鈴鹿市・
亀山市

積極的な情報発信による
実効性ある避難の推進

要配慮者施設の避難確保計画作成の促進 概ね5年

【目標①】気候変動による降雨量増加後のS49.7洪水規模に対する安全の確保

鈴鹿川流域

○戦後最大（昭和49年7月）洪水に対し、2℃上昇時の降雨量増加を考慮した雨量1.1倍となる規模の洪水が発生した場合、鈴鹿川流域では浸水世帯数が

約18,700世帯（現況の約1.1倍）になると想定され、事業の実施により、浸水世帯数が解消される。

【目標①】
KPI：浸水世帯数

約18,700世帯⇒約0世帯

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる
場合がある。それに伴い、上記の浸水範囲も変更となる場合がある。

＜現状＞ ＜気候変動考慮（1.1倍）＞ ＜対策後＞

浸水世帯数
約18,700世帯

浸水世帯数
約17,500世帯

浸水世帯数
約0世帯

現況 気候変動 気候変動

リスク増大 対策後

凡例

0.3m未満の区域

河川等範囲

0.3m～0.5m未満の区域

0.5m～1.0m未満の区域

1.0m～3.0m未満の区域

3.0m～5.0m未満の区域

5.0m～10.0m未満の区域

浸水想定区域指定の対象となる
洪水予報河川・水位周知河川

浸水した場合に想定される水深
（ランク別）

鈴鹿川 鈴鹿川派川

安楽川

内部川

鈴鹿川 鈴鹿川派川

安楽川

内部川

鈴鹿川 鈴鹿川派川

安楽川

内部川

種別 実施主体 目的・効果 追加対策 期間

氾濫を防ぐ・
減らす

四日市市

洪水時の急激な水位上昇を抑制
内水排除

六呂見調整池整備 概ね7年

鈴鹿市 水路改修 概ね5年

亀山市 雨水管理総合計画の策定 概ね5年

被害の軽減・
早期復旧・復興

四日市市・
鈴鹿市・
亀山市

被害の軽減
早期復旧・復興

内水ハザードマップや地区防災計画、マイタ
イムラインの作成促進等のソフト対策の実施

順次実施

【目標②】市町における内水被害を軽減（河口部地域にて目標確率1/10規模降雨に対する被害の軽減）
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高岡基準点
◆第二頭首工

横井用水堰

本湯用水堰

鈴鹿川防災ステーション
の活用

頭首工改築

河道掘削・堤防整備

【足見川】
河道掘削 河道拡幅
護岸整備 堰改築

橋梁改築

【芥川】
河道掘削 河道拡幅
護岸整備 橋梁改築

【椋川】
河道掘削 河道拡幅
護岸整備 橋梁改築

【八島川】
土砂災害対策

【市ノ谷】
土砂災害対策

河道拡幅

加佐登調整池

事前放流

【三重河川国道事務所】

【三重河川国道事務所】

【鈴鹿市】

【三重河川国道事務所、三重県、鈴鹿市】

【三重県】

【三重県】

【三重県】

【三重県】

【水資源機構】

森林整備・保全

【林野庁、森林整備センター、三重県】

森林整備・保全

【林野庁、森林整備センター、三重県】

井尻頭首工
【三重河川国道事務所】

第一頭首工

頭首工改築

位置図

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる
場合がある。

※流域治水プロジェクト2.0で新たに追加した対策については、今後
河川整備計画変更の過程でより具体的な対策内容を検討する。

鈴鹿川水系流域治水プロジェクト2.0【位置図】
～国内有数の産業集積地を守る流域治水対策～

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

■被害対象を減少させるための対策

○鈴鹿川水系においては、臨海部では石油・化学産業、中上流部では自動車産業や電子部品等を中心とした工業が発達しており、地域を担う産業が集積する流
域であることから、洪水時の水位を下げる河道掘削や横断工作物改築、流域の避難体制強化などの事前防災対策を進める必要がある。

○令和元年東日本台風では、全国で戦後最大を超える洪水により甚大な被害が発生したことを踏まえ、鈴鹿川流域においても、事前防災対策を推進することと
し、気候変動（２℃上昇）下でも目標とする治水安全度を維持するため、高岡地点において整備計画で目標としている平成24年9月洪水に対して２℃上昇時の
降雨量増加を考慮した雨量1.1倍となる規模の洪水において、外水氾濫による家屋浸水被害を防止することを目指す。

○その他、本川上流部、支川についても、同様に気候変動（２℃上昇）下でも、整備計画と同等の安全度を確保することを目指す。

河口部における河道掘削
(三重河川国道事務所)

凡例

流域界

浸水想定区域図（想定最大規模）

実績浸水範囲（戦後最大の昭和49年7月洪水）

大臣管理区間

大臣管理区間の対策（赤字：流域治水2.0より追加、検討中含む）

県管理区間の対策（赤字：流域治水2.0より追加、検討中含む）

市町の対策（赤字：流域治水2.0より追加、検討中含む）

立地適正化計画の居住誘導区域（四日市市、亀山市）

【三重県】

日永地区（六呂見）における
新規調整池整備の検討(四日市市)

亀山中央都市機能誘導区域
（亀山市立地適正化計画）

AR防災学習アプリ
「ARLook（あるっく）」の開発・展開

（四日市市）

鈴鹿川派川

調整池整備

【四日市市】

※調整池の施工例イメージ
（四日市市雨水管理総合計画より）

各種ハザードマップのWEB運用
(鈴鹿市)

水路改修

【鈴鹿市】

ソフト施策の推進
【三重河川国道事務所】

流域の二線堤、遊水機能の保全

【四日市市、亀山市】

立地適正化計画に基づく防災指針の作成

【四日市市】

防災マップ改正ワークショップ

【鈴鹿市】

要配慮者施設一斉避難訓練

【亀山市】

防災マップを活用した防災啓発

【三重河川国道事務所】

三次元管内図による浸水想定の見える化

内外水統合の水害リスクマップの見える化

BIM/CIM適用による三次元モデルの積極的な活用

【三重河川国道事務所、三重県、四日市市、
鈴鹿市、亀山市、気象台】

SNS・広報誌等を活用した継続的な情報発信

企業等と連携した避難体制等の確保

AR防災学習アプリ「ARLook（あるっく）」による啓発

災害時の情報伝達の重層化

ハザードマップのWEB運用

立地適正化計画策定の検討

【鈴鹿市】

流域全体での取組

【三重県、四日市市、鈴鹿市、亀山市】

「田んぼダム」活動への支援

農業用ため池の活用

【林野庁、森林整備センター、三重県】

水源涵養機能の向上

【水資源機構】

加佐登調整池における事前放流の実施

【亀山市】

雨水管理総合計画の策定
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氾濫を防ぐ・減らす 被害対象を減らす 被害の軽減・早期復旧・復興

○気候変動を踏まえた治水計画への見直し
（２℃上昇下でも目標安全度維持）
＜具体の取組＞
・河道掘削
・河道拡幅
・堤防整備
・頭首工の改築
・橋梁の改築

○流域対策の目標を定め、
役割分担に基づく流域対策の推進

＜具体の取組＞
・下水道施設の整備、耐水化
・調整池整備
・雨水管理総合計画の策定

〇多面的機能を活用した流域対策の推進
・「田んぼダム」活動への支援

○既存ストックの徹底活用
＜具体の取組＞
・加佐登調整池における事前放流等の実施
・農業用ため池の活用

○流域対策の目標を定め、
役割分担に基づく流域対策の推進

＜具体の取組＞
・二線堤、遊水機能の保全

○溢れることも考慮した減災対策の推進
＜具体の取組＞
・立地適正化計画の策定
・立地適正化計画に基づく防災指針の作成

○気候変動を踏まえた治水計画への見直し
（２℃上昇下でも目標安全度維持）
＜具体の取組＞
・水害リスク情報の空白域の解消
・要配慮者施設の避難確保計画作成促進
・高齢者の避難行動への理解促進
・水位計・監視カメラ等の設置
・企業等と連携した避難体制等の確保
・持続的な水災害教育の実施と伝承
・ハザードマップのWEB運用
・災害時の情報伝達の重層化

○役割分担に基づく流域対策の推進
・マイ・タイムラインの作成促進
・防災気象情報の改善
・SNS・広報誌等を活用した継続的な情報発信

〇多面的機能を活用した治水対策の推進
＜具体の取組＞
・鈴鹿川防災ステーションの活用

○インフラDX等における新技術の活用
＜具体の取組＞
・AR防災学習アプリの開発・運用
・三次元管内図による浸水想定の見える化
・内外水統合の水害リスクマップの見える化
・BIM/CIM適用による三次元モデルの積極的な活用

鈴鹿川流域治水プロジェクト2.0

※ 赤字：流域治水プロジェクト1.0からの追加対策
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○ 源流域は急峻な鈴鹿山脈などに囲まれ、石水渓や小岐須渓谷等の自然豊かな景勝地が点在しており、その大半が鈴鹿国定公園に指定されているほか、上流域から河口
部および支川にも豊かで多様な動植物が息づき良好な景観が形成されている等、鈴鹿川水系は次世代に引き継ぐべき豊かな自然環境が多く存在しています。

○ 多様な生物の生息・生育環境を保全するため、今後概ね20年間で横断工作物改築と併せた魚類の遡上環境の改善など、自然環境が有する多様な機能を活かすグリーン
インフラの取組を推進する。

●グリーンインフラの取り組み 『砂礫河原の特性を活かした多様な生物の生息・生育環境の保全・創出』

鈴鹿川水系流域治水プロジェクト【グリーンインフラ】
～国内有数の産業集積地を守る流域治水対策～

※位置図に掲載している「氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策（赤枠）」は、グリー
ンインフラを兼ねた取組である。

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。

亀山市

鈴鹿市

四日市市

高岡基準点
◆第二頭首工

第一頭首工

井尻頭首工

河道掘削

河道掘削

堤防整備

頭首工改築

横井用水堰
堤防整備

堤防整備

頭首工改築

堤防整備

頭首工改築

河道掘削

河道掘削

【足見川】
河道掘削 河道拡幅
護岸整備 堰改築

橋梁改築

【芥川】
河道掘削 河道拡幅
護岸整備 橋梁改築

加佐登調整池

【三重河川国道事務所】

【三重河川国道事務所】

【三重河川国道事務所】

【三重河川国道事務所】

【三重河川国道事務所】

【三重河川国道事務所】

【三重河川国道事務所】

【三重河川国道事務所】

【三重河川国道事務所】

【三重河川国道事務所】

【三重河川国道事務所】

【三重河川国道事務所】

【三重県】

【三重県】

森林整備・保全

【林野庁、森林整備センター、三重県】

位置図

●治水対策における多自然川づくり
整備における生物の多様な生育環境の保全
縦断連続性の確保

●自然環境が有する多様な機能活用の取組み
自然環境保全に関する協議会等の活動
民間協働による水質調査
小中学校などにおける河川環境学習

【全域に係る取組】
地域のニーズを踏まえた、賑わいのある水
辺空間創出の連携・支援

縦断連続性の確保

縦断連続性の確保

縦断連続性の確保

横断工作物改築と併せた縦断連続性の確保
（三重河川国道事務所）

整備における生物の多様な生育環境の保全
（三重河川国道事務所）

水辺の賑わい空間の創出

公園園路の浸透性舗装整備

アプリを活用した市民参加型生物調査
（鈴鹿川等源流の森林（もり）づくり協議会）

都市農地・里山などの樹林地の保全

農業用ため池の適正な管理と整備

亀山市

【四日市市】

【鈴鹿市】

●健全なる水循環系の確保
森林整備による水源涵養機能の向上
農業用ため池の適正な管理と整備
都市農地の保全に伴う保水機能の向上
公園園路の浸透性舗装整備

●自然環境の保全・復元などの自然再生
希少野生淡水魚の保護増殖

●魅力ある水辺空間・賑わい創出
水辺の賑わい空間創出（里山公園水辺保全）

スマートフォンアプリを活用した市民参加型生物調査
（亀山市）

整備イメージ

【亀山市】

護岸整備

農業用ため池の適正な管理と整備

小中学校などにおける河川環境学習

【三重河川国道事務所・四日市市・亀山市】

【椋川】
河道掘削 河道拡幅
護岸整備 橋梁改築

【三重県】

森林整備・保全

【林野庁、森林整備センター、三重県、亀山市】

【亀山市】

水辺の賑わい空間創出（亀山市）

企業等と協働による希少野生淡水魚の保護増殖

堤防整備

凡例

流域界

大臣管理区間

大臣管理区間の治水対策

三重県管理区間の治水対策

市町等の治水対策

グリーンインフラメニュー

河道拡幅

【鈴鹿市】

水源涵養機能の向上

水源涵養機能の向
上
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浸水リスクを確認できるアプリ
ARLook（あるっく）の開発

鈴鹿川水系流域治水プロジェクト【流域治水の具体的な取組】
～国内有数の産業集積地を守る流域治水対策～

氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 被害対象を減少させるための対策 被害の軽減、早期の復旧・復興のための対策

農地・農業用施設の活用 流出抑制対策の実施 立地適正化計画における
防災指針の作成

避難のための
ハザード情報の整備

（概ね５か年後）

高齢者等避難の
実効性の確保

山地の保水機能向上および
土砂・流木災害対策

戦後最大洪水等に対応した
河川の整備（見込）

整備率：６９％

（令和５年度末時点）

３市町村

（令和４年度実施分）

１０施設 （令和５年度実施分）

１箇所

（令和５年度完成分）
※施行中 ２施設

０施設

治山対策等の
実施箇所

砂防関連施設の
整備数 （令和５年７月末時点）

０市町村 （令和５年９月末時点）

４５河川

（令和５年９月末時点）

２団体

洪水浸水想定
区域

個別避難計画

（令和５年９月末時点）

５５施設

（令和５年1月1日時点）

３市町村

避難確保
計画

３５０施設

土砂

洪水

内水浸水想定
区域

河道掘削による水位低下
【三重河川国道事務所】

・ 河川整備計画目標流量を安全に流下させるために、河道掘削を
行い水位低下を図る。

・ R4年度には、約4.5万m3の掘削工事を実施し、R7年度までに当該
地区において約57万m3の掘削を実施予定。

施工中

金沢雨水幹線の整備
【鈴鹿市】

金
沢

川

金
沢
川

施工後

施工前

・ R4年度に、下水道事業として金沢雨水幹線の流路拡幅工事を延
長約116m実施。R7年度までに総延長約589mの流路工事を予定。

立地適正化計画における防災指針の作成検討
【亀山市】

・ 近年の自然災害の頻発・激甚化を踏まえ、災害リスクを踏まえた防
災まちづくりを進めることが重要である。

・ 都市再生特別措置法等の一部を改正する法律（R2.9.7施行）に伴

い、新たに立地適正化計画の居住誘導域内で行う防災対策・安全
確保対策を定める「防災指針」の作成を実施する。

広報誌を活用した防災情報の発信
【鈴鹿市】

防災アプリを活用したハザード情報発信
【四日市市】

・ 広報誌を活用し、出水期前の防災特集や防災・河川情報の提
供を継続的に実施。（R4年度は、7,9月の２回掲載）

施工後

四日市市では分かりやすい防
災情報の提供に取り組むため
名古屋大学減災連携センター
と共同で開発。

現在地でカメラをかざすと、そ
の場所の想定浸水深や避難所
までの距離・方角を表示するこ
とができる。
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R６年度 第１回流域治水協議会 合同協議会

流域治水プロジェクトの取組について

雲出川流域治水プロジェクト2.0
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気候変動に伴う水害リスクの増大

■気候変動に伴う水害リスクの増大

■水害リスクを踏まえた各主体の主な対策と目標

種別 実施主体 目的・効果 追加対策 期間

氾濫を防ぐ・
減らす

国 約5,280世帯の浸水被害を解消
河道掘削：80万～150万㎥＜現計画の1.5～2.0倍＞

洪水調節施設増強の検討（遊水地3～5箇所）
粘り強い河川堤防の整備

概ね30年

県
家屋浸水の解消、農地等の

浸水被害の軽減

【赤川流域】雲出川合流点～近鉄橋梁下流（延長
1.7km）

河道拡幅・河道掘削・築堤等
概ね30年

被害対象を
減らす

国 浸水被害を軽減 流域の二線堤、遊水機能の保全 概ね10年

津市・松阪市 立地適正化計画による居住誘導 立地適正化計画に基づく防災指針の作成 概ね10年

被害の軽減・
早期復旧・復興

津市・松阪市
避難確保計画作成し、実効性ある避

難により、被害を軽減
要配慮者施設の避難確保計画作成の促進 概ね 5年

【目標①】気候変動による降雨量増加後のS57.8洪水規模に対する安全の確保

雲出川流域

＜現状＞ ＜気候変動考慮（1.1倍）＞ ＜対策後＞

現況

リスク増大 対策後

凡例

0.3m未満の区域

河川等範囲

0.3m～0.5m未満の区域

0.5m～1.0m未満の区域

1.0m～3.0m未満の区域

3.0m～5.0m未満の区域

5.0m～10.0m未満の区域

浸水想定区域指定の対象となる
洪水予報河川・水位周知河川

浸水した場合に想定される水深
（ランク別）

気候変動 気候変動

○戦後最大（昭和57年8月）洪水に対し、2℃上昇時の降雨量増加を考慮した雨量1.1倍となる規模の洪水が発生した場合、雲出川流域では浸水世帯数が

約5,280世帯（現況の約1.5倍）になると想定され、事業の実施により、浸水世帯数が解消される。

浸水世帯数
約3,620世帯

浸水世帯数
約5,280世帯

浸水世帯数
約0世帯

【目標①】
KPI：浸水世帯数

約5,280世帯⇒約0世帯

【目標②】特定都市河川（中村川・波瀬川、赤川）流域における浸水被害の軽減

種別 実施主体 目的・効果 追加対策 期間

氾濫を防ぐ・
減らす

津市 波瀬川流域排水区の浸水被害の軽減 排水施設等の整備 概ね10年

被害対象を
減らす

三重県
津市・松阪市

浸水被害の軽減 浸水被害防止区域等の指定の推進 順次実施

被害の軽減・
早期復旧・復興

津市・松阪市
被害の軽減

早期復旧・復興
内水ハザードマップや地区防災計画、マイ・タ
イムラインの作成促進等のソフト対策の実施

順次実施

※上記を含めた対策メニューを位置づけた流域水害対策計画を概ね1年程度で策定。

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる
場合がある。それに伴い、上記の浸水範囲も変更となる場合がある。

遊水地整備
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凡例
特定都市河川（国管理）
特定都市河川（県管理）
特定都市河川流域（中村川）
特定都市河川流域（波瀬川）
特定都市河川流域（赤川）
雲出川流域界
行政界

雲出川水系流域治水プロジェクト2.0【位置図】
～遊水機能を確保し三重の中心地域を守る流域治水対策～

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

■被害対象を減少させるための対策

位置図

■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

特定都市河川・流域

○令和元年東日本台風では、全国で戦後最大を超える洪水により甚大な被害が発生したことを踏まえ、雲出川流域においても、事前防災対策を推進することとし、
更に国管理区間及び県管理区間の赤川においては、気候変動（２℃上昇）下でも目標とする治水安全度を維持するため、戦後最大流量を記録した昭和57年8月
洪水に対し２℃上昇時の降雨量増加を考慮した雨量1.1倍となる規模の洪水において、浸水被害を軽減させることを目指す。

○中村川・波瀬川・赤川流域では、気候変動の影響に伴う降雨量や洪水発生頻度の変化という新たな課題や流域の土地利用の変遷に伴う保水・遊水地域の減少等
を踏まえ、将来に渡って安全な流域を実現するため、特定都市河川浸水被害対策法の適用を行い、更なる治水対策を推進する。

〇 「田んぼダム」の取組促進と農業用ため池の活用等の流域対策により浸水被害の軽減を図る。

【三重県】

【津市】

河道掘削
河川改修

【笠上川】
土砂災害対策

【三重県】

【林野庁、森林整備センター、三重県、津市、松阪市】

◆ 雲出橋基準点

横断工作物改築

【こも谷川】
土砂災害対策

【三重河川国道事務所】

（中村川の下流から順に）
天花寺橋
中村川橋梁
古田井用水堰
三郷井堰
一志橋
一志井堰

三重河川国道事務所】

【三重河川国道事務所】

【三重河川国道事務所】

赤川

河道拡幅、築堤

河川改修
施設改修

下水道整備
(雨水排水)

【津市】

下水道整備
(雨水排水)

【松阪市】

【三重県】

排水路等の整備
【津市】

浸水センサの
設置・運用

【三重河川国道事務所・津市】

【三重河川国道事務所】

流域内に洪水調節機能増強の検討
（※整備計画を変更し、位置づけることを想定）

雨水浸透阻害行為の許可
（中村川、波瀬川、赤川流域）

【深田川】R4年度完了
土砂災害対策

事前放流

君ヶ野ダム

【三重県】

【三重県】

【三重県】

【三重県、三重河川国道事務所】

森林整備・保全

遊水地整備
環境・生物に配慮した
河道掘削・樹木伐採等

凡例

流域界

浸水想定区域図（想定最大規模）

実績浸水範囲 （戦後最大の昭和57年8月洪水）

大臣管理区間

大臣管理区間の対策（赤字：流域治水2.0より追加、検討中含む）

県管理区間の対策（赤字：流域治水2.0より追加、検討中含む）

市町の対策（赤字：流域治水2.0より追加、検討中含む）

特定都市河川指定により重点的に取組む対策

立地適正化計画の居住誘導区域（津市、松阪市）

河川改修
施設改修

【津市】

粘り強い
河川堤防の整備

河道掘削・築堤等

流域の二線堤、
遊水機能の保全

遊水地整備(国)

雲出川（国）

整備箇所

雨水貯留・浸透施設による
流出抑制（三重県、三重河川国道事務所）

【津市】

【津市】

掘削土砂を活用した
高台防災公園整備

※流域治水プロジェクト2.0で新たに追加した対策に
ついては、今後河川整備計画変更の過程でより具
体的な対策内容を検討する。

※具体的な対策内容については、今後の調査・
検討等により変更となる場合がある。

【朴ノ木谷】
土砂災害対策

【三重県】

【宇谷川】R4年度完了
土砂災害対策

すべての要配慮者施設の
避難確保計画作成促進

【津市、松阪市】

立地適正化計画に基づく防災指針の作成

【津市、松阪市】

ソフト施策の推進

【三重河川国道事務所】

三次元管内図による浸水想定の見える化

マイタイムラインの作成促進
【松阪市】

内外水統合の水害リスクマップの見える化

持続的な水災害教育の実施と伝承

防災気象情報の改善

企業等と連携した避難体制等の確保

【三重河川国道事務所、三重県、津市、松阪市】

【気象台】

SNS・広報誌等を活用した
継続的な情報発信

【三重河川国道事務所、三重県、津市、松阪市、気象台】

BIM/CIM適用による
三次元モデルの積極的な活用

【三重県、津市、松阪市】

【津市、松阪市】

雨水貯留・浸透施設による流出抑制

農業用ため池の活用

水源涵養機能の向上

「田んぼダム」活動への支援

【林野庁、森林整備センター、三重県、津市、松阪市】

流域全体でのグリーンインフラの取組※

浸水被害防止区域等の指定推進
（中村川、波瀬川、赤川流域）

【三重県・津市・松阪市】

河道掘削・築堤(国・県)

整備箇所

6.0k

7.0k

雲出川（国）

中村川（国）

整備箇所

赤川（県）

整備箇所

5㎝

20
㎝

浸水センサ設置予定エリア

＜浸水センサ＞

浸水センサの設置・運用(三重河川国道事務所・津市)
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氾濫を防ぐ・減らす 被害対象を減らす 被害の軽減・早期復旧・復興

○気候変動を踏まえた治水計画への見直し
（２℃上昇下でも目標安全度維持）
＜具体の取組＞
・河道掘削
・河道拡幅
・築堤
・横断工作物の改築
・遊水地整備
・洪水調節施設増強の検討

○流域対策の目標を定め、
役割分担に基づく流域対策の推進

＜具体の取組＞
・排水機場の整備
・下水道整備
・排水路等の整備
・雨水浸透阻害行為の許可
（中村川、波瀬川、赤川流域）

○溢れることも考慮した減災対策の推進
＜具体の取組＞
・粘り強い河川堤防の整備

〇多面的機能を活用した流域対策の推進
・「田んぼダム」活動への支援

○既存ストックの徹底活用
＜具体の取組＞
・ダムの事前放流
・農業用ため池の活用

○流域対策の目標を定め、
役割分担に基づく流域対策の推進

＜具体の取組＞
・流域の二線堤、遊水機能の保全

○溢れることも考慮した減災対策の推進
＜具体の取組＞
・立地適正化計画に基づく防災指針の作成
・浸水被害防止区域等の指定推進
（中村川、波瀬川、赤川流域）

○気候変動を踏まえた治水計画への見直し
（２℃上昇下でも目標安全度維持）
＜具体の取組＞
・要配慮者施設の避難確保計画作成促進
・雨水貯留・浸透施設による流出抑制
・企業等と連携した避難体制等の確保
・持続的な水災害教育の実施と伝承

○役割分担に基づく流域対策の推進
・マイ・タイムラインの作成促進
・防災気象情報の改善
・SNS・広報誌等を活用した継続的な情報発信

〇多面的機能を活用した治水対策の推進
＜具体の取組＞
・高台防災公園の整備（防災×賑わい創出）

○インフラDX等における新技術の活用
＜具体の取組＞
・浸水センサの設置・運用
・三次元管内図による浸水想定の見える化
・内外水統合の水害リスクマップの見える化
・BIM/CIM適用による三次元モデルの積極的な活用

雲出川流域治水プロジェクト2.0

※ 上記の他、流域水害対策計画の策定し、対策を推進。
※ 赤字：流域治水プロジェクト1.0からの追加対策 12



○ 河口部の干潟は、環境省により「日本の重要湿地500」に指定されるなど環境上重要な区間であり、塩沼植物が生育するとともに渡り鳥の中継地となっているほか、
本川および支川にも豊かで多様な動植物が息づき良好な景観が形成されている等、雲出川水系は次世代に引き継ぐべき豊かな自然環境が多く存在しています。

○アユ等の生育場・産卵場の保全や支川等の緩流域への移動環境を確保するため、今後概ね20年間で遊水地整備等にあわせた多自然川づくりなどにより、自然環境

が有する多様な機能を活かすグリーンインフラの取組を推進する。

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により
変更となる場合がある。

◆ 雲出橋基準点天花寺橋

三郷井堰

一志橋

一志井堰

堤防整備

中村川橋梁

無堤部嵩上げ
水門・樋門整備

河道掘削
堤防整備

無堤部対策
（二線堤）

横断工作物改築

河道掘削

横断工作物改築

河道掘削

河道掘削

河道掘削

堤防整備

堤防整備

流域の二線堤、
遊水機能の保全

君ヶ野ダム

森林整備・保全

古田井用水堰

【三重河川国道事務所】

【三重河川国道事務所】

【三重河川国道事務所】

【三重河川国道事務所】

【三重河川国道事務所】

【三重河川国道事務所】

【三重河川国道事務所】

【三重河川国道事務所】

【三重河川国道事務所】

【三重河川国道事務所】

【三重河川国道事務所】

【三重河川国道事務所】

【三重河川国道事務所】
【林野庁、森林整備センター、三重県、津市】

森林整備・保全

【林野庁、森林整備センター、三重県、松阪市】

位置図

●治水対策における多自然川づくり
整備における生物の多様な生育環境の保全
縦断連続性の確保
支川と本川の連続性の確保

●自然環境が有する多様な機能活用の取組み
営農機能等を維持した遊水地整備
民間協働による水質調査
小中学校などにおける河川環境学習

【全域に係る取組】
・地域のニーズを踏まえた賑わいのある水辺空間創出への連携・支援

縦断連続性の確保

縦断連続性の確保

アユ等の生育場・産卵場となる瀬の保全
（三重河川国道事務所）

営農機能等を維持した遊水地整備
（三重河川国道事務所）

小中学校などにおける河川環境学習
（三重河川国道事務所、津市）

支川と本川の移動環境の確保・保全

●グリーンインフラの取り組み 『遊水地整備と一体となった多様な生物の生息・移動環境の保全』

小中学校等における河川環境学習

【三重河川国道事務所、津市、松阪市】

【津市】

農業用ため池の活用●健全なる水循環系の確保
森林整備による水源涵養機能の向上
農業用ため池の活用、田んぼダムの活動に対する支援
雨水貯留・浸透施設による流出抑制

【三重河川国道事務所】

【三重河川国道事務所】

●魅力ある水辺空間・賑わい創出
人と川とのふれあいの場の確保

（雲出川緑地公園、津市リバーパーク真見）
河川掘削土を活用した高台防災公園整備

産物のブランド化や
付加価値化の促進

人と川とのふれあいの場の確保

【津市】

まるごと林業体験（津市）

【三重県】

【三重県】

【三重県】

【津市】

【三重県

【津市】

●生態系ネットワークの形成
産物のブランド化や付加価値化の促進

雲出川水系流域治水プロジェクト【グリーンインフラ】
～遊水機能を確保し三重の中心地域を守る流域治水対策～

掘削土砂を活用した
高台防災公園整備

【津市】

凡例

流域界

大臣管理区間

大臣管理区間の治水対策

三重県管理区間の治水対策

市町等の治水対策

グリーンインフラメニュー

人と川とのふれあいの場の確保

【津市】

田んぼダムの活動に対する支援

【三重県】

河道掘削・河川改修

河川改修・施設改修

遊水地整備

【三重河川国道事務所】雨水貯留・浸透施設
による流出抑制

※位置図に掲載している、「氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策（赤枠）」、「被
害対象を減少させるための対策（黄枠）」は、グリーンインフラを兼ねた取組である。

水源涵養機能の向上

水源涵養機能の向
上
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氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 被害対象を減少させるための対策 被害の軽減、早期の復旧・復興のための対策

（令和４年９月末時点） （令和５年1月1日時点）

雲出川水系流域治水プロジェクト【流域治水の具体的な取組】
～遊水機能を確保し三重の中心地域を守る流域治水対策～

農地・農業用施設の活用 流出抑制対策の実施 立地適正化計画における
防災指針の作成

避難のための
ハザード情報の整備

（概ね５か年後）

高齢者等避難の
実効性の確保

山地の保水機能向上および
土砂・流木災害対策

戦後最大洪水等に対応した
河川の整備（見込）

整備率：５１％

（令和５年度末時点）

２市町村

（令和４年度実施分）

０施設 （令和５年度実施分）

１箇所

（令和５年度完成分）
※施行中 ２施設

１施設

治山対策等の
実施箇所

砂防関連施設の
整備数 （令和５年７月末時点）

０市町村 （令和５年９月末時点）

４０河川

２団体

洪水浸水想定
区域

個別避難計画

（令和５年９月末時点）

６３施設

２市町村

避難確保
計画

６０７施設

土砂

洪水

内水浸水想定
区域

施工後

河道掘削および高台防災公園の整備連携
【三重河川国道事務所・津市】

・ 河川整備計画目標流量を安全に流下させるために、河道掘削や
樹木伐採を行い水位低下を図る。

・ R4年度には、約3.2万m3の掘削工事を実施し、R7年度までに当該
地区において約20万m3の掘削を実施予定。

・ 河道掘削土砂を高台防災公園の基盤整備に流用。

基盤整備に掘削土を活用

香良洲高台防災公園（イメージ）

立地適正化計画における防災指針の作成検討
【津市】

・ 近年の自然災害の頻発・激甚化を踏まえ、災害リスクを踏まえた防
災まちづくりを進めることが重要である。

・ 都市再生特別措置法等の一部を改正する法律（R2.9.7施行）に伴

い、新たに立地適正化計画の居住誘導域内で行う防災対策・安全
確保対策を定める「防災指針」の作成を実施する。

水害リスクの空白域解消
（ため池ハザードマップ作成）【松阪市】

新たに指定された中小河川における
浸水想定区域図の公表 【津市】

・ 防災重点農業用ため池を有する自治会に、ため池提体の崩壊
による浸水区域を示したハザードマップを配布

・ R4年5月に三重県より指定された雲出川水系31河川の浸水想
定区域図を津市のHP上でも公表することで円滑かつ迅速な避
難等が行われるよう住民に周知を図った。

（令和５年９月末時点）
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R６年度 第１回流域治水協議会 合同協議会

流域治水プロジェクトの取組について

櫛田川流域治水プロジェクト2.0
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○観測史上最大（平成6年9月）洪水に対し、2℃上昇時の降雨量増加を考慮した雨量1.1倍となる規模の洪水が発生した場合、櫛田川流域では
浸水世帯数が約1,430世帯（現況の約1.2倍）になると想定され、事業の実施により、浸水世帯数が解消される。

■気候変動に伴う水害リスクの増大

現況 気候変動 気候変動

＜現状＞ ＜気候変動考慮（1.1倍）＞ ＜対策後＞

【目標①】
KPI浸水世帯数

約1,430世帯⇒約0世帯

浸水世帯数
約1,180世帯

浸水世帯数
約1,430世帯

浸水世帯数
約0世帯

リスク増大 対策後

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる
場合がある。それに伴い、上記の浸水範囲も変更となる場合がある。■水害リスクを踏まえた各主体の主な対策と目標

【目標①】気候変動による降雨量増加後のH6.9洪水規模に対する安全の確保

櫛田川流域

気候変動に伴う水害リスクの増大

種別 実施主体 目的・効果 追加対策 期間

氾濫を防ぐ・
減らす

国 約1,430世帯の浸水被害を解消 河道掘削：約10～15万m3

堤防整備：約 3～ 5万m3 概ね30年

松阪市 家屋浸水を解消、
農地等の浸水弊害を軽減

「田んぼダム」活動の推進・活用 順次実施
明和町 新たな「田んぼダム」の検討 概ね3年

被害対象を
減らす

国 浸水被害を軽減 二線堤の保全 概ね10年

松阪市
立地適正化計画による居住誘導

立地適正化計画に基づく防災指針の作成 概ね3年
多気町 立地適正化計画の策定 概ね5年
明和町 概ね5年

被害の軽減・
早期復旧・復興 松阪市・多気町・明和町 積極的な情報発信による

実効性ある避難の推進 要配慮者施設の避難確保計画作成の促進 概ね5年 16



◎
松阪市役所

松阪駅

【長谷】
土砂災害対策

【神野谷川】
土砂災害対策

事前放流

蓮ダム

ため池を活用した貯留機能の
検討

ハザードマップの周知

二線堤の保全

流域内伐採木のバイオマス
発電への利活用

【三重県】

森林整備・保全
【林野庁、森林整備センター、三重県】

【多気町】

【多気町】

【三重河川国道事務所】

【多気町】

【蓮ダム管理所】

【三重県】

避難確保計画の
作成促進

【明和町】

横断工作物改築

流域内に洪水調節機能増強の検討

大平橋

両郡基準点
◆

橋梁改築

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

■被害対象を減少させるための対策

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合が
ある。

※流域治水プロジェクト2.0で新たに追加した対策については、今後河川
整備計画変更の過程でより具体的な対策内容を検討する。

櫛田川水系流域治水対策プロジェクト2.0【位置図】
～三重の基幹農業地域を守る流域治水対策～

○ 令和元年東日本台風では、全国で戦後最大を超える洪水により甚大な被害が発生したことを踏まえ、櫛田川流域においても洪水時の氾濫を防ぐための堤防整備
や流域の避難体制強化など、事前防災対策を推進することとする。

○ 櫛田川水系においては、気候変動（２℃上昇）下でも目標とする治水安全度を維持するため、流量観測が開始された昭和38年以降最大となる平成 6 年 9 月洪
水に対し2℃上昇時の降雨量増加を考慮した雨量 1.1倍となる規模の洪水において、浸水被害を軽減させることを目指す。支川についても、同様に気候変動（
２℃上昇）下でも、整備計画と同等の安全度を確保することを目指す。

○ 事前放流による洪水調節機能の強化、更なる治水対策の推進、「田んぼダム」の取組促進と農業用ため池の活用等の流域対策により浸水被害の軽減を図る。

ため池活用の検討
(多気町)

五桂川

佐奈川

五桂池

位置図

蓮ダム

凡例

流域界

浸水想定区域図（想定最大規模）

実績浸水範囲（観測史上最大の平成6年9月洪水）

大臣管理区間

大臣管理区間の対策（赤字：流域治水2.0より追加、検討中含む）

三重県管理区間の対策（赤字：流域治水2.0より追加、検討中含む）

市町の対策（赤字：流域治水2.0より追加、検討中含む）

立地適正化計画の居住誘導区域（松阪市）

蓮ダムにおける事前放流の実施
(蓮ダム管理所)

五桂川

佐奈川

五桂池

河道掘削・堤防整備

【三重河川国道事務所】

櫛田川水系水害リスクマップ（国管理河川）
(三重河川国道事務所）

五桂川

佐奈川

五桂池

立地適正化計画に基づく
防災指針の作成(松阪市)

流域全体での取組

【三重県、松阪市、明和町、多気町】

「田んぼダム」活動への支援

農業用ため池の活用

【林野庁、森林整備センター、三重県】

水源涵養機能の向上

【蓮ダム管理所】

蓮ダムにおける事前放流の実施

【三重県、松阪市、多気町】

「田んぼダム」
活動の推進・活用

【三重県・松阪市】

【明和町】

新たな「田んぼダム」の検討

新たな「田んぼダム」
の検討

【明和町】

ソフト施策の推進
【三重河川国道事務所】

流域の二線堤の保全

【松阪市】

立地適正化計画に基づく防災指針の作成

【松阪市、明和町】

すべての要配慮施設の

避難確保計画作成促進

企業等と連携した避難体制等の確保

【松阪市】

マイタイムラインの作成促進

【三重河川国道事務所】

三次元管内図による浸水想定の見える化

内外水統合の水害リスクマップの見える化

BIM/CIM適用による三次元モデルの積極的な活用

【三重河川国道事務所、三重県、松阪市、多気町、明和町、
気象台】

SNS・広報誌等を活用した継続的な情報発信

【多気町、明和町】

立地適正化計画の策定

持続的な水災害教育の実施と伝承

【明和町】

町独自の雨水危機管理予測

新たな「田んぼダム」の検討
(明和町)

【半三郎谷】
土砂災害対策

【三重県】

【林谷川】
土砂災害対策

【三重県】

【前谷】
土砂災害対策

【三重県】
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櫛田川流域治水プロジェクト2.0

氾濫を防ぐ・減らす 被害対象を減らす 被害の軽減・早期復旧・復興

○気候変動を踏まえた治水計画への見直し

（2℃上昇下でも目標安全度維持）

＜具体の取組＞

・河道掘削
・築堤
・横断工作物改築
・洪水調節施設の増強の検討

○多面的機能を活用した流域対策の推進

・「田んぼダム」活動の推進・活用
・新たな「田んぼダム」の検討

○既存ストックの徹底活用

＜具体の取組＞

・ダムの事前放流
・ため池の活用
・流域伐採木のバイオマス発電への利活用

○流域対策の目標を定め、

役割分担に基づく流域対策の推進

＜具体の取組＞

・流域の二線堤の保全

○溢れることも考慮した減災対策の推進

＜具体の取組＞

・立地適正化計画の策定
・立地適正化計画に基づく防災指針の作成

○気候変動を踏まえた治水計画への見直し

（２℃上昇下でも目標安全度維持）

＜具体の取組＞

・水害リスク情報の空白域の解消
・要配慮者利用施設の避難確保計画の作成促進と
避難の実効性確保

・企業等と連携した避難体制等の確保
・持続的な水災害の実施と伝承

○役割分担に基づく流域対策の推進

・マイタイムラインの個人防災計画の作成
・防災気象情報の改善
・SNS・広報誌等を活用した継続的な情報発信

○インフラDX等における新技術の活用

＜具体の取組＞

・三次元管内図による浸水想定の見える化
・内外水統合の水害リスクマップの見える化
・BIM/CIM適用による三次元モデルの積極的な活用

※赤字：流域治水プロジェクト1.0からの追加対策
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○ 4つの堰・頭首工の連続湛水域、河口部の干潟や櫛田可動堰上流の流水域にワンド・たまり、湿地環境、自然度の高い支川祓川など多様な環境が維持されているほか、
頭首工下流の瀬にはアユの産卵場が分布しているなど豊かで多様な動植物が息づき良好な景観が形成されている等、櫛田川水系は次世代に引き継ぐべき豊かな自然環境
が多く存在しています。

○ アユ、ウグイ、カジカ類、ヨシノボリ類、ハゼ類の回遊性魚類が遡上・ 生息し、生活史を全うできる川として、縦断連続性を確保するため、今後概ね3年間（令和5年
度）に、下流部の堰・頭首工の遡上機能の回復及び再生を進めるなど、自然環境が有する多様な機能を活かすグリーンインフラの取組を推進する。

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合
がある。

両郡橋基準点
◆

大平橋

堤防整備

河道掘削
橋梁改築

蓮ダム

ため池を活用した
貯留機能の検討

流域内伐採木のバイオ
マス発電への利活用

森林整備・保全

【林野庁、森林整備センター、三重県】

【多気町】

【三重河川国道事務所】

【多気町】

【蓮ダム管理所】

【三重河川国道事務所】

蓮ダム

位置図

●治水対策における多自然川づくり
整備における生物の多様な生育環境の保全

●自然環境の保全・復元などの自然再生
縦断連続性の確保
氾濫原・湿地環境の再生・保全

●自然環境が有する多様な機能活用の取組み
地域と連携した自然環境保全に関する協議会等の活動

（櫛田川自然再生推進会議、NPO祓川環境美化推進協議会、
佐奈川を美しくする会、アゼオトギリ保全勉強会）
民間協働による水質調査
小中学校などにおける河川環境学習

縦断連続性の確保

【全域に係る取組】
・地域のニーズを踏まえた賑わいのある水辺空間
創出への連携・支援

氾濫原・湿地環境の再生

氾濫原・湿地環境の保全

縦断連続性の確保
（三重河川国道事務所）

地域と連携した自然環境を守る
取り組み（コクチバス対策）
（三重河川国道事務所、

松阪市、多気町）

土砂還元

地域と連携したアゼオトギリの保全活動
（三重河川国道事務所、多気町）

●グリーンインフラの取り組み 『縦断連続性の確保によるアユ等の回遊魚の遡上・生育環境の再生』

●健全なる水循環系の確保
森林整備による水源涵養機能の向上
ため池の活用検討
土砂還元

【三重河川国道事務所】

【三重河川国道事務所】

【三重河川国道事務所】

荒廃した水田を利用した農村ビオトープ整備
（多気町）

地域と連携した自然環境保全に関する
協議会等の活動

【三重河川国道事務所、三重県、松阪市、多気町、明和町】

小中学校などにおける河川環境学習

【三重河川国道事務所、松阪市、多気町、明和町】

小中学校などにおける河川環境学習
（三重河川国道事務所、松阪市）

櫛田川水系流域治水プロジェクト【グリーンインフラ】
～三重の基幹農業地域を守る流域治水対策～

凡例

流域界

大臣管理区間

大臣管理区間の治水対策

三重県管理区間の治水対策

グリーンインフラメニュー

※位置図に掲載している「氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策（赤
枠）」は、グリーンインフラを兼ねた取組である。

水源涵養機能の向
上

「田んぼダム」
活動の推進・活用

【三重県・松阪市】

新たな「田んぼダム」
の検討

【明和町】

19



櫛田川水系流域治水プロジェクト【流域治水の具体的な取組】
～三重の基幹農業地域を守る流域治水対策～

氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 被害対象を減少させるための対策 被害の軽減、早期の復旧・復興のための対策

築堤護岸工事による堤防強化
【三重河川国道事務所】

施工後

・ 河川整備計画目標流量を安全に流下させるために堤防の築堤護
岸整備を行い、堤防強化を実施。

・ 一連区間の堤防完成に向け、令和4年度は約300mの護岸整備を
実施。今後、同箇所含め、堤防の嵩上を実施予定。

砂防えん堤及び渓流保全工による土砂流出対策
【三重県】

・ 平成29年10月22日の
台風第21号に伴う豪雨
により土石流が発生し
長谷公民館等が被災し
た多気郡多気町長谷地
内において、平成29年
度から整備を進めてい
た砂防えん堤及び渓流
保全工が、令和4年1月
31日に完成。

完成

立地適正化計画における防災指針の作成検討
【松阪市】

・ 近年の自然災害の頻発・激甚化を踏まえ、災害リスクを踏まえた防
災まちづくりを進めることが重要である。

・ 都市再生特別措置法等の一部を改正する法律（令和2年9月7日施
行）に伴い、新たに立地適正化計画の居住誘導域内で行う防災対
策・安全確保対策を定める「防災指針」の作成を実施する。

水害リスク情報の発信 【明和町】

水害リスク空白域の解消
（ハザードマップの更新） 【多気町】

・ 令和4年に三重県より指定された櫛田川水系、宮川水系の新たな
洪水浸水想定区域図を反映したハザードマップを作成し、全戸配
布を実施。

・ 櫛田川の洪水ハザードマップに加え、高潮のハザードマップを
作成し、全戸配布を実施。

農地・農業用施設の活用 流出抑制対策の実施 立地適正化計画における
防災指針の作成

避難のための
ハザード情報の整備

（概ね５か年後）

高齢者等避難の
実効性の確保

山地の保水機能向上および
土砂・流木災害対策

戦後最大洪水等に対応した
河川の整備（見込）

整備率：７４％

（令和５年度末時点）

１市町村

（令和４年度実施分）

０施設 （令和５年度実施分）

２箇所

（令和５年度完成分）
※施行中 ４施設

０施設

治山対策等の
実施箇所

砂防関連施設の
整備数 （令和５年７月末時点）

０市町村 （令和５年９月末時点）

６４河川

（令和５年９月末時点）

１団体

洪水浸水想定
区域

個別避難計画

（令和５年９月末時点）

（令和５年1月1日時点）

避難確保
計画 土砂

洪水

内水浸水想定
区域

３７施設

２市町村

３３１施設
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R６年度 第１回流域治水協議会 合同協議会

流域治水プロジェクトの取組について

宮川流域治水プロジェクト2.0
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気候変動に伴う水害リスクの増大

■気候変動に伴う水害リスクの増大

■水害リスクを踏まえた各主体の主な対策と目標

種別 実施主体 目的・効果 追加対策 期間

氾濫を防ぐ・
減らす

国 約10,420世帯の浸水被害を解消
河道掘削：約20～30万m3＜現計画の約3倍＞

堤防整備
概ね30年

伊勢市
洪水時の急激な水位上昇を抑制

内水排除
排水施設整備 概ね30年

被害対象を
減らす

伊勢市
立地適正化計画による居住誘導

立地適正化計画の防災指針に基づく対策の実施 順次実施

多気町 立地適正化計画の策定の検討 概ね5年

被害の軽減・
早期復旧・復興

伊勢市・玉城町・
度会町・大台町・
大紀町・多気町

積極的な情報発信による
実効性ある避難の推進

要配慮者施設の避難確保計画作成の促進
水害リスク情報の空白域の解消

SNS・広報誌等を活用した継続的な情報発信
順次実施

【目標①】気候変動による降雨量増加後のS49.7洪水規模に対する安全の確保

宮川流域

○戦後第2位（平成16年9月）洪水に対し、2℃上昇時の降雨量増加を考慮した雨量1.1倍となる規模の洪水が発生した場合、宮川流域では浸水世帯数が約

10,400世帯（現況の約1.3倍）になると想定され、事業の実施により、浸水世帯数が解消される。

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる
場合がある。それに伴い、上記の浸水範囲も変更となる場合がある。

＜現状＞ ＜気候変動考慮（1.1倍）＞

【目標①】 KPI：浸水世帯数

約10,420世帯⇒約0世帯

現況

リスク増大 対策後

浸水世帯数
約8,100世帯

浸水世帯数
約10,420世帯

浸水世帯数
約0世帯

＜対策後＞

気候変動気候変動

種別 実施主体 目的・効果 追加対策 期間

氾濫を防ぐ・
減らす

国
平成29年10月洪水（年超過確率1/100

を超える規模）に対して、
床上浸水の解消

河道掘削・堤防整備
勢田川・桧尻川におけるポンプ増強

概ね30年

三重県 河道掘削・堤防整備等 概ね30年

伊勢市
勢田川流域等浸水対策実行計画に基づく

排水施設の整備
概ね30年

被害の軽減・
早期復旧・復興

国・三重県・
伊勢市

積極的な情報発信による
実効性ある避難の推進

防災啓発体制の強化 等 概ね30年

【目標②】県市における浸水被害を軽減
（平成29年10月洪水に対しての床上浸水解消に向けた取組 （勢田川流域等浸水対策実行計画））
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【三重県】

◆

岩出基準点

P

排水ポンプ増強

【桧尻川】
河道掘削、河道拡幅、護岸整備、
堤防整備、橋梁改築

【大内山川】
河道掘削、河道拡幅、
護岸整備、堤防整備

【汁谷川】
堤防整備（特殊堤）、
排水ポンプ新設

【万所谷川】
土砂災害対策

【木馬瀬】
土砂災害対策

【平野】
土砂災害対策

【島谷川】
土砂災害対策

【北山川】R4完了
土砂災害対策

【止山東谷】R3完了
土砂災害対策

【大谷川】
土砂災害対策

【小平谷】R4完了
土砂災害対策

監視カメラの設置

宮川ダム

三瀬谷ダム

事前放流

企業との応援協定

ライフラインを
守る事前伐採

ドローンを活用した
災害情報の早期把握

事前放流

事前放流

不動谷ダム

流域内伐採木のバイオ
マス発電への利活用

森林整備・保全
【林野庁、森林整備センター、三重県】

森林整備・保全
【林野庁、森林整備センター、三重県】

【中部電力（株）】

【三重県】

【三重県】

【三重県】

【三重県】

【三重県】

【三重県】

【三重県】

【三重県】

【三重県】

森林整備・保全
【林野庁、森林整備センター、三重県】

【中部電力（株）】

【大台町、度会町】

【度会町】

【三重県】

【伊勢市】

【三重県】

【多気町】

【玉城町】 【三重県】

【宇治山田港海岸】
堤防整備、突堤整備、
養浜

【三重県】

【五十鈴川、
五十鈴川派川】

河道掘削、堤防整備、
横断工作物改築等

【三重河川国道事務所】

【三重河川国道事務所、伊勢市】

まるごとまちごと
ハザードマップの設置

河道掘削・堤防整備

【三重河川国道事務所】

排水路整備

【伊勢市】

「玉城町かわまちづくり計画」に基づく

防災イベントの実施

【玉城町】

【五十鈴川】
排水機場整備
（湛水防除）

【三重県】

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる
場合がある。

※流域治水プロジェクト2.0で新たに追加した対策については、今後
河川整備計画変更の過程でより具体的な対策内容を検討する。

宮川水系流域治水プロジェクト2.0【位置図】
～ 「神宮」の地に暮らす人々の命と観光産業を守る流域治水対策～

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

■被害対象を減少させるための対策

○令和元年東日本台風では、全国で戦後最大を超える洪水により甚大な被害が発生したことを踏まえ、宮川流域においては、伊勢神宮につながる街道や渡し跡
が残り、歴史的構造物を保全したまちづくりが進められるなど、観光産業を中心とした流域であり、河川整備や避難に関する早期情報把握、体制強化などの
事前防災対策を進める必要がある。

○気候変動（２℃上昇）下でも目標とする治水安全度を維持するため、戦後第２位の流量を記録した平成16年9月洪水に対し２℃上昇時の降雨量増加を考慮した
雨量1.1倍となる規模の洪水において、浸水被害を軽減させることを目指す。

○事前放流による洪水調節機能の強化、更なる治水対策の推進、「田んぼダム」の取組促進と農業用ため池の活用等の流域対策により浸水被害の軽減を図る。

流域全体での取組

【三重県、伊勢市、玉城町、度会町、大台町、大紀町、
多気町】

「田んぼダム」活動への支援

農業用ため池の活用

【林野庁、森林整備センター、三重県】

水源涵養機能の向上

【三重県、中部電力（株）】

宮川ダム、三瀬谷ダム等における事前放流の実施

凡例

流域界

浸水想定区域図（想定最大規模）

実績浸水範囲

（戦後最大の昭和49年7月洪水）

大臣管理区間

大臣管理区間の対策（赤字：流域治水2.0より追加、検討中含む）

三重県管理区間の対策（赤字：流域治水2.0より追加、検討中含む）

市町の対策（赤字：流域治水2.0より追加、検討中含む）

立地適正化計画の居住誘導区域 (伊勢市)

位置図

桧尻川排水機場の増強
（三重河川国道事務所）

立地適正化計画の防災指針
（伊勢市）

かわまちづくり計画に基づく防災イベントの実施
（玉城町）

【三重県】

ソフト施策の推進

要配慮者施設による避難確保計画の

作成促進と避難の実効性確保

【三重河川国道事務所】

三次元管内図による浸水想定の見える化

内外水統合の水害リスクマップの見える化

BIM/CIM適用による三次元モデルの積極的な活用

【三重河川国道事務所、三重県、伊勢市、玉城町、度会町、
大台町、大紀町、多気町、気象台、中部電力（株）】

SNS・広報誌等を活用した継続的な情報発信

企業等と連携した避難体制の確保

【伊勢市】

立地適正化計画の防災指針に基づく対策

水害リスク情報の空白域の解消

高齢者の避難行動への理解促進

流域の水災害の早期把握に資する

防災情報の提供

まるごとまちごと
ハザードマップの設置

（三重河川国道事務所、伊勢市）

【旭谷】
土砂災害対策

【三重県】

【六ヶ谷】
土砂災害対策

【三重県】

【井戸の谷】
土砂災害対策

【三重県】

【黒坂(1)】
土砂災害対策

【三重県】

【西ノ谷川】
土砂災害対策

【三重県】
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氾濫を防ぐ・減らす 被害対象を減らす 被害の軽減・早期復旧・復興

○気候変動を踏まえた治水計画への見直し
（２℃上昇下でも目標安全度維持）
＜具体の取組＞
・河道掘削
・樹木伐採
・護岸改築
・河道拡幅
・堤防整備
・堤防耐震
・排水ポンプ増強
・橋梁改築

○流域対策の目標を定め、
役割分担に基づく流域対策の推進

＜具体の取組＞
・勢田川流域等浸水対策実行計画に基づく
排水施設整備

〇多面的機能を活用した流域対策の推進
・「田んぼダム」活動への支援

○既存ストックの徹底活用
＜具体の取組＞
・宮川ダム等３ダムにおける事前放流等の
実施

・農業用ため池の活用
・流域伐採木のバイオマス発電への利活用

○溢れることも考慮した減災対策の推進
＜具体の取組＞
・立地適正化計画の防災指針に基づく
対策の実施

○気候変動を踏まえた治水計画への見直し
（２℃上昇下でも目標安全度維持）
＜具体の取組＞
・水害リスク情報の空白域の解消
・要配慮者施設の避難確保計画作成促進
・高齢者の避難行動への理解促進
・水位計・監視カメラ等の設置
・企業等と連携した避難体制等の確保
・持続的な水災害教育の実施と伝承

○役割分担に基づく流域対策の推進
・マイ・タイムラインの作成促進
・防災気象情報の改善
・SNS・広報誌等を活用した継続的な情報発信
・ライフラインを守る事前伐採

〇多面的機能を活用した治水対策の推進
＜具体の取組＞
・「玉城町かわまちづくり計画」に基づく
防災イベントの実施

○インフラDX等における新技術の活用
＜具体の取組＞
・まるごとまちごとハザードマップの設置
・三次元管内図による浸水想定の見える化
・内外水統合の水害リスクマップの見える化
・BIM/CIM適用による三次元モデルの積極的な活用

宮川流域治水プロジェクト2.0

※ 赤字：流域治水プロジェクト1.0からの追加対策
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○ 干潟や塩性湿地を有する河口部、砂礫河原、ワンド・たまり等の環境、連続する瀬淵、河畔林といった水辺環境は変化に富み、高水敷には公園等が整備され河川利用
が盛んとなっている。また、我が国屈指の清流として良好な河川水質を維持しているほか、伊勢神宮にまつわる祭事が行われてきた歴史や名勝「宮川堤」を有する等、
宮川水系は次世代に引き継ぐべき豊かな自然環境や歴史文化が多く存在しています。

○ 伊勢神宮等の歴史や文化にまつわる水辺を活かした地域・観光振興に寄与することを目指し、今後概ね3年間（令和5年度）で水辺空間の創出や拠点化の取組みを進め

るなど、自然環境が有する多様な機能を活かすグリーンインフラの取組を推進する。

※具体的な対策内容については、今後の調査・
検討等により変更となる場合がある。

◆

岩出基準点

P

河道掘削

河道拡幅

排水ポンプ増強

堤防整備、護岸整備

堤防整備

堤防耐震

【五十鈴川、五十鈴川派川】
河道掘削、河道拡幅、護岸整備、
堤防整備、橋梁改築、堰改築

【桧尻川】
河道掘削、河道拡幅、
護岸整備、堤防整備、
橋梁改築

【大内山川】
河道掘削、河道拡幅、
護岸整備、堤防整備

【汁谷川】
堤防整備（特殊堤）、
排水ポンプ新設

宮川ダム

三瀬谷ダム

不動谷ダム

流域内伐採木のバイオ
マス発電への利活用

森林整備・保全

【林野庁、森林整備センター、三重県】

森林整備・保全

【林野庁、森林整備センター、三重県】

【三重県】
森林整備・保全

【林野庁、森林整備センター、三重県】

森林整備・保全

【林野庁、森林整備センター、三重県】

【三重河川国道事務所】

【三重河川国道事務所】

【三重河川国道事務所】

【三重河川国道事務所】

【三重河川国道事務所】

【三重河川国道事務所】

【三重県】

【伊勢市】

【多気町】

【三重県】

位置図
【三重県】

●治水対策における多自然川づくり
整備における生物の多様な生育環境の保全
桜並木の保全
伊勢神宮等の歴史や文化にまつわる空間の保全
グリーンボンドを活用した水際植生・河川生物の保全

●魅力ある水辺空間・賑わい創出
水辺の楽校（整備・維持）
人と川とのふれあいの場の確保（宮リバー度会パーク）

●自然環境が有する多様な機能活用の取組み
自然環境保全に関する協議会等の活動（宮川流域ルネッサンス協議会）
小中学校などにおける河川環境学習
民間協働による水質調査
流域内伐採木のバイオマス発電への利活用

玉城町かわまちづくり計画に基づく
整備の実施

桜並木の保全

【全域に係る取組】
地域のニーズを踏まえた賑わいのある水辺空間創出への連携・支援

●グリーンインフラの取り組み 『我が国屈指の清流と伊勢の歴史・文化を活かした水辺空間の保全・創出』

【三重河川国道事務所・玉城町】

人と川とのふれあいの場の確保

【度会町】

グリーンボンドを活用した
水際植生の保全・河川生物の保全

グリーンボンドを活用した水際植生の保全（三重県）

●健全なる水循環系の確保
森林整備による水源涵養機能の向上
農業用ため池の適正な管理と整備

農業用ため池の適正な管理と整備

【大台町】

【三重県】

河川空間利用促進（宮リバー度会パーク）（度会町） 玉城町かわまちづくり計画、たまき水辺の楽校（三重河川国道事務所、玉城町）

歴史・文化にまつわる空間、桜並木の保全
（三重河川国道事務所、伊勢市）

（覆土ブロック整備中）

歴史・文化にまつわる空間、桜並木の保全

【三重河川国道事務所】

小中学校などにおける河川環境学習

【三重河川国道事務所】

（護岸整備後の植生状況イメージ）

左図の下流個所

宮川水系流域治水プロジェクト【グリーンインフラ】
～「神宮」の地に暮らす人々の命と観光産業を守る宮川(勢田川)流域治水対策～

※位置図に掲載している「氾濫をできるだけ
防ぐ・減らすための対策（赤枠）」は、グ
リーンインフラを兼ねた取組である。

水源涵養機能の向
上

水源涵養機能の向
上

水源涵養機能の向
上

水源涵養機能の向
上

宮川流域の自然や歴史に触れ合える
活動団体のイベント支援

（宮川ルネッサンス協議会）

凡例

流域界

大臣管理区間

大臣管理区間の治水対策

三重県管理区間の治水対策

グリーンインフラメニュー

【三重河川国道事務所、伊勢市】

25



宮川水系流域治水プロジェクト【流域治水の具体的な取組】
～ 「神宮」の地に暮らす人々の命と観光産業を守る宮川(勢田川)流域治水対策～

氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 被害対象を減少させるための対策 被害の軽減、早期の復旧・復興のための対策

農地・農業用施設の活用 流出抑制対策の実施 立地適正化計画における
防災指針の作成

避難のための
ハザード情報の整備

（概ね５か年後）

高齢者等避難の
実効性の確保

山地の保水機能向上および
土砂・流木災害対策

戦後最大洪水等に対応した
河川の整備（見込）

整備率：８７％

（令和５年度末時点）

２市町村

（令和４年度実施分）

０施設 （令和５年度実施分）

６箇所

（令和５年度完成分）
※施行中 ５施設

１施設

治山対策等の
実施箇所

砂防関連施設の
整備数 （令和５年７月末時点）

１市町村 （令和５年９月末時点）

４５河川

（令和５年９月末時点）

１団体

洪水浸水想定
区域

個別避難計画

（令和５年９月末時点）

８０施設

（令和５年1月1日時点）

６市町村

避難確保
計画

２２５施設

土砂

洪水

内水浸水想定
区域

排水機場ポンプ増強による内水被害の軽減
【三重河川国道事務所】

宮川

・ 令和4年度より桧尻川排水機場ポンプ増強本体工事を着工。
・ 令和4年度は旧排水機場の撤去、新設する樋門の整備を実施。

堆積土砂掘削による流下能力確保
【伊勢市】

・ 桧尻川支川等に堆積した土砂掘
削を実施。令和4年度は、５河川
において、計約950m3の土砂掘
削を実施。

施工前

立地適正化計画における防災指針の作成検討
【伊勢市】

・ 近年の自然災害の頻発・激甚化を踏まえ、災害リスクを踏まえた防
災まちづくりを進めることが重要である。

・ 都市再生特別措置法等の一部を改正する法律（令和2年9月7日施

行）に伴い、新たに立地適正化計画の居住誘導域内で行う防災対
策・安全確保対策を定める「防災指針」の作成を実施する。

画面選択

絞り込みボタン
背景図
切り替え

過去ログ表示

【簡易浸水センサ】

浸水検知なし

浸水検知（L1）

浸水検知（L2）
※家屋浸水や避難困難となる
浸水（30～50cm)を把握

※道路面等の浸水（5cm程度）
を把握（早期検知）

※センサ検知なし

（センサ上段）

（センサ下段）

【排水設備稼働状況】

伊勢市管理の12箇所の
ポンプ場等にて試行

【危機管理型水位計】

平常 氾濫観測 危険

平常水位 観測開始
水位超過

危険水位
超過

氾濫開始
水位超過

浸水情報共有システムの構築
【三重河川国道事務所、伊勢市、中部電力】

企業との応援協定一時避難場所の確保
【玉城町】

・ 企業の施設を一時避難場所としていただく協定を締結
左図：有限会社 MCD 収容人数51名
右図：美和ロック（株） 玉城工場 収容台数80台

・ 宮川（勢田川）流域で簡易浸水センサ等を用いた「浸水状況共有シ

ステム」を構築し、浸水状況の早期把握が可能となり、水防活動や
通行規制等に活用。今後、中部電力と連携し、スマートメータを活
用した下水道水位検知の検討を進める。

勢田川

桧尻川排水機場

施工後

施工後
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R６年度 第１回流域治水協議会 合同協議会

流域治水プロジェクトの取組について

三重四川圏域（四日市～伊勢南部）
二級水系における流域治水プロジェクト
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四日市圏域二級水系流域治水プロジェクト【位置図】
～三重県最大の都市圏域を守る外水・内水対策が一体となった流域治水の推進～

○ 四日市圏域では、昭和34年の伊勢湾台風、昭和49年の集中豪雨、平成12年の東海豪雨等において、外水氾濫および内水氾濫により、大きな被害が発生している。全国的
に激甚な水害が近年頻発している状況や、今後見込まれる気候変動による降雨量の増大等を踏まえ、当圏域において事前防災対策を進める必要がある。

○ 四日市圏域においては、中下流部に三重県最大の市街地が形成され、臨海部には工業地帯が集積し、国道や鉄道など重要な交通網が集中している。
○ 出水時には多くの住民、多大な資産に影響を及ぼすものとなるが、その被害の要因は外水による被害だけでなく、内水による被害も大きいものとなっている。
〇 当圏域における二級水系流域治水プロジェクトでは、河川改修による外水の氾濫対策と下水道整備による内水の氾濫対策が一体となったハード対策を中心に行うとともに、

圏域全体において、ハザードマップの作成や防災訓練による被害軽減対策等を実施することで、浸水被害の低減を図る。

防災マップ改正ワークショップ(四日市市)

阿瀬知排水区大規模雨水処理
施設整備事業(四日市市)

三滝新川大規模特定河川事業
(三重県)

位置図

天白川水系

三滝川水系

海蔵川水系

朝明川水系

【三重県】
三滝川 河道掘削,護岸整備

堰改築,橋梁改築,
耐震対策 等

【三重県】
海蔵川 河道掘削,護岸整備

堰改築,橋梁改築,
耐震対策 等

【三重県】
朝明川 河道掘削,護岸整備

堰改築,橋梁改築 等

【三重県】
天白川・鹿化川 河道掘削,護岸整備

【水資源機構】
宮川調整池事前放流

【水資源機構】
菰野調整池事前放流

【四日市市】
下水道施設（貯留管）整備

【四日市市】
朝明新川 河道拡幅 等

【四日市市】
源の堀川 河道拡幅

【四日市市】
鹿化川 河道掘削

【四日市市】
天白川 河道掘削

【四日市市】
古城川 河道掘削

【四日市市】
堀川 内水対策

【菰野町】
海蔵川支川48号 河道掘削

【菰野町】
雲田川 河道掘削

【菰野町】
洞道川 護岸整備

：氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

：被害対象を減少させるための対策

：被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

広域的に行う対策

・下水道（雨水排水）施設の整備、耐水化
・ポンプ場の整備・砂防堰堤、治山ダムの整備
・森林整備、保全

・立地適正化計画（見直し）に基づく
防災指針の作成・検討

・土砂災害特別警戒区域外への住宅移転支援

・水害リスク情報の空白域の解消
（洪水・高潮ハザードマップなどの策定・周知）
・土砂災害警戒区域等の指定・発表
・持続的な水災害教育の実施と伝承
（出前講座、講演会、防災教育の支援の実施）
・要配慮者利用施設における避難確保計画の
作成促進と避難の実効性の確保
・高齢者等の避難行動への理解促進
（避難行動要支援者の個別計画の作成）
・防災訓練の実施（図上訓練、避難訓練）
・流域の水災害の早期把握に資する防災情報
の提供（ＳＮＳを活用した防災情報の継続的な
情報発信、危機管理型水位計・河川監視
カメラの設置、防災気象情報の改善）
・企業等と連携した避難体制等の確保
（災害協定による一時避難場所の確保）
・広報誌等を活用した継続的な情報発信
（防災アプリを使った避難情報の配信）
・排水ポンプ車の配備・運用 等

凡例

流域界

浸水想定区域（想定最大規模）

県管理区間

県管理区間の対策

市町管理区間の対策

【三重県】
川越地区海岸 堤防整備

【三重県】
かや落し谷 砂防堰堤の整備

【三重県】
埋縄谷 砂防堰堤の整備
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※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。
各事業者の計画が見直された場合には、反映します。
新たな関係者にも広く参加を呼び掛けることから、新たな関係者の計画も反映します。

気候変動を
踏まえた
更なる
対策を推進

四日市圏域二級水系流域治水プロジェクト【ロードマップ】
～三重県最大の都市圏域における外水・内水対策が一体となった流域治水の推進～

■ 四日市圏域における二級水系全体を俯瞰し、県、市町、あらゆる関係者が一体となって、以下の手順で「流域治水」を推進する。

【短 期】四日市圏域内の市街地等での重大災害の発生を未然に防ぐため、中下流部で河道掘削や下水道施設整備等を主に実施。
被害軽減のため、立地適正化計画（見直し）に基づく防災指針の作成や水害リスク情報の空白域解消等を実施。

【中 期】四日市圏域内の市街地等での重大災害の発生を未然に防ぐため、河川改修事業と内水対策事業を主に実施。
被害軽減のため、防災マップの周知や水防災教育、要配慮者施設の避難体制強化等を継続的に実施。

【中長期】四日市圏域全体の浸水被害を防ぐため、橋梁改築・堰改築、河道拡幅等を実施し、圏域全体の安全度向上を図る。
被害軽減の取り組みをあらゆる関係者と一体となって継続的に実施。

【事業費】
■河川対策
全体事業費 約108億円
対策内容 河道掘削、河道拡幅、

護岸整備、堰改築、
橋梁改築、耐震対策 等

※圏域内で策定済みの河川整備計画の残事業を記載

■下水道対策
全体事業費 約52億円
対策内容 下水道施設の整備

ポンプ場整備

短期 中期 中長期

洪水氾濫対策 ・河道掘削、河道拡幅、護岸整備、堰改築、橋梁改築、耐震対策、堤防整備 等 三重県、四日市市、菰野町

流水の貯留機能の拡大 ・宮川調整池、菰野調整池における事前放流等の実施 水資源機構

内水氾濫対策 ・内水対策、下水道（雨水排水）施設の整備、耐水化、ポンプ場整備、貯留菅整備 等 四日市市、川越町、朝日町

土砂災害対策 ・砂防堰堤の整備 等 三重県

流域の雨水貯留機能の向上 ・治山ダムの整備、森林整備 等 三重県、森林整備センター

・安全なまちづくりに向けた取組を検討 四日市市、朝日町

・土砂災害特別警戒区域内での住宅建て替え時の支援 三重県、四日市市

土地の水災害リスク情報の充実
・水害リスク情報の空白域の解消

（洪水・高潮ハザードマップ作成・周知）等

避難体制等の強化

・土砂災害警戒区域等の指定・発表

・持続的な水災害教育の実施と伝承
（出前講座、講演会、防災教育の支援の実施）

・要配慮者利用施設における避難確保計画の
作成促進と避難の実効性の確保

・高齢者等の避難行動への理解促進
（避難行動要支援者の個別計画の作成）

・防災訓練の実施（図上訓練、避難訓練）
・流域の水災害の早期把握に資する防災情報

の提供 （ＳＮＳを活用した防災情報の継続的な

情報発信、危機管理型水位計・河川監視
カメラの設置、防災気象情報の改善）

・企業等と連携した避難体制等の確保
（災害協定による一時避難場所の確保）

・広報誌等を活用した継続的な情報発信
（防災アプリを使った避難情報の配信）

区分 対策内容 実施内容 実施主体
工程

水災害ハザードエリアにおける

土地利用・住まい方の工夫

被害の軽減、

早期復旧・復興の

ための対策

気象庁、三重県、

四日市市、川越町、
朝日町、菰野町 他

あらゆる関係者

氾濫をできるだけ
防ぐ・減らす

ための対策

被害対象を減少

させるための対策

三滝新川大規模特定

河川事業完了
朝明新川整備完了

・排水ポンプ車の配備・運用 等

全ての二級河川における洪水浸水想定区域図の作成完了

ハザードマップの作成・更新

堀川内水対策事業完了

洞道川整備完了

事前放流

貯留管整備完了
川越排水機場

ストックマネジメント事業完了

立地適正化計画（見直し）に

基づく防災指針の作成・検討

森林整備・保全

かや落し谷砂防事業完了
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鈴鹿圏域二級水系流域治水プロジェクト【位置図】
～国内有数の産業集積地を守る外水・内水対策が一体となった流域治水の推進～

○ 鈴鹿圏域では、昭和34年の伊勢湾台風、昭和49年の集中豪雨、平成16年の台風第21号等において、外水氾濫および内水氾濫により、大きな被害が発生している。全国的
に激甚な水害が近年頻発している状況や、今後見込まれる気候変動による降雨量の増大等を踏まえ、当圏域において事前防災対策を進める必要がある。

○ 当圏域においては、下流部に市街地・工業地帯が形成され、中上流部は主に水田が広がっている。近年は丘陵地での開発が進み、市街化が進んでいる。
○ 出水時の被害の特徴として下流部の地盤高が低く、高潮時には内水の自然排水が困難となるため、内水被害が多いものとなっている。
○ 当圏域における二級水系流域治水プロジェクトでは、河川改修による外水の氾濫対策と下水道整備による内水の氾濫対策が一体となったハード対策を中心に行うとともに、

圏域全体において、ハザードマップの作成や防災訓練による被害軽減対策等を実施することで、浸水被害の低減を図る。

総合防災マップ(亀山市)

位置図

要配慮者利用施設における避難訓練
(鈴鹿市)

：氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

：被害対象を減少させるための対策

：被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

広域的に行う対策

・治山ダムの整備
・森林整備、保全

・立地適正化計画の検討
・土砂災害特別警戒区域外への住宅移転支援

・水害リスク情報の空白域の解消
（洪水・内水ハザードマップなどの策定・周知）
・土砂災害警戒区域等の指定・発表
・持続的な水災害教育の実施と伝承
（出前講座、防災教育の支援の実施）
・要配慮者利用施設における避難確保計画の
作成促進と避難の実効性の確保
・防災訓練の実施（図上訓練、避難訓練）
・流域の水災害の早期把握に資する防災情報
の提供（ＳＮＳを活用した防災情報の継続的な
情報発信、危機管理型水位計・河川監視
カメラの設置、防災気象情報の改善）
・企業等と連携した避難体制等の確保
・広報誌等を活用した継続的な情報発信
・排水ポンプ車の配備・運用 等

堀切川水系

中ノ川水系

金沢川水系

【三重県】
堀切川・釜屋川 河道掘削、河道拡幅

堤防整備、護岸整備
橋梁改築、水門改築
排水機場改築
施設の延命化

【三重県】
中ノ川 河道掘削

護岸整備

【三重県】
金沢川 河道掘削

【鈴鹿市】
ポンプ場整備

【鈴鹿市】
調整池整備

【鈴鹿市】
稲生新川 河道拡幅

【鈴鹿市】
下水道（雨水排水）施設の整備

【鈴鹿市】
井出川 河道掘削

【鈴鹿市】
下水道（雨水排水）施設の整備

堀切川における河川整備(三重県)安塚南部第１排水区調整池整備(鈴鹿市)

昭和49年集中豪雨時浸水状況
（国道23号寺家町）

凡例

流域界

浸水想定区域（想定最大規模）

県管理区間

県管理区間の対策

市町管理区間の対策

【三重県】
千代崎港海岸
南若松地区海岸 離岸堤整備
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※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。
各事業者の計画が見直された場合には、反映します。
新たな関係者にも広く参加を呼び掛けることから、新たな関係者の計画も反映します。

気候変動を
踏まえた
更なる
対策を推進

鈴鹿圏域二級水系流域治水プロジェクト【ロードマップ】
～国内有数の産業集積地を守る外水・内水対策が一体となった流域治水の推進～

■ 鈴鹿圏域における二級水系全体を俯瞰し、県、市、あらゆる関係者が一体となって、以下の手順で「流域治水」を推進する。

【短 期】鈴鹿圏域内の市街地等での重大災害の発生を未然に防ぐため、中下流部で河道掘削や下水道施設整備等を主に実施。
被害軽減のため、水害リスク情報の空白域解消等を実施。

【中 期】鈴鹿圏域内の市街地等での重大災害の発生を未然に防ぐため、河川改修事業と内水対策事業を主に実施。
被害軽減のため、防災マップの周知や水防災教育、要配慮者施設の避難体制強化等を継続的に実施。

【中長期】鈴鹿圏域全体の浸水被害を防ぐため、橋梁改築・水門改築、河道拡幅等を実施し、圏域全体の安全度向上を図る。
被害軽減の取り組みをあらゆる関係者と一体となって継続的に実施。

【事業費】
■河川対策
全体事業費 約87億円
対策内容 河道掘削、河道拡幅、

堤防整備、護岸整備、
水門改築 等

※圏域内で策定済みの河川整備計画の残事業を記載

■下水道対策
全体事業費 約51億円
対策内容 下水道施設の整備

ポンプ場整備 等

短期 中期 中長期

洪水氾濫対策
・河道掘削、河道拡幅、堤防整備、護岸整備、橋梁改築、
水門改築、排水機場改築、施設の延命化 等

三重県、鈴鹿市

内水氾濫対策
・下水道（雨水排水）施設の整備、ポンプ場整備、
調整池整備 等

鈴鹿市

流域の雨水貯留機能の向上 ・治山ダムの整備、森林整備 等 三重県

・安全なまちづくりに向けた取組を検討 鈴鹿市

・土砂災害特別警戒区域内での住宅建て替え時の支援 三重県、亀山市

土地の水災害リスク情報の充実
・水害リスク情報の空白域の解消
（洪水・内水ハザードマップなどの策定・周知） 等

避難体制等の強化

・土砂災害警戒区域等の指定・発表
・持続的な水災害教育の実施と伝承
（出前講座、防災教育の支援の実施）
・要配慮者利用施設における避難確保計画の
作成促進と避難の実効性の確保
・防災訓練の実施（図上訓練、避難訓練）
・流域の水災害の早期把握に資する防災情報の提供（ＳＮＳ
を活用した防災情報の継続的な情報発信、危機管理型
水位計・河川監視カメラの設置、防災気象情報の改善）
・企業等と連携した避難体制等の確保
・広報誌等を活用した継続的な情報発信

工程

氾濫をできるだけ
防ぐ・減らすための

対策

被害対象を減少
させるための対策

対策内容

水災害ハザードエリアにおける
土地利用・住まい方の工夫

被害の軽減、
早期復旧・復興の
ための対策

気象庁、三重県、
鈴鹿市、亀山市 他
あらゆる関係者

区分 実施内容 実施主体

稲生新川改修事業完了

全ての二級河川における洪水浸水想定区域図の作成完了

ハザードマップの作成・更新

森林整備・保全

稲生中央第２排水区下水道整備完了

安塚南部第１排水区調整池整備完了

立地適正化計画に基づく防災指針の検討

白子中央排水区雨水ポンプ場整備完了

金沢排水区下水道整備完了

・排水ポンプ車の配備・運用 等

31



津圏域二級水系流域治水プロジェクト【位置図】
～行政・文教施設が集中する県都を守る外水・内水対策が一体となった流域治水の推進～

○ 津圏域では、昭和34年の伊勢湾台風、昭和49年の集中豪雨、平成16年の台風第21号等において、外水氾濫および内水氾濫により、大きな被害が発生している。全国的に
激甚な水害が近年頻発している状況や、今後見込まれる気候変動による降雨量の増大等を踏まえ、当圏域において事前防災対策を進める必要がある。

○ 当圏域においては、下流部には多くの行政施設や文教施設を含む市街地が形成されており、中流部には三重県有数の水田地帯、上流部には山林地帯が広がっている。
○ 中流部における広大な農地を潤すため、ため池が多く存在していることに加え、安濃川上流には安濃ダムが設けられ、貯留された水が利用されている。
〇 当圏域における二級水系流域治水プロジェクトでは、県庁所在地を守るため、河川改修による洪水氾濫対策や下水道施設の整備による内水氾濫対策、安濃ダムの事前放流
やため池・農地等を活用した流出抑制を行うとともに、圏域全体においてハザードマップの作成や防災訓練による被害軽減対策を実施することで、浸水被害の低減を図る。

位置図

：氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

：被害対象を減少させるための対策

：被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

広域的に行う対策

・下水道（雨水排水）施設の整備、
・調整池の整備
・ため池の活用
・治山ダムの整備
・森林整備、保全

・立地適正化計画における防災指針の作成・検討
・土砂災害特別警戒区域外への住宅移転支援

・水害リスク情報の空白域の解消
(洪水・高潮・内水ハザードマップなどの策定・周知)
・土砂災害警戒区域等の指定・発表
・持続的な水災害教育の実施と伝承
（防災教育の支援の実施）
・要配慮者利用施設における避難確保計画の
作成促進と避難の実効性の確保
・防災訓練の実施（図上訓練、避難訓練）
・流域の水災害の早期把握に資する防災情報
の提供（ＳＮＳを活用した防災情報の継続的な
情報発信、危機管理型水位計・河川監視
カメラの設置、防災気象情報の改善）
・広報誌等を活用した継続的な情報発信
・排水ポンプ車の配備・運用 等

相川水系

岩田川水系

安濃川水系

志登茂川水系

田中川水系

【三重県】
安濃川 河道掘削 河道拡幅

護岸整備

【三重県】
岩田川・三泗川 河道掘削 河道拡幅

堤防整備,護岸整備

【三重県】
志登茂川 河道掘削,護岸整備

堤防整備,橋梁改築

【三重県】
相川・天神川 河道掘削 河道拡幅

堤防整備,護岸整備,
橋梁改築,堰改築

【三重県】
田中川 河道掘削 堤防整備

耐震対策、施設の延命化

【津市】
津市内河川 河道拡幅

【三重県、津市】
安濃川流域 農地等を活用した流出抑制

【東海農政局】
安濃ダム堆砂対策

【津市】
津市内河川 河道掘削

安濃ダム堆砂対策(東海農政局)

田んぼダムの推進(三重県)

農業用ため池洪水調整池転用事業（津市）

【三重県】
安濃ダム事前放流

凡例

流域界

浸水想定区域（想定最大規模）

県管理区間

県管理区間の対策

市町管理区間の対策

【三重県】
千里～白塚地区海岸 堤防整備

【津市】
排水機場の整備

【津市】
排水機場の整備

【津市】
排水機場の整備

【津市】
津市内河川 河道掘削

【津市】
津市内河川 護岸整備

【津市】
津市内河川 河道掘削

【津市】
津市内河川 河道拡幅

【津市】
津市内河川 河道掘削

【津市】
津市内河川 河道拡幅

【三重県】
毛無川 施設の延命化

【三重県】
長谷山川 砂防堰堤の整備
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※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。
各事業者の計画が見直された場合には、反映します。新たな関係者にも広く参加を呼び掛けることから、新たな関係者の計画も反映します。

気候変動を
踏まえた
更なる
対策を推進

津圏域二級水系流域治水プロジェクト【ロードマップ】
～行政・文教施設が集中する県都を守る外水・内水対策が一体となった流域治水の推進～

■ 津圏域における二級水系全体を俯瞰し、県、市、あらゆる関係者が一体となって、以下の手順で「流域治水」を推進する。

【短 期】津圏域内の市街地等での重大災害の発生を未然に防ぐため、中下流部で河道掘削やため池の調整池化等を主に実施。
被害軽減のため、立地適正化計画に基づく防災指針の作成・検討や水害リスク情報の空白域解消等を実施。

【中 期】津圏域内の市街地等での重大災害の発生を未然に防ぐため、河川改修事業と下水道整備事業を主に実施。
被害軽減のため、防災マップの周知や水防災教育、要配慮者施設の避難体制強化等を継続的に実施。

【中長期】津圏域全体の浸水被害を防ぐため、橋梁改築、河道拡幅等を実施し、圏域全体の安全度向上を図る。
被害軽減の取り組みをあらゆる関係者と一体となって継続的に実施。

【事業費】
■河川対策
全体事業費 約188億円
対策内容 河道掘削、河道拡幅、

護岸整備、堤防整備
橋梁改築、耐震対策
堤防整備、堰改築 等

※圏域内で策定済みの河川整備計画の残事業を記載

■下水道対策
全体事業費 約122億円
対策内容 下水道施設の整備

ポンプ場整備 等
※津市雨水管理総合計画事業期間内の残事業費を記載

短期 中期 中長期

洪水氾濫対策
・河道掘削、河道拡幅、堤防整備、護岸整備、

橋梁改築、堰改築、施設の延命化、耐震対策 等
三重県、津市

流水の貯留機能の拡大 ・安濃ダムにおける事前放流、堆砂対策 等 三重県、東海農政局

内水氾濫対策 ・下水道（雨水排水）施設の整備、排水機場の整備 等 津市

・農地等を活用した流出抑制、調整池の整備、ため池の活用 等 三重県、津市

・治山ダムの整備、森林整備 等
三重県、津市、
森林整備センター

・安全なまちづくりに向けた取組を検討 津市

・土砂災害特別警戒区域内での住宅建て替え時の支援 三重県、津市

土地の水災害リスク情報の充実 ・水害リスク情報の空白域の解消
（洪水・高潮・内水ハザードマップなどの策定・周知） 等

避難体制等の強化

・土砂災害警戒区域等の指定・発表
・持続的な水災害教育の実施と伝承（防災教育の支援の実施）
・要配慮者利用施設における避難確保計画の

作成促進と避難の実効性の確保

・防災訓練の実施（図上訓練、避難訓練）
・流域の水災害の早期把握に資する防災情報
の提供 （ＳＮＳを活用した防災情報の継続的な
情報発信、危機管理型水位計・河川監視
カメラの設置、防災気象情報の改善）
・広報誌等を活用した継続的な情報発信 等

工程

氾濫をできるだけ
防ぐ・減らすための

対策

被害対象を減少
させるための対策

被害の軽減、
早期復旧・復興の
ための対策

気象庁、三重県、
津市 他

あらゆる関係者

対策内容

流域の雨水貯留機能の向上

水災害ハザードエリアにおける
土地利用・住まい方の工夫

区分 実施内容 実施主体

ハザードマップの作成・更新

森林整備・保全

新相川橋架替完了

事前放流・堆砂対策

立地適正化計画（見直し）に基づく
防災指針の作成・検討

志登茂川処理区下水道整備完了
雲出川左岸処理区下水道整備完了

農業用ため池調整池化完了
農業用ため池整備完了

全ての二級河川における洪水浸水想定区域図の作成完了

・排水ポンプ車の配備・運用 等
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松阪圏域二級水系流域治水プロジェクト【位置図】
～由緒ある歴史を持つ地域を守る外水・内水対策が一体となった流域治水の推進～

○ 松阪圏域では、昭和34年の伊勢湾台風、平成12年の東海豪雨、平成16年の台風21号等において、外水氾濫および内水氾濫により、大きな被害が発生している。全国的に
激甚な水害が近年頻発している状況や、今後見込まれる気候変動による降雨量の増大等を踏まえ、当圏域において事前防災対策を進める必要がある。

○ 当圏域においては由緒ある名所旧跡が数多く見られ、土地利用としては、中流部から下流部にかけては市街地が広がり、上流部では農地が多く、山地の割合は少ない。
○ 当圏域の地形として、扇状地性低地や三角州性低地といった低地が広く形成されていることから自然排水が困難となる区域が存在し、内水被害が過去に多く発生している。
○ 当圏域における二級水系流域治水プロジェクトでは、河川改修による外水の氾濫対策と下水道整備による内水の氾濫対策が一体となったハード対策を中心に行うとともに、

圏域全体において、ハザードマップの作成や防災訓練による被害軽減対策等を実施することで、浸水被害の低減を図る。

三渡川水系百々川河川改修(三重県)

位置図

愛宕川流域の床上浸水被害対策(松阪市)
：氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

：被害対象を減少させるための対策

：被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

広域的に行う対策

・治山ダムの整備
・森林整備、保全

・立地適正化計画、防災指針の策定
・ 土地利用誘導等
・ 松阪地区浸水対策検討
・土砂災害特別警戒区域外への住宅移転支援

・水害リスク情報の空白域の解消
（洪水・高潮・内水・ため池ハザードマップなどの
策定・周知）

・土砂災害警戒区域等の指定・発表
・持続的な水災害教育の実施と伝承
・要配慮者利用施設における避難確保計画の
作成促進と避難の実効性の確保
・防災訓練の実施（図上訓練、避難訓練）
・流域の水災害の早期把握に資する防災情報
の提供（ＳＮＳを活用した防災情報の継続的な
情報発信、危機管理型水位計・河川監視
カメラの設置、防災気象情報の改善）
・広報誌等を活用した継続的な情報発信
・排水ポンプ車の配備・運用 等

碧川水系

三渡川水系

金剛川水系

中川水系

笹笛川水系

大堀川水系

阪内川水系

【三重県】
金剛川・愛宕川 河道掘削,耐震対策

施設の延命化

【三重県】
笹笛川 河道掘削 耐震対策

施設の延命化

【三重県】
阪内川 河道掘削

【三重県】
中川 護岸整備

【三重県】
大堀川 河道掘削

耐震対策
施設の延命化

【松阪市】
ポンプ場整備

【松阪市】
下水道（雨水排水）施設の整備

【松阪市】
ポンプ場長寿命化

【松阪市】
九手川 護岸整備

【明和町】
排水路改修

【明和町】
ため池整備

【松阪市】
甚太川 護岸整備

【松阪市】
名古須川 護岸整備

【三重県】
三渡川・百々川 河道掘削,河道拡幅

護岸整備,堤防整備
橋梁改築,施設の延命化

【三重県】
勢々川 施設の延命化

平成16年台風21号時浸水状況
（津屋城地内）

凡例

流域界

浸水想定区域（想定最大規模）

県管理区間

県管理区間の対策

市町管理区間の対策

【三重県】
堀坂川 護岸整備

【三重県】
三渡川流域 農地等を活用した流出抑制
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気候変動を
踏まえた
更なる
対策を推進

松阪圏域二級水系流域治水プロジェクト【ロードマップ】
～由緒ある歴史を持つ地域を守る外水・内水対策が一体となった流域治水の推進～

■松阪圏域における二級水系全体を俯瞰し、県、市町、あらゆる関係者が一体となって、以下の手順で「流域治水」を推進する。

【短 期】松阪圏域内の市街地等での重大災害の発生を未然に防ぐため、中下流部で河道掘削や下水道施設整備等を主に実施。
被害軽減のため、立地適正化計画の作成や水害リスク情報の空白域解消等を実施。

【中 期】松阪圏域内の市街地等での重大災害の発生を未然に防ぐため、河川改修事業を主に実施。
被害軽減のため、防災マップの周知や水防災教育、要配慮者施設の避難体制強化等を継続的に実施。

【中長期】松阪圏域全体の浸水被害を防ぐため、橋梁改築、河道拡幅等を実施し、圏域全体の安全度向上を図る。
被害軽減の取り組みをあらゆる関係者と一体となって継続的に実施。

【事業費】
■河川対策
全体事業費 約32億円
対策内容 河道掘削、河道拡幅、

堤防整備、護岸整備、
橋梁改築、耐震対策 等

※圏域内で策定済みの河川整備計画の残事業を記載

■下水道対策
全体事業費 約8億円
対策内容 下水道施設の整備

ポンプ場整備,長寿命化

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。
各事業者の計画が見直された場合には、反映します。新たな関係者にも広く参加を呼び掛けることから、新たな関係者の計画も反映します。

短期 中期 中長期

洪水氾濫対策
・河道掘削、河道拡幅、堤防整備、護岸整備、橋梁改築、

施設の延命化、耐震対策 等
三重県、松阪市

内水氾濫対策
・下水道（雨水排水）施設の整備、排水路改修
ポンプ場の整備・長寿命化 等

松阪市、明和町

・農地等を活用した流出抑制、ため池整備 等 三重県、明和町

・治山ダムの整備、森林整備 等 三重県

・安全なまちづくりに向けた取組を検討 松阪市。明和町

・土砂災害特別警戒区域内での住宅建て替え時の支援 三重県、松阪市

土地の水災害リスク情報の充実
・水害リスク情報の空白域の解消

（洪水・高潮・内水・ため池ハザードマップなどの策定・周知） 等

避難体制等の強化

・土砂災害警戒区域等の指定・発表

・持続的な水災害教育の実施と伝承

・要配慮者利用施設における避難確保計画の

作成促進と避難の実効性の確保
・防災訓練の実施（図上訓練、避難訓練）

・流域の水災害の早期把握に資する防災情報の提供 （ＳＮＳを活用

した防災情報の継続的な情報発信、危機管理型水位計・河川監視
カメラの設置、防災気象情報の改善）
・広報誌等を活用した継続的な情報発信

工程

氾濫をできるだけ
防ぐ・減らすための

対策

被害対象を減少

させるための対策

被害の軽減、

早期復旧・復興の

ための対策

気象庁、三重県、
松阪市、明和町 他
あらゆる関係者

○水災害ハザードエリアにおける

土地利用・住まい方の工夫

流域の雨水貯留機能の向上

区分 対策内容 実施主体

ハザードマップの作成・更新

愛宕川排水区雨水管渠工事完了

沖ス雨水ポンプ場増設事業完了
明和地区排水路改修完了

九手川改修事業完了

立地適正化計画・防災指針の作成
土地利用誘導・規制の検討

森林整備・保全

全ての二級河川における洪水浸水想定区域図の作成

・排水ポンプ車の配備・運用 等 35



伊勢北部圏域二級水系流域治水プロジェクト【位置図】
～歴史ある宿場町に暮らす人々の安全・安心を守る流域治水の推進～

○ 伊勢北部圏域では、昭和34年の伊勢湾台風、昭和49年の集中豪雨、平成29年の台風第21号等において、外水氾濫および内水氾濫により、大きな被害が発生している。全
国的に激甚な水害が近年頻発している状況や、今後見込まれる気候変動による降雨量の増大等を踏まえ、当圏域において事前防災対策を進める必要がある。

○ 当圏域においては伊勢神宮の宿場町として栄えた歴史ある街並みが随所に見られ、土地利用としては、中下流部の沿川に住宅地が広がり、中上流部では豊かな田園が広
がっている。近年は市街地の割合が増加している傾向にある。

○ 当該圏域の地形としては、沿川は谷底平野・氾濫平野が広がり、その周囲を段丘が囲んでおり、出水時には平野部を中心に洪水が拡散しやすい地形となっており、近年で
は平成29年の台風21号により、玉城町市街地を中心に床上浸水、床下浸水の被害が多く発生した。

○ 当圏域における二級水系流域治水プロジェクトでは、ネック点となっている橋梁の架替や引堤、河道掘削による氾濫対策を行うとともに、災害時に円滑な避難が行えるよ
う、水防情報の提供、ハザードマップ作成への支援など防災意識を高めるソフト対策などの被害軽減対策を実施することで、浸水被害の低減を図る。

【三重県】
外城田川 河道掘削,河道拡幅

護岸整備,堤防整備
橋梁改築

【三重県】
江川 河道掘削

施設の延命化

外城田川河道掘削(玉城町)

位置図

【多気町】
外城田川 河道掘削

江川排水機場施設の延命化(三重県)
：氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

：被害対象を減少させるための対策

：被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

広域的に行う対策

・治山ダムの整備
・森林整備、保全

・立地適正化計画の策定

・水害リスク情報の空白域の解消
（洪水ハザードマップなどの策定・周知）
・土砂災害警戒区域等の指定・発表
・持続的な水災害教育の実施と伝承
（防災講話、防災教育の支援の実施）
・要配慮者利用施設における避難確保計画の
作成促進と避難の実効性の確保
・防災訓練の実施（図上訓練、避難訓練）
・流域の水災害の早期把握に資する防災情報
の提供（ＳＮＳを活用した防災情報の継続的な
情報発信、危機管理型水位計・河川監視
カメラの設置、防災気象情報の改善）
・企業等と連携した避難体制等の確保
・広報誌等を活用した継続的な情報発信
・排水ポンプ車の配備・運用 等

外城田川水系

江川水系

平成29年台風21号時被災状況
(増水で落橋した無名橋(大野橋上流))

外城田川河道掘削 (三重県)

【玉城町】
外城田川 河道掘削、堤防整備

樋門整備

凡例

流域界

浸水想定区域（想定最大規模）

県管理区間

県管理区間の対策

市町管理区間の対策
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※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。
各事業者の計画が見直された場合には、反映します。
新たな関係者にも広く参加を呼び掛けることから、新たな関係者の計画も反映します。

気候変動を
踏まえた
更なる
対策を推進

伊勢北部圏域二級水系流域治水プロジェクト【ロードマップ】
～歴史ある宿場町に暮らす人々の安全・安心を守る流域治水の推進～

■ 伊勢北部圏域における二級水系全体を俯瞰し、県、市町、あらゆる関係者が一体となって、以下の手順で「流域治水」を推進する。

【短 期】伊勢北部圏域内の市街地等での重大災害の発生を未然に防ぐため、中下流部で河道掘削等を主に実施。
被害軽減のため、水害リスク情報の空白域解消等を実施。

【中 期】伊勢北部圏域内の市街地等での重大災害の発生を未然に防ぐため、河川改修事業を主に実施。
被害軽減のため、防災マップの周知や水防災教育、要配慮者施設の避難体制強化等を継続的に実施。

【中長期】伊勢北部圏域全体の浸水被害を防ぐため、橋梁改築、河道拡幅等を実施し、圏域全体の安全度向上を図る。
被害軽減の取り組みをあらゆる関係者と一体となって継続的に実施。

【事業費】
■河川対策
全体事業費 約92億円
対策内容 河道掘削、河道拡幅、

堤防整備、護岸整備、
橋梁改築 等

※圏域内で策定済みの河川整備計画の残事業を記載

短期 中期 中長期

洪水氾濫対策
・河道掘削、河道拡幅、堤防整備、護岸整備、橋梁改築
樋門整備、施設の延命化 等

三重県、玉城町、多気町

流域の雨水貯留機能の向上 ・治山ダムの整備、森林整備 等 三重県

被害対象を減少
させるための対策

水災害ハザードエリアにおける
土地利用・住まい方の工夫

・安全なまちづくりに向けた取組を検討 伊勢市

土地の水災害リスク情報の充実
・水害リスク情報の空白域の解消
（洪水ハザードマップなどの策定・周知） 等

避難体制等の強化

・水害リスク情報の空白域の解消
（洪水ハザードマップなどの策定・周知）
・土砂災害警戒区域等の指定・発表
・持続的な水災害教育の実施と伝承
（防災講話、防災教育の支援の実施）
・要配慮者利用施設における避難確保計画の
作成促進と避難の実効性の確保

・防災訓練の実施（図上訓練、避難訓練）の提供

・流域の水災害の早期把握に資する防災情報 （ＳＮＳを
活用した防災情報の継続的な情報発信、 危機管理型

水位計・河川監視カメラの設置、防災気象情報の改善）
・企業等と連携した避難体制等の確保
・広報誌等を活用した継続的な情報発信

工程

氾濫をできるだけ
防ぐ・減らすため

の対策

被害の軽減、
早期復旧・復興の
ための対策

気象庁、三重県、
伊勢市、玉城町、多気町 他

あらゆる関係者

対策内容区分 実施内容 実施主体

ハザードマップの作成・更新

森林整備・保全

立地適正化計画の策定

全ての二級河川における洪水浸水想定区域図の作成

・排水ポンプ車の配備・運用 等
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伊勢南部圏域二級水系流域治水プロジェクト【位置図】
～豊かな自然を有する熊野灘沿岸地域における流域治水の推進～

○ 伊勢南部圏域では、昭和49年の台風第8号、昭和50年の集中豪雨において、破堤を伴う大規模な外水氾濫により、浸水被害が発生している。全国的に激甚な水害が近年頻
発している状況や、今後見込まれる気候変動による降雨量の増大等を踏まえ、当圏域において事前防災対策を進める必要がある。

○ 伊勢南部圏域は、大部分が山林、急峻な地形となっており、出水時に洪水が広く拡散し、浸水が継続するような平坦地が少ないことから、洪水被害の発生頻度は少ない地
域である一方、熊野灘沿岸地域は、大規模地震発生時には津波による被害が甚大となる想定がされていることから、防災・減災に対して関心が高い地域性を有している。

○ 当圏域における二級水系流域治水プロジェクトでは、出水時の氾濫被害を軽減し、河川管理施設の必要な機能が発揮できるよう、河道掘削等の維持・修繕を行うとともに、
水防情報の提供や水災害教育など防災意識をさらに高めるソフト対策を実施することで、円滑な浸水被害の低減を図る。

【三重県】
中河内川 護岸整備

【三重県】
泉川 護岸整備

【三重県】
五ヵ所川 護岸整備

【三重県】
中の谷川 河道掘削

【三重県】
伊勢路川 河道掘削

【三重県】
大江川 河道掘削

【三重県】
村山川 河道掘削

【三重県】
奥川 河道掘削、水門整備

危機管理型水位計の設置(三重県)

介護施設の避難訓練(南伊勢町)

南伊勢高校南勢校舎防災特別授業

(南伊勢町)

位置図

【三重県】
小方川 河道掘削

【三重県】
奥出の谷 砂防堰堤の整備

奥川水系

古和川水系

小方川水系

村山川水系

河内川水系

大江川水系

伊勢路川水系

中の谷川水系

五ヵ所川水系 泉川水系

神津佐川水系

：氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

：被害対象を減少させるための対策

：被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

広域的に行う対策

・砂防堰堤、治山ダムの整備
・森林整備、保全

・水害リスク情報の空白域の解消
（洪水ハザードマップなどの作成）
・土砂災害警戒区域等の指定・発表
・持続的な水災害教育の実施と伝承
（防災教育の支援）
・要配慮者利用施設における避難確保計画の
作成促進と避難の実効性の確保
・防災訓練の実施（図上訓練、避難訓練）
・流域の水災害の早期把握に資する防災情報
の提供（ＳＮＳを活用した防災情報の継続的な
情報発信、危機管理型水位計・河川監視
カメラの設置、防災気象情報の改善）
・広報誌等を活用した継続的な情報発信

・排水ポンプ車の配備・運用 等

・立地適正化計画策定の促進

村山川河道掘削(三重県)

凡例

流域界

浸水想定区域（想定最大規模）

県管理区間

県管理区間の対策

市町管理区間の対策

【三重県】
押淵川 護岸整備

【三重県】
世古地 砂防堰堤の整備

【三重県】
奥ノ垣外 砂防堰堤の整備
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気候変動を
踏まえた
更なる
対策を推進

伊勢南部圏域二級水系流域治水プロジェクト【ロードマップ】
～豊かな自然を有する熊野灘沿岸地域における流域治水の推進～

■ 伊勢南部圏域における二級水系全体を俯瞰し、県、町、あらゆる関係者が一体となって、以下の手順で「流域治水」を推進する。

【短 期】伊勢南部圏域内の河川の必要な機能が発揮できるよう、中下流部で河道掘削等を主に実施。
被害軽減のため、水害リスク情報の空白域解消等を実施。

【中 期】被害軽減のため、防災マップの周知や水防災教育、要配慮者施設の避難体制強化等を継続的に実施。

【中長期】伊勢南部圏域全体の浸水被害を防ぐため、河道掘削等を実施し、圏域全体の安全度向上を図る。
被害軽減の取り組みをあらゆる関係者と一体となって継続的に実施。

【事業費】
■河川対策
全体事業費 約45億円
対策内容 河道掘削、

水門整備 等
※圏域内で策定済みの河川整備計画の残事業を記載

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。
各事業者の計画が見直された場合には、反映します。
新たな関係者にも広く参加を呼び掛けることから、新たな関係者の計画も反映します。

短期 中期 中長期

洪水氾濫対策 ・河道掘削、護岸整備、水門整備 等 三重県

土砂災害対策 ・砂防堰堤の整備 等 三重県

流域の雨水貯留機能の向上 ・治山ダムの整備、森林整備 等 三重県、森林整備センター

被害対象を減少
させるための対策

水災害ハザードエリアにおける
土地利用・住まい方の工夫

・安全なまちづくりに向けた取組を検討 三重県

土地の水災害リスク情報の充実
・水害リスク情報の空白域の解消

（洪水ハザードマップなどの作成） 等

避難体制等の強化

・土砂災害警戒区域等の指定・発表
・持続的な水災害教育の実施と伝承（防災教育の支援）

・要配慮者施設における避難確保計画の作成

促進と避難の実効性の確保

・防災訓練の実施（図上訓練、避難訓練）

・流域の水災害の早期把握に資する防災情報
の提供（ＳＮＳを活用した防災情報の継続的な
情報発信、危機管理型水位計・河川監視
カメラの設置、防災気象情報の改善）
・広報誌等を活用した継続的な情報発信

工程

氾濫をできるだけ

防ぐ・減らす
ための対策

被害の軽減、

早期復旧・復興の
ための対策

気象庁、三重県、

南伊勢町、大紀町 他
あらゆる関係者

区分 対策内容 実施内容 実施主体

全ての二級河川における洪水浸水想定区域図の作成完了

ハザードマップの作成・更新

森林整備・保全

森林整備・保全

立地適正化計画作成検討の支援

奥出の谷砂防事業完了

・排水ポンプ車の配備・運用 等
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R６年度 第１回流域治水協議会 合同協議会

流域治水プロジェクトの取組について

令和５年度の各機関の取組

40



令和５年度の各機関の取組 目次 ①氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
取組項目 ②被害対象を減少させるための対策

③被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

機 関 名 概 要
取組
項目

ページ

鈴鹿市 下水道整備、SNS・広報誌等を活用した継続的な情報発信（広報誌） ①、③ 42

亀山市
都市下水路整備事業、河川維持修繕事業、SNS・広報誌等を活用した継続的な情報発信、立地適正化計画(見直し)
に基づく防災指針の作成検討

①、②、
③

43,44

川越町 持続的な水災害教育の実施と伝承（防災訓練の実施）、水害リスク情報の空白域の解消（ハザードマップの配布） ③ 45

朝日町 雨水幹線整備事業、持続的な水災害教育の実施と伝承 （防災教育の支援） ①、③ 46

菰野町 河道掘削 ① 47

津市 浸水センサの設置、内水浸水想定区域図の作成・公表 ③ 48

松阪市
河川整備、護岸整備、排水ポンプ場の整備（ストックマネジメント事業）、水害リスク空白域の解消（ハザードマップの
作成）、田んぼダムの活動に対する啓発

①、③ 49～51

多気町
町管理河川の土砂浚渫、流域内伐採木のﾊﾞｲｵﾏｽ発電への利活用、持続的な水災害教育の実施と伝承
（防災教育の支援）、SNS・広報誌を活用した継続的な情報配信（広報誌）

①、③ 52、53

伊勢市 河道掘削、防災マップの更新 ①、③ 54

明和町 田んぼダムの検討、立地適正化計画の策定、雨水災害危機管理予測のAi化
①、②、
③

55

玉城町
ため池耐震性・耐震化対策整備、高齢者の避難体制等の確保：防災講話、自助・共助・公助による避難行動：避難
所運営マニュアル作成

①、③ 56

大台町 防災・行政情報配信システム整備事業、災害からライフラインを守る事前伐採事業 ②、③ 57

度会町 支障木伐採・浚渫・護岸整備、流倒木撤去、情報配信ツールの整備 ①、③ 58

南伊勢町 持続的な水災害教育の実施と伝承(防災教育の支援）、 ②、③ 59

三重県 農業基盤整備課 田んぼダムの普及・啓発 ① 60

三重県 治山林道課 森林整備、治山ダムの整備 ① 61

三重県 港湾・海岸課 高潮浸水想定区域の指定 ③ 62

四日市建設事務所 堆積土砂撤去、簡易型河川監視カメラの設置と情報提供 ①、③ 63

鈴鹿建設事務所 河川改修事業、通常砂防事業 ① 64

津建設事務所 河道掘削、築堤、橋梁改築 ① 65

松阪建設事務所 土砂災害対策施設の整備、堆積土砂撤去、土砂災害対策施設の整備、河川改修 ① 66～68

伊勢建設事務所 堤防整備、河道拡幅、護岸整備、堤防整備 ① 69、70

津地方気象台 防災気象情報の改善、持続的な水災害教育の実施と伝承（防災教育の支援） ③ 71

蓮ダム 法面補修、堆積土砂撤去、流木撤去、洪水調節、警報局の増設 ①、② 72～75

東海農政局 堆砂対策 ① 76

三重森林管理署 森林整備・保全 ① 77

三重県 河川課 流域水害対策協議会を開催、流域水害対策計画の策定推進、危機管理型水位計・簡易型河川監視カメラの拡充 ①、② 78、79

三重河川国道事務所
河道掘削、持続的な水災害教育の実施と伝承
（防災教育の支援）、排水機場のポンプ増強

①、③ 80 41



【鈴鹿市】金沢川水系流域治水プロジェクト R5取組資料

施工前

施工後

施工中

【金沢排水区：下水道整備】

・河川整備計画目標流量を安全に流下させるために、護岸整備を行
い水位低下を図る。

・R5年度には、約157mの護岸工事を実施し、R7年度までにおいて
約432ｍの護岸工事を実施予定。

広報誌等に、風水害時における迅速な避難に向けた情報収集手段及び
事前の準備、とるべき行動などを掲載。

広報すずか令和５年６月５日号

【SNS・広報誌等を活用した継続的な情報発信（広報誌）】
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【亀山市】鈴鹿川水系流域治水プロジェクト R5取組資料

【内水氾濫を防ぐための対策】

都市下水路整備事業
近年多発するゲリラ豪雨や台風等による浸水被害の軽減を

図るため、底張りコンクリートを施工し、水路の流下能力向上
を図った。

都市下水路維持管理事業
堆積土砂や雑草により排水路機能が低下するため、排水

路の清掃や除草作業を実施、適切な維持管理に努めた。

排水路清掃（施工前） 排水路清掃（施工後）

市街地における内水氾濫を防止するため、準用河川竜川にお
いて除草、浚渫などの河川清掃を実施。
また、3箇所ある水位警報機の点検を毎年実施。

■施工前 ■施工後

河川維持修繕事業

■施工前 ■施工後
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【亀山市】鈴鹿川水系流域治水プロジェクト R5取組資料

【立地適正化計画(見直し)に基づく防災指針の
作成検討】

・近年の自然災害の頻発・激甚化を踏まえ、災害リスクを踏まえた防災
まちづくりを進めることが重要である。

【令和5年度 取組内容】

亀山市立地適正化計画の見直しに伴う「防災指針」の作成
に必要となる防災リスク等の基礎調査を行った。

具体的には、災害ハザード情報等の収集・整理及び地区ご
との災害リスク分析結果を踏まえ、防災上の課題整理、取組
方針案の作成を行った。

【SNS・広報誌等を活用
した継続的な情報発信】

・地元広報誌（広報かめやま）での継続的な情報発信

・亀山市公式facebookでの継続的な情報発信
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【水害リスク情報の空白域の解消（ハザード
マップの配布） 】

令和４年度末に更新したハザードマップを令和５
年度に町内全戸へ配布。令和６年度については、
ハザードマップを活用した防災講習会などを実施
する予定。

高潮ハザードマップ

【川越町】鈴鹿川圏域二級水系流域治水プロジェクト R5取組資料

【持続的な水災害教育の実施と伝承（防災
訓練の実施） 】
町内の小学生とその保護者を対象に、自助・共助
の必要性を理解してもらうとともに、避難所の自
主運営の円滑化など目的として、体験型の防災
訓練を実施。

対策メニュー 【主体】 短期 中・長期

■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
　・下水道整備（下水道（雨水）施設整備事業） 【町】

　・排水ポンプ場の整備（川越排水機場ストックマネジメント事業） 【町】

■被害対象を減少させるための対策

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
　・持続的な水災害教育の実施と伝承（防災訓練・教育・講習会） 【町】

　・水害リスク情報の空白域の解消（ハザードマップの作成・配布） 【町】

　・SNS・広報誌等を活用した継続的な情報発信（広報誌） 【町】

　・要配慮者施設における避難訓練の実施（避難確保計画作成・訓練実施促進） 【町】

※短期目標は5年程度、中・長期目標は10～20年程度を想定

防災ガイドブック
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【朝日町】鈴鹿川圏域二級水系流域治水プロジェクト R5取組資料

対策メニュー 【主体】 短期 中・長期

■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
・朝明川：堤防整備・河道掘削・護岸整備 【県】

■被害対象を減少させるための対策
・立地適正化計画(見直し）に基づく防災指針の検討 【町】 計画策定済み

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
・水害リスク空白域の解消（高潮ハザードマップの作成） 【町】 作成済み

・持続的な水災害教育の実施と伝承（防災訓練・講演会・出前講座の実施） 【町】 実施中

・実効性のある要配慮者利用施設における避難訓練の実施（避難確保計画作成・訓練実施促進） 【町】 実施中

・企業等と連携した避難体制等の確保（災害協定による一時避難所の確保） 【町】

・避難行動要支援者の避難行動への理解促進（個別避難計画作成） 【町】 実施中

・SNS・広報誌等を活用した継続的な情報発信（防災アプリ等を使った避難情報の配信） 【町】 実施中

・朝日小学校（4年生）において防災講話、防災倉庫見学を実施
テーマ：朝日町の災害リスクについて、災害への備え
・町の自主団体である日赤朝日町地域奉仕団に出前講座を実施
テーマ：避難について

【小学校への講話の様子】

被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

【持続的な水災害教育の実施と伝承 （防災教育の支援） 】

【日赤地域奉仕団への講座の様子】

【小向雨水幹線整備事業】

・朝日町公共下水道事業計画目標流量を安全に流下させるために、水路整備を行
い水位低下を図る。
・Ｒ５年度には、水路整備工事の影響により国道1号への交通が遮断される工場に
対して、約１４０ｍの仮設道路を設置し、Ｒ１５年度までにおいて約７９５ｍの水路拡
幅工事を実施予定。

氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

令和６年度 下水道事業
交付申請 図面（雨水）

三重県朝日町
令和６年４月

①

②

凡　　　例

令和 4 年度以前 整備 済み

令 和 5 度 整 備 済 み

令 和 6 年 度 整 備

令 和 7 年 度 整 備 予 定

令 和 8 年 度 整 備 予 定

令和 9 年度以降 整備 予定

処 理 区 域 界

認 可 区 域

市 街 化 区 域

都 市 計 画 区 域

工事内容対照表

番号 要素番号 工　事　名 実施内容 整備面積 事業費

① A07-001 国道1号切廻し道路設置工事（STEP4-1） 道路改良工事　L=328m C=159.04

② A07-001 小向雨水幹線築造工事（第9-2工区）
開削
プレキャスト□4200×1800、L=63.05m

A=0.23ha C=287.26

（単位：百万円） 

国道1号線からの出入口 ㈱プロテリアルファインテックへの出入口

【仮設道路整備後】

【企業等と連携した避難体制等の確保】
・災害が発生した場合の住民等の安全確保のため、日本トランスシティ株式会社が
所有する「三重朝日物流センター事務所棟」を避難施設として利用することができる
「災害時における施設利用に関する支援協定」を締結。

【締結式の様子】 【避難施設「事務所棟」】
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【菰野町】四日市圏域二級水系流域治水プロジェクト R5取組資料

【三滝川支川鳥井戸川：河道掘削】

施工後

施工前

・河川水を安全に流下させ、周辺集約の安全を確保するために、
河道掘削を行い水位低下を図る。

対策メニュー 【主体】 短期 中・長期

■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
　・焼合川支川21号河川：河道掘削 【町】

　・海蔵川支川48号：河道掘削 【町】

　・三滝川支川鳥井戸川：河道掘削 【町】

■被害対象を減少させるための対策

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
　・水害リスク情報の空白域の解消（ハザードマップの作成・配布） 【町】

　・要配慮者施設における避難訓練の実施（避難確保計画） 【町】

　・流域の水災害の早期把握に資する防災情報の提供(カメラ） 【町】

※短期目標は5年程度、中・長期目標は10～20年程度を想定

三滝川

鳥井戸川

新名神高速道路

県道
577号

県道
626号

河道掘削実施箇所
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【津市】雲出川水系流域治水プロジェクト R5取組資料

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

対策メニュー 【主体】 短期 中・長期

■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
　・雲出川：堤防整備・河道掘削・遊水地整備・無堤部対策 【国】

　・波瀬川：河道掘削 【国】

　・浚渫(普通河川緊急浚渫推進事業・準用河川緊急浚渫推進事業) 【市】

　・排水ポンプ場の整備（一志地域公共下水道事業全体計画（雨水）策定） 【市】

　・調整池整備（一志地域公共下水道事業全体計画（雨水）策定） 【市】

　・下水道整備（一志地域公共下水道事業全体計画（雨水）策定） 【市】

　・森林整備 【市】

　・ため池等の活用 【市】

■被害対象を減少させるための対策
　・立地適正化計画（見直し）に基づく防災指針の作成 【市】

　・土地利用規制の検討 【市】

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
　・水害リスク空白域の解消（ハザードマップの作成） 【市】

　・持続的な水災害教育の実施と伝承(防災教育の支援）　 【市】

　・実効性のある要配慮者施設における避難訓練の実施（避難確保計画の作成促進） 【市】

　・流域の水災害の早期把握に資する情報提供（水位計・監視カメラの設置） 【市】

　・SNS・広報誌等を活用した継続的な情報発信（広報誌） 【市】

【浸水センサの設置】

・令和５年度より、ワンコイン浸水センサ実証実験に参加し、令和
５年８月３０日に雲出川中流部に１５個の浸水センサを設置しまし
た。

・実証実験として、２か所に自動販売機搭載型浸水センサを設置
しました。

・ZTV㈱からの提案により、穴倉川等２か所へ水位センサ、冠水セ
ンサを設置しました。

【内水浸水想定区域図の作成・公表】

津市雨水管理総合計画の重点対策地区のうち、下記区域につい
て、内水浸水想定区域図（雨水出水浸水想定区域図）を作成・公
表（令和６年３月３１日）
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【松阪市】三重４川圏域二級水系流域治水プロジェクト R5取組資料

【九手川：河川整備】 【甚太川：護岸整備】

施工後

施工前

・現河川への早期接続及び河川整備計画目標流量を安全に流下さ
せるために、護岸整備を行う。

・R5年度には、約10mの函渠工事を実施し、R6年度までにおいて約
24ｍの函渠・護岸工事を実施予定。

施工中

・大雨時の浸水被害を解消すべく護岸改修を行い、河川の流下能力を
向上し、流域の治水安全度向上を図る。

対策メニュー 【松阪市】 短期 中・長期

■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
・甚太川：護岸整備等 【市】

・名古須川：護岸整備等 【市】

・九手川：河川整備 【市】

・雨水流出抑制技術指針の策定 【市】

・愛宕川排水区：雨水管渠整備 【市】

・沖ス雨水ポンプ場増設事業 【市】

・宮町雨水ポンプ場ストックマネジメント事業 【市】

施工前

甚
太
川

現九手川

施工中
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【松阪市】雲出川水系流域治水プロジェクト R5取組資料

【排水ポンプ場の整備（中川東部排水機場
ストックマネジメント事業）】

【水害リスク空白域の解消（ハザードマップ
の作成）】

・令和５年度においては、公共下水道全体計画区域内シミュ
レーションによる内水浸水想定区域図を作成しました。

内水浸水想定（案）
(想定浸水深）

・令和５年度においては、中川東部排水機場にてストックマ
ネジメント事業における機械・電器設備の点検や、小規模修
繕を実施。

【排水ポンプ場の整備（中川西部排水機場
ストックマネジメント事業）】

・令和５年度においては、中川西部排水機場にてストックマ
ネジメント事業における機械・電器設備の点検や、小規模修
繕を実施。

ポンプ場設備点検状況

ポンプ場設備点検状況

内水浸水想定（案）
（浸水想定時間）

対策メニュー 【主体】 短期 中・長期

■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
　・雲出川：堤防整備・河道掘削・無堤嵩上げ・水門改築 【国】

　・中村川：堤防整備・河道掘削・横断工作物改築 【国】

　・排水ポンプ場の整備（嬉野東部排水機場ストックマネジメント事業） 【市】

　・排水ポンプ場の整備（嬉野東部排水機場耐水化事業） 【市】

　・排水ポンプ場の整備（嬉野西部排水機場ストックマネジメント事業） 【市】

　・排水ポンプ場の整備（嬉野西部排水機場耐水化事業） 【市】

■被害対象を減少させるための対策
　・立地適正化計画の策定 【市】

　・土地利用規制の検討 【市】

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
　・水害リスク空白域の解消（ハザードマップの作成） 【市】

　・実効性のある要配慮者施設における避難訓練の実施（避難確保計画の策定促進） 【市】

　・高齢者の避難行動への理解促進(防災教育の支援・啓発冊子への防災情報の掲載）　 【市】

　・企業等と連携した避難体制等の確保（事業継続力強化計画の支援） 【市】

　・SNS・広報誌等を活用した継続的な情報発信（広報誌・啓発冊子） 【市】

　・その他（下水道BCP） 【市】

50


鈴_四日市



				対策メニュー タイサク		【主体】 シュタイ				短期 タンキ		中・長期 チュウ チョウキ



				■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 ハンラン フセ ヘ タイサク

				　・鈴鹿川：堤防整備・河道掘削・堤防強化 スズカ ガワ テイボウ セイビ テイボウ キョウカ		【国】 クニ

				　・鈴鹿川派川：堤防整備・河道掘削 スズカ ガワ ハセン		【国】 クニ

				　・内部川：堤防整備・河道掘削・頭首工改築 ウツベ ガワ トウシュコウ カイチク		【国】 クニ

				　・足見川：河道掘削・河道拡幅・護岸整備・堰改築・橋梁改築 アシ ミ ガワ セキ カイチク チク		【県】 ケン

				　・河原田谷川：河道掘削 カワラダ タニガワ ガワ カドウ クッサク		【市】 シ

				　・ため池耐震化対策整備（団体営ため池整備事業） イケ タイシン カ タイサク セイビ ダンタイ エイ イケ セイビ ジギョウ		【市】 シ

				　・下水道施設の耐水化（四日市市下水道整備事業） ゲスイドウ シセツ タイスイ カ ヨッカイチシ ゲスイドウ セイビ ジギョウ		【市】 シ



				■被害対象を減少させるための対策 ヒガイ タイショウ ゲンショウ タイサク

				　・立地適正化計画(見直し）に基づく防災指針の検討 リッチ テキセイ カ ケイカク ミナオ モト ボウサイ シシン ケントウ		【市】 シ



				■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策 ヒガイ ケイゲン ソウキ フッキュウ フッコウ タイサク

				　・持続的な水災害教育の実施と伝承（防災訓練・講習会・出前講座・教育の実施） クンレン コウシュウカイ キョウイク ジッシ

				　・SNS・広報誌等を活用した継続的な情報発信（広報誌・ハザードマップ配布） コウホウシ トウ カツヨウ ケイゾク テキ ジョウホウ ハッシン コウホウシ ハイフ		【市】 シ

				　・要配慮者施設における避難訓練の実施（避難確保計画作成・訓練実施の促進） ソクシン

				　・流域の水災害の早期把握に資する防災情報の提供(水位計） スイイケイ		【市】 シ				実施中 ジッシチュウ

										※短期目標は5年程度、中・長期目標は10～20年程度を想定 タンキ モクヒョウ ネン テイド チュウ チョウキ モクヒョウ ネン テイド ソウテイ





&10【機密性２】 
作成日_作成担当課_用途_保存期間




鈴_鈴鹿



				対策メニュー タイサク		【主体】 シュタイ				短期 タンキ		中・長期 チュウ チョウキ



				■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 ハンラン フセ ヘ タイサク

				　・鈴鹿川：堤防整備・河道掘削・頭首工改築 スズカ ガワ トウシュコウ カイチク		【国】 クニ

				　・安楽川：堤防整備 アンラク カワ テイボウ セイビ		【国】 クニ

				　・芥川：河道掘削・河道拡幅・護岸整備・橋梁改築 アクタガワ カドウ クッサク カドウ カクフク ゴガン セイビ キョウリョウ カイチク		【県】 ケン

				　・北長太川：河道拡幅 カドウカクフク		【市】 シ

				　・下水道整備(下水道(雨水)施設整備事業） ゲスイドウ セイビ ゲスイドウ アマミズ シセツ セイビ ジギョウ		【市】 シ



				■被害対象を減少させるための対策 ヒガイ タイショウ ゲンショウ タイサク

				　・立地適正化計画(見直し）に基づく防災指針の検討 リッチ テキセイ カ ケイカク ミナオ モト ボウサイ シシン ケントウ		【市】 シ



				■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策 ヒガイ ケイゲン ソウキ フッキュウ フッコウ タイサク

				　・水害リスク空白域の解消（ハザードマップの作成） スイガイ クウハク イキ カイショウ サクセイ		【市】 シ

				　・持続的な水災害教育の実施と伝承（地域住民へ防災啓発）		【市】 シ

				　・実効性のある要配慮者施設における避難訓練の実施		【市】 シ

				　・高齢者の避難行動への理解促進（地域住民へ防災啓発） チイキ		【市】 シ

				　・企業と連携した避難体制の確保 キギョウ レンケイ ヒナンタイセイ カクホ		【市】 シ

				　・SNS・広報誌等を活用した継続的な情報発信（広報誌） コウホウシ トウ カツヨウ ケイゾク テキ ジョウホウ ハッシン コウホウシ		【市】 シ

										※短期目標は5年程度、中・長期目標は10～20年程度を想定 タンキ モクヒョウ ネン テイド チュウ チョウキ モクヒョウ ネン テイド ソウテイ





&10【機密性２】 
作成日_作成担当課_用途_保存期間




鈴_亀山



				対策メニュー タイサク		【主体】 シュタイ				短期 タンキ		中・長期 チュウ チョウキ



				■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 ハンラン フセ ヘ タイサク

				　・鈴鹿川：堤防整備・河道掘削・頭首工改築 スズカ ガワ テイボウ セイビ トウシュコウ カイチク		【国】 クニ

				　・椋川：河道掘削・河道拡幅・護岸整備・橋梁改築 ムクガワ スズカワ カドウ カクフク ゴガン セイビ キョウリョウ カイチク		【県】 ケン

				　・浸水対策計画策定（防災・安全社会資本整備交付金）		【市】 シ





				■被害対象を減少させるための対策 ヒガイ タイショウ ゲンショウ タイサク

				　・立地適正化計画(見直し）に基づく防災指針の検討 リッチ テキセイ カ ケイカク ミナオ モト ボウサイ シシン ケントウ		【市】 シ



				■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策 ヒガイ ケイゲン ソウキ フッキュウ フッコウ タイサク

				　・水害リスク空白域の解消（ハザードマップの作成） スイガイ クウハク イキ カイショウ サクセイ		【市】 シ

				　・持続的な水災害教育の実施と伝承(防災教育の支援）　 ボウサイ キョウイク シエン		【市】 シ

				　・実効性のある要配慮者施設における避難訓練の実施（避難計画の策定）		【市】 シ

				　・流域の水災害の早期把握に資する情報提供（防災アプリ等） ボウサイ トウ		【市】 シ

				　・企業と連携した避難体制の確保 キギョウ レンケイ ヒナンタイセイ カクホ		【市】 シ

				　・SNS・広報誌等を活用した継続的な情報発信（広報誌） コウホウシ トウ カツヨウ ケイゾク テキ ジョウホウ ハッシン コウホウシ		【市】 シ

										※短期目標は5年程度、中・長期目標は10～20年程度を想定 タンキ モクヒョウ ネン テイド チュウ チョウキ モクヒョウ ネン テイド ソウテイ





&10【機密性２】 
作成日_作成担当課_用途_保存期間




雲_津



				対策メニュー タイサク		【主体】 シュタイ				短期 タンキ		中・長期 チュウ チョウキ



				■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 ハンラン フセ ヘ タイサク

				　・雲出川：堤防整備・河道掘削・遊水地整備・無堤部対策 クモズガワ スズカワ テイボウ セイビ ユウスイチ セイビ ム テイ ブ タイサク		【国】 クニ

				　・波瀬川：河道掘削 ハゼ ガワ スズカワ		【国】 クニ

				　・浚渫(普通河川緊急浚渫推進事業・準用河川緊急浚渫推進事業)		【市】 シ

				　・排水ポンプ場の整備（一志地域公共下水道事業全体計画（雨水）策定）		【市】 シ

				　・調整池整備（一志地域公共下水道事業全体計画（雨水）策定）		【市】 シ

				　・下水道整備（一志地域公共下水道事業全体計画（雨水）策定）		【市】 シ

				　・森林整備 シンリン セイビ		【市】 シ

				　・ため池等の活用 イケ トウ カツヨウ		【市】 シ



				■被害対象を減少させるための対策 ヒガイ タイショウ ゲンショウ タイサク

				　・立地適正化計画（見直し）に基づく防災指針の作成 リッチ テキセイカ ケイカク ミナオ モト ボウサイ シシン サクセイ		【市】 シ												（持経谷川・川井谷川・オリ谷川・こも坂川・宇谷川・耕作川・カンノン谷川・谷山川・巣子谷川）

				　・土地利用規制の検討 トチリヨウ キセイ ケントウ		【市】 シ



				■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策 ヒガイ ケイゲン ソウキ フッキュウ フッコウ タイサク

				　・水害リスク空白域の解消（ハザードマップの作成） スイガイ クウハク イキ カイショウ サクセイ		【市】 シ

				　・持続的な水災害教育の実施と伝承(防災教育の支援）　 ボウサイ キョウイク シエン		【市】 シ

				　・実効性のある要配慮者施設における避難訓練の実施（避難確保計画の作成促進）		【市】 シ

				　・流域の水災害の早期把握に資する情報提供（水位計・監視カメラの設置） スイイケイ カンシ セッチ		【市】 シ

				　・SNS・広報誌等を活用した継続的な情報発信（広報誌） コウホウシ トウ カツヨウ ケイゾク テキ ジョウホウ ハッシン コウホウシ		【市】 シ

										※短期目標は5年程度、中・長期目標は10～20年程度を想定 タンキ モクヒョウ ネン テイド チュウ チョウキ モクヒョウ ネン テイド ソウテイ





&10【機密性２】 
作成日_作成担当課_用途_保存期間




雲・櫛_松阪



				対策メニュー タイサク		【主体】 シュタイ				短期 タンキ		中・長期 チュウ チョウキ



				■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 ハンラン フセ ヘ タイサク

				　・雲出川：堤防整備・河道掘削・無堤嵩上げ・水門改築 クモズガワ スズカワ テイボウ セイビ ム テイ カサア スイモン カイチク		【国】 クニ

				　・中村川：堤防整備・河道掘削・横断工作物改築 ナカムラ ガワ オウダン コウサクブツ カイチク		【国】 クニ

				　・排水ポンプ場の整備（嬉野東部排水機場ストックマネジメント事業）		【市】 シ

				　・排水ポンプ場の整備（嬉野東部排水機場耐水化事業）		【市】 シ

				　・排水ポンプ場の整備（嬉野西部排水機場ストックマネジメント事業）		【市】 シ

				　・排水ポンプ場の整備（嬉野西部排水機場耐水化事業）		【市】 シ



				■被害対象を減少させるための対策 ヒガイ タイショウ ゲンショウ タイサク

				　・立地適正化計画の策定 リッチテキセイカ ケイカク サクテイ		【市】 シ

				　・土地利用規制の検討 トチリヨウ キセイ ケントウ		【市】 シ



				■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策 ヒガイ ケイゲン ソウキ フッキュウ フッコウ タイサク

				　・水害リスク空白域の解消（ハザードマップの作成） スイガイ クウハク イキ カイショウ サクセイ		【市】 シ

				　・実効性のある要配慮者施設における避難訓練の実施（避難確保計画の策定促進）		【市】 シ

				　・高齢者の避難行動への理解促進(防災教育の支援・啓発冊子への防災情報の掲載）　		【市】 シ

				　・企業等と連携した避難体制等の確保（事業継続力強化計画の支援）		【市】 シ

				　・SNS・広報誌等を活用した継続的な情報発信（広報誌・啓発冊子） コウホウシ トウ カツヨウ ケイゾク テキ ジョウホウ ハッシン コウホウシ		【市】 シ

				　・その他（下水道BCP） タ ゲスイドウ		【市】 シ

										※短期目標は5年程度、中・長期目標は10～20年程度を想定 タンキ モクヒョウ ネン テイド チュウ チョウキ モクヒョウ ネン テイド ソウテイ



				対策メニュー タイサク		【主体】 シュタイ				短期 タンキ		中・長期 チュウ チョウキ



				■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 ハンラン フセ ヘ タイサク

				　・櫛田川：堤防整備・河道掘削 クシダ ガワ スズカワ テイボウ セイビ		【国】 クニ

				　・櫛田川：橋梁改築 クシダ ガワ キョウリョウ カイチク		【市】 シ





				■被害対象を減少させるための対策 ヒガイ タイショウ ゲンショウ タイサク

				　・立地適正化計画の策定 リッチテキセイカ ケイカク サクテイ		【市】 シ

				　・土地利用規制の検討 トチリヨウ キセイ ケントウ		【市】 シ



				■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策 ヒガイ ケイゲン ソウキ フッキュウ フッコウ タイサク

				　・実効性のある要配慮者施設における避難訓練の実施（避難確保計画の策定促進）		【市】 シ

				　・高齢者の避難行動への理解促進(防災教育の支援・啓発冊子への防災情報の掲載）　		【市】 シ

				　・企業等と連携した避難体制等の確保（事業継続力強化計画の支援）		【市】 シ

				　・SNS・広報誌等を活用した継続的な情報発信（広報誌・啓発冊子） コウホウシ トウ カツヨウ ケイゾク テキ ジョウホウ ハッシン コウホウシ		【市】 シ

										※短期目標は5年程度、中・長期目標は10～20年程度を想定 タンキ モクヒョウ ネン テイド チュウ チョウキ モクヒョウ ネン テイド ソウテイ



&10【機密性２】 
作成日_作成担当課_用途_保存期間




櫛・宮_多気



				対策メニュー タイサク		【主体】 シュタイ				短期 タンキ		中・長期 チュウ チョウキ



				■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 ハンラン フセ ヘ タイサク

				　・五桂池：ため池活用の検討 ゴ カツラ イケ スズカワ イケ カツヨウ ケントウ		【町】 チョウ

				　・流域内伐採木のバイオマス発電への利活用 リュウイキ ナイ バッサイ キ ハツデン リカツヨウ		【町】 チョウ

				　・町管理河川；土砂浚渫 チョウ カンリ カセン ドシャ シュンセツ		【町】 チョウ



				■被害対象を減少させるための対策 ヒガイ タイショウ ゲンショウ タイサク









				■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策 ヒガイ ケイゲン ソウキ フッキュウ フッコウ タイサク

				　・水害リスク空白域の解消（ハザードマップの更新） スイガイ クウハク イキ カイショウ コウシン		【町】 チョウ

				　・持続的な水災害教育の実施と伝承(防災訓練の支援）　 ボウサイ クンレン シエン		【町】 チョウ

				　・実効性のある要配慮者施設における避難訓練の実施(防災訓練の支援）　		【町】 チョウ

				　・高齢者の避難行動への理解促進(防災訓練の支援）　		【町】 チョウ

				　・SNS・広報誌等を活用した継続的な情報発信（広報誌） コウホウシ トウ カツヨウ ケイゾク テキ ジョウホウ ハッシン コウホウシ		【町】 チョウ

										※短期目標は5年程度、中・長期目標は10～20年程度を想定 タンキ モクヒョウ ネン テイド チュウ チョウキ モクヒョウ ネン テイド ソウテイ





				対策メニュー タイサク		【主体】 シュタイ				短期 タンキ		中・長期 チュウ チョウキ



				■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 ハンラン フセ ヘ タイサク

				　・宮川：堤防整備 ミヤカワ テイボウ セイビ		【国】 クニ







				■被害対象を減少させるための対策 ヒガイ タイショウ ゲンショウ タイサク









				■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策 ヒガイ ケイゲン ソウキ フッキュウ フッコウ タイサク

				　・水害リスク空白域の解消（ハザードマップの更新） スイガイ クウハク イキ カイショウ コウシン		【町】 チョウ

				　・持続的な水災害教育の実施と伝承(防災訓練の支援）　 ボウサイ クンレン シエン		【町】 チョウ

				　・実効性のある要配慮者施設における避難訓練の実施(防災訓練の支援）　		【町】 チョウ

				　・高齢者の避難行動への理解促進(防災訓練の支援）　		【町】 チョウ

				　・SNS・広報誌等を活用した継続的な情報発信（防災啓発チラシの作成、配布） コウホウシ トウ カツヨウ ケイゾク テキ ジョウホウ ハッシン ボウサイ ケイハツ サクセイ ハイフ		【町】 チョウ

										※短期目標は5年程度、中・長期目標は10～20年程度を想定 タンキ モクヒョウ ネン テイド チュウ チョウキ モクヒョウ ネン テイド ソウテイ



&10【機密性２】 
作成日_作成担当課_用途_保存期間




櫛_明和



				対策メニュー タイサク		【主体】 シュタイ				短期 タンキ		中・長期 チュウ チョウキ



				■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 ハンラン フセ ヘ タイサク

				　・櫛田川：堤防整備・河道掘削 クシダ ガワ スズカワ テイボウ セイビ カドウ クッサク		【国】 クニ

				　・笹笛水系　道路冠水対策（町道大淀役場坂本線） ササ ブエ スイケイ ドウロ カンスイ タイサク チョウドウ オオヨド ヤクバ サカモト セン		【町】 チョウ

				　・大堀川系　既設排水路整備 オオホリ カワ ケイ キセツ ハイスイロ セイビ		【町】 チョウ





				■被害対象を減少させるための対策 ヒガイ タイショウ ゲンショウ タイサク







				■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策 ヒガイ ケイゲン ソウキ フッキュウ フッコウ タイサク

				　・水害リスク空白域の解消（ハザードマップの作成） スイガイ クウハク イキ カイショウ サクセイ		【町】 チョウ

				　・SNS・広報誌等を活用した継続的な情報発信(広報誌・ハザードマップ配布） コウホウシ トウ カツヨウ ケイゾクテキ ジョウホウ ハッシン コウホウシ ハイフ		【町】 チョウ

				　・実効性のある要配慮者施設における避難訓練の啓発（避難確保計画の策定促進） ジッコウセイ ヨウ ハイリョ シャ シセツ ヒナン クンレン ケイハツ ヒナン カクホ ケイカク サクテイ ソクシン		【町】 チョウ





										※短期目標は5年程度、中・長期目標は10～20年程度を想定 タンキ モクヒョウ ネン テイド チュウ チョウキ モクヒョウ ネン テイド ソウテイ





&10【機密性２】 
作成日_作成担当課_用途_保存期間




宮_伊勢



				対策メニュー タイサク		【主体】 シュタイ				短期 タンキ		中・長期 チュウ チョウキ



				■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 ハンラン フセ ヘ タイサク

				　・宮川：堤防整備 ミヤカワ テイボウ セイビ		【国】 クニ

				　・勢田川【浸水対策実行計画】：河道掘削・排水機場整備 セタ カワ シンスイ タイサク ジッコウ ケイカク カドウ クッサク ハイスイキ バ セイビ		【国】 クニ

				　・桧尻川・汁谷川【浸水対策実行計画】：河道拡幅、排水機場整備 ヒノキ ジリ カワ シルタニ カワ シンスイ タイサク ジッコウ ケイカク カドウ カクフク ハイスイ ジョウ セイビ		【県】 ケン

				　・五十鈴川：河道掘削・河道拡幅・護岸整備・堤防整備・堰改築 イスズ カワ カドウ クッサク カドウ カクフク ゴガン セイビ テイボウ セイビ セキ カイチク		【県】 ケン

				　・宮川：宮川橋改築 ミヤカワ ミヤカワ バシ カイチク		【市】 シ

				　・汁谷川等：河道掘削 シルタニ カワ トウ カドウ クッサク		【市】 シ

				　・下水道整備(桧尻第２排水区）【浸水対策実行計画】 ゲスイドウ セイビ ヒノキ ジリ ダイ ハイスイ ク		【市】 シ

				　・排水ポンプ場の整備(倉田山排水区）【浸水対策実行計画】 ハイスイ バ セイビ クラタ ヤマ ハイスイ ク		【市】 シ

				　・森林整備 シンリンセイビ		【市】 シ

				　・ため池耐震性・耐震化対策整備 イケ タイシン セイ タイシンカ タイサク セイビ		【市】 シ



				■被害対象を減少させるための対策 ヒガイ タイショウ ゲンショウ タイサク

				　・立地適正化計画(見直し）に基づく防災指針の検討 リッチ テキセイ カ ケイカク ミナオ モト ボウサイ シシン ケントウ		【市】 シ





				■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策 ヒガイ ケイゲン ソウキ フッキュウ フッコウ タイサク

				　・水害リスク空白域の解消（ハザードマップの作成） スイガイ クウハク イキ カイショウ サクセイ		【市】 シ

				　・流域の水災害の早期把握に資する防災情報の提供(浸水センサ） シンスイ

				　・流域の水災害の早期把握に資する防災情報の提供(定点カメラ） テイテン		【市】 シ

				　・持続的な水災害教育の実施と伝承(防災教育の支援）　 ボウサイ キョウイク シエン

				　・SNS・広報誌等を活用した継続的な情報発信（広報誌） コウホウシ トウ カツヨウ ケイゾク テキ ジョウホウ ハッシン コウホウシ		【市】 シ



				※主体の記載がない項目はあらゆる関係者で取り組むものを想定 シュタイ キサイ コウモク カンケイシャ ト ク ソウテイ						※短期目標は5年程度、中・長期目標は10～20年程度を想定 タンキ モクヒョウ ネン テイド チュウ チョウキ モクヒョウ ネン テイド ソウテイ



















&10【機密性２】 
作成日_作成担当課_用途_保存期間




宮_玉城



				対策メニュー タイサク		【主体】 シュタイ				短期 タンキ		中・長期 チュウ チョウキ



				■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 ハンラン フセ ヘ タイサク

				　・宮川：堤防整備 ミヤカワ テイボウ セイビ		【国】 クニ

				　・外城田川：河道掘削 ソト シロタ カワ カドウ クッサク		【町】 チョウ

				　・ため池耐震性・耐震化対策整備 イケ タイシン セイ タイシンカ タイサク セイビ		【町】 チョウ



				■被害対象を減少させるための対策 ヒガイ タイショウ ゲンショウ タイサク

				　・流出抑制（農水 予備排水）		【町】 チョウ				実施中 ジッシチュウ

				　・土地利用や住まい方（災害危険区域の指定）		【町】 チョウ				実施中 ジッシチュウ





				■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策 ヒガイ ケイゲン ソウキ フッキュウ フッコウ タイサク

				　・水害リスク空白域の解消（ハザードマップの作成） スイガイ クウハク イキ カイショウ サクセイ		【町】 チョウ				策定済み サクテイ ズ

				　・持続的な水災害教育の実施と伝承(防災講話）　 ボウサイ コウワ		【町】 チョウ

				　・高齢者の避難行動への理解促進(防災講話・避難訓練） ボウサイ コウワ ヒナン		【町】 チョウ

				　・企業と連携した避難体制等の確保（施設使用協定） シセツ シヨウ キョウテイ		【町】 チョウ

				　・自助・共助・公助による避難行動（避難所運営マニュアル作成） ジジョ キョウジョ コウジョ ヒナン コウドウ ヒナンショ ウンエイ サクセイ		【町】 チョウ

				　・流域の水災害の早期把握に資する防災情報の提供(雨量計の設置）		【町】 チョウ

				　・広報誌等を活用した継続的な情報発信（広報誌）		【町】 チョウ



										※短期目標は5年程度、中・長期目標は10～20年程度を想定 タンキ モクヒョウ ネン テイド チュウ チョウキ モクヒョウ ネン テイド ソウテイ





&10【機密性２】 
作成日_作成担当課_用途_保存期間




宮_大紀



				対策メニュー タイサク		【主体】 シュタイ				短期 タンキ		中・長期 チュウ チョウキ



				■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 ハンラン フセ ヘ タイサク

				　・大内山川：河道掘削・河道拡幅・護岸整備・堤防整備 オオウチヤマ タガワ カドウ クッサク カドウ カクフク ゴガン セイビ テイボウ セイビ		【県】 ケン

				　・下水道施設の耐水化 ゲスイドウ シセツ タイスイ カ		【町】 チョウ





				■被害対象を減少させるための対策 ヒガイ タイショウ ゲンショウ タイサク









				■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策 ヒガイ ケイゲン ソウキ フッキュウ フッコウ タイサク

				　・水害リスク空白域の解消（ハザードマップの作成） スイガイ クウハク イキ カイショウ サクセイ		【町】 チョウ				計画策定済 ケイカク サクテイ ズ

				　・流域の水災害の早期把握に資する情報提供（ハザードマップの作成）						実施中 ジッシ チュウ







										※短期目標は5年程度、中・長期目標は10～20年程度を想定 タンキ モクヒョウ ネン テイド チュウ チョウキ モクヒョウ ネン テイド ソウテイ





&10【機密性２】 
作成日_作成担当課_用途_保存期間




宮_度会



				対策メニュー タイサク		【主体】 シュタイ				短期 タンキ		中・長期 チュウ チョウキ



				■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 ハンラン フセ ヘ タイサク

				　・準用河川一之瀬川流倒木撤去 ジュンヨウ カセン イチノセ カワ リュウ トウボク テッキョ		【町】 チョウ





				■被害対象を減少させるための対策 ヒガイ タイショウ ゲンショウ タイサク







				■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策 ヒガイ ケイゲン ソウキ フッキュウ フッコウ タイサク

				　・水害リスク空白域の解消（ハザードマップの作成） スイガイ クウハク イキ カイショウ サクセイ		【町】 チョウ

				　・持続的な水災害教育の実施と伝承(防災教育の支援）　 ボウサイ キョウイク シエン		【町】 チョウ

				　・高齢者の避難行動への理解促進（避難行動要支援者名簿作成・更新） ヒナン コウドウ ヨウ シエンシャ メイボ サクセイ コウシン		【町】 チョウ

				　・流域の水災害の早期把握に資する防災情報の提供(雨量計の設置） ウリョウ ケイ セッチ		【町】 チョウ

				　・流域の水災害の早期把握に資する防災情報の提供(ドローンの活用） カツヨウ		【町】 チョウ

				　・SNS・広報誌等を活用した継続的な情報発信（広報誌） コウホウシ トウ カツヨウ ケイゾク テキ ジョウホウ ハッシン コウホウシ		【町】 チョウ

				　・企業と連携した小型無人機による情報収集		【町】 チョウ

										※短期目標は5年程度、中・長期目標は10～20年程度を想定 タンキ モクヒョウ ネン テイド チュウ チョウキ モクヒョウ ネン テイド ソウテイ





&10【機密性２】 
作成日_作成担当課_用途_保存期間




宮_大台



				対策メニュー タイサク		【主体】 シュタイ				短期 タンキ		中・長期 チュウ チョウキ



				■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 ハンラン フセ ヘ タイサク

				　・大内山川：河道掘削・河道拡幅・護岸整備・堤防整備 オオウチヤマ タガワ カドウ クッサク カドウ カクフク ゴガン セイビ テイボウ セイビ		【県】 ケン

				　・ため池耐震調査・豪雨調査・劣化調査 イケ タイシン チョウサ ゴウウチョウサ レッカチョウサ		【町】 チョウ





				■被害対象を減少させるための対策 ヒガイ タイショウ ゲンショウ タイサク







				■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策 ヒガイ ケイゲン ソウキ フッキュウ フッコウ タイサク

				　・水害リスク空白域の解消（ハザードマップによる啓発） スイガイ クウハク イキ カイショウ ケイハツ		【町】 チョウ

				　・持続的な水災害教育の実施と伝承(防災訓練の実施）　 ボウサイ クンレン ジッシ		【町】 チョウ

				　・実効性のある要配慮者施設における避難訓練の実施（支援） シエン		【町】 チョウ

				　・高齢者の避難行動への理解促進(防災訓練の実施）　		【町】 チョウ

				　・SNS・広報誌等を活用した継続的な情報発信（防災アプリ） コウホウシ トウ カツヨウ ケイゾク テキ ジョウホウ ハッシン ボウサイ		【町】 チョウ

				　・災害からライフラインを守る事前伐採事業		【町】 チョウ

										※短期目標は5年程度、中・長期目標は10～20年程度を想定 タンキ モクヒョウ ネン テイド チュウ チョウキ モクヒョウ ネン テイド ソウテイ





&10【機密性２】 
作成日_作成担当課_用途_保存期間




津地方気象台



				対策メニュー タイサク		【主体】 シュタイ				短期 タンキ		中・長期 チュウ チョウキ



				■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 ハンラン フセ ヘ タイサク













				■被害対象を減少させるための対策 ヒガイ タイショウ ゲンショウ タイサク









				■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策 ヒガイ ケイゲン ソウキ フッキュウ フッコウ タイサク

				最新の水害資料による大雨警報（浸水害）・洪水警報等の基準変更 サイシン スイガイ シリョウ オオアメ ケイホウ シンスイ ガイ コウズイ ケイホウ トウ キジュン ヘンコウ		【国】 クニ				実施中 ジッシチュウ

				大雨警報（浸水害）・洪水警報等の除外格子の設定 オオアメ ケイホウ シンスイ ガイ コウズイ ケイホウ トウ ジョガイ コウシ セッテイ		【国】 クニ				実施中 ジッシチュウ

				記録的短時間大雨情報の改善 キロクテキ タンジカン オオアメ ジョウホウ カイゼン		【国】 クニ

				危険度分布の通知サービスの細分化（政令指定都市は区単位での通知） セイレイ シテイ トシ ク タンイ ツウチ		【国】 クニ

				危険度分布の通知サービスの細分化（市町村は避難勧告の発令単位等での通知の検討） ツウチ		【国】 クニ

										※短期目標は5年程度、中・長期目標は10～20年程度を想定 タンキ モクヒョウ ネン テイド チュウ チョウキ モクヒョウ ネン テイド ソウテイ







&10【機密性２】 
作成日_作成担当課_用途_保存期間




鈴_三重県



				対策メニュー タイサク		【主体】 シュタイ				短期 タンキ		中・長期 チュウ チョウキ



				■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 ハンラン フセ ヘ タイサク

				　・椋川：河道掘削・河道拡幅・護岸整備・橋梁改築 ムク カワ カドウ クッサク カドウ カクフク ゴガン セイビ キョウリョウ カイチク		【県】 ケン

				　・芥川：河道掘削・河道拡幅・護岸整備・橋梁改築 アクタガワ カドウ クッサク カドウ カクフク ゴガン セイビ キョウリョウ カイチク		【県】 ケン

				　・足見川：河道掘削・河道拡幅・護岸整備・橋梁改築 アシ ミ カワ カドウ クッサク カドウ カクフク ゴガン セイビ キョウリョウ カイチク		【県】 ケン

				　・椋川他：堆積土砂撤去 ムク カワ ホカ タイセキ ドシャ テッキョ		【県】 ケン

				　・土砂災害対策 ドシャ サイガイ タイサク		【県】 ケン

				　・治山ダムの整備、森林整備 チサン セイビ シンリンセイビ		【県】 ケン

				　・田んぼダムの活動に対する支援 タ カツドウ タイ シエン		【県】 ケン





				■被害対象を減少させるための対策 ヒガイ タイショウ ゲンショウ タイサク

				　・土砂災害特別警戒区域外への住宅移転支援		【県】 ケン





				■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策 ヒガイ ケイゲン ソウキ フッキュウ フッコウ タイサク

				　・水害リスク空白域の解消（浸水想定区域図の作成） スイガイ クウハク イキ カイショウ シンスイ ソウテイ クイキ ズ サクセイ		【県】 ケン

				　流域の水災害の早期把握に資する情報提供

				　・実効性のある要配慮者施設における避難確保計画の策定支援 カクホケイカク サクテイ シエン		【県】 ケン

				　・高齢者の避難行動への理解促進（地域住民へ防災啓発） チイキ		【県】 ケン



										※短期目標は5年程度、中・長期目標は10～20年程度を想定 タンキ モクヒョウ ネン テイド チュウ チョウキ モクヒョウ ネン テイド ソウテイ





&10【機密性２】 
作成日_作成担当課_用途_保存期間




雲_三重県 



				対策メニュー タイサク		【主体】 シュタイ				短期 タンキ		中・長期 チュウ チョウキ



				■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 ハンラン フセ ヘ タイサク

				　・長野川他：堆積土砂撤去 ナガノ カワ ホカ タイセキ ドシャ テッキョ		【県】 ケン

				　・大村川：護岸整備等 オオムラ ガワ ノガワ ゴガンセイビ トウ		【県】 ケン

				　・土砂災害対策 ドシャ サイガイ タイサク		【県】 ケン

				　・治山ダムの整備、森林整備 チサン セイビ シンリン セイビ		【県】 ケン





				■被害対象を減少させるための対策 ヒガイ タイショウ ゲンショウ タイサク

				　・土砂災害特別警戒区域外への住宅移転支援		【県】 ケン





				■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策 ヒガイ ケイゲン ソウキ フッキュウ フッコウ タイサク

				　・水害リスク空白域の解消（浸水想定区域図の作成） スイガイ クウハク イキ カイショウ シンスイ ソウテイ クイキ ズ サクセイ		【県】 ケン

				　流域の水災害の早期把握に資する情報提供

				　・実効性のある要配慮者施設における避難確保計画の策定支援 カクホケイカク サクテイ シエン		【県】 ケン

				　・高齢者の避難行動への理解促進（地域住民へ防災啓発） チイキ		【県】 ケン



										※短期目標は5年程度、中・長期目標は10～20年程度を想定 タンキ モクヒョウ ネン テイド チュウ チョウキ モクヒョウ ネン テイド ソウテイ





&10【機密性２】 
作成日_作成担当課_用途_保存期間




櫛_三重県 



				対策メニュー タイサク		【主体】 シュタイ				短期 タンキ		中・長期 チュウ チョウキ



				■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 ハンラン フセ ヘ タイサク

				　・相津川他：堆積土砂撤去 アイ ツガワ ホカ ナガカワ タイセキ ドシャ テッキョ		【県】 ケン

				　・土砂災害対策 ドシャ サイガイ タイサク		【県】 ケン

				　・治山ダムの整備、森林整備 チサン セイビ シンリン セイビ		【県】 ケン





				■被害対象を減少させるための対策 ヒガイ タイショウ ゲンショウ タイサク

				　・土砂災害特別警戒区域外への住宅移転支援		【県】 ケン





				■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策 ヒガイ ケイゲン ソウキ フッキュウ フッコウ タイサク

				　・水害リスク空白域の解消（浸水想定区域図の作成） スイガイ クウハク イキ カイショウ シンスイ ソウテイ クイキ ズ サクセイ		【県】 ケン

				　流域の水災害の早期把握に資する情報提供

				　・実効性のある要配慮者施設における避難確保計画の策定支援 カクホケイカク サクテイ シエン		【県】 ケン

				　・高齢者の避難行動への理解促進（地域住民へ防災啓発） チイキ		【県】 ケン



										※短期目標は5年程度、中・長期目標は10～20年程度を想定 タンキ モクヒョウ ネン テイド チュウ チョウキ モクヒョウ ネン テイド ソウテイ





&10【機密性２】 
作成日_作成担当課_用途_保存期間




宮_三重県



				対策メニュー タイサク		【主体】 シュタイ				短期 タンキ		中・長期 チュウ チョウキ



				■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 ハンラン フセ ヘ タイサク

				　・桧尻川・汁谷川【浸水対策実行計画】：河道拡幅、排水機場整備 ヒノキ ジリ カワ シルタニ カワ シンスイ タイサク ジッコウ ケイカク カドウ カクフク ハイスイ ジョウ セイビ		【県】 ケン

				　・五十鈴川：河道掘削・河道拡幅・護岸整備・堤防整備・堰改築 イスズ カワ カドウ クッサク カドウ カクフク ゴガン セイビ テイボウ セイビ セキ カイチク		【県】 ケン

				　・大内山川：河道掘削・河道拡幅・護岸整備・堤防整備 オオウチヤマ タガワ カドウ クッサク カドウ カクフク ゴガン セイビ テイボウ セイビ		【県】 ケン

				　・宮川他：堆積土砂撤去 ミヤガワ ホカ タイセキ ドシャ テッキョ		【県】 ケン

				　・松下川他：護岸整備等 マツシタ カワ ホカ ゴガン セイビ トウ		【県】 ケン

				　・土砂災害対策 ドシャ サイガイ タイサク		【県】 ケン

				　・治山ダムの整備、森林整備 チサン セイビ シンリン セイビ		【県】 ケン

				　・宇治山田港海岸：堤防整備、突堤整備、養浜 ウジヤマダコウ カイガン テイボウ セイビ トッテイ セイビ ヨウヒン		【県】 ケン



				■被害対象を減少させるための対策 ヒガイ タイショウ ゲンショウ タイサク

				　・土砂災害特別警戒区域外への住宅移転支援		【県】 ケン





				■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策 ヒガイ ケイゲン ソウキ フッキュウ フッコウ タイサク

				　・水害リスク空白域の解消（浸水想定区域図の作成） スイガイ クウハク イキ カイショウ シンスイ ソウテイ クイキ ズ サクセイ		【県】 ケン

				　流域の水災害の早期把握に資する情報提供

				　・実効性のある要配慮者施設における避難確保計画の策定支援 カクホケイカク サクテイ シエン		【県】 ケン

				　・高齢者の避難行動への理解促進（地域住民へ防災啓発） チイキ		【県】 ケン



										※短期目標は5年程度、中・長期目標は10～20年程度を想定 タンキ モクヒョウ ネン テイド チュウ チョウキ モクヒョウ ネン テイド ソウテイ





&10【機密性２】 
作成日_作成担当課_用途_保存期間




鈴鹿川all

						鈴鹿川水系流域治水プロジェクト　【ロードマップ】 スズカ ガワ スイケイ リュウイキ チスイ





						区分 クブン		対策内容 タイサク ナイヨウ		実施主体 ジッシ シュタイ		工程 コウテイ

												短期 タンキ		中期 チュウキ		中長期 チュウチョウキ



						氾濫をできるだけ
防ぐ・減らすすための対策		○洪水氾濫対策
　・堤防整備、堤防強化、河道拡幅、橋梁改築　等 コウズイ ハンラン タイサク テイボウ セイビ テイボウ キョウカ カドウ カクフク キョウリョウ カイチク トウ		三重河川国道事務所、三重県、
四日市市、鈴鹿市 ミエ カセン コクドウ ジム ショ ミエケン ヨッカイチシ スズカシ

								　・鈴鹿川第一・第二頭首工、井尻頭首工改築 スズカ ガワ ダイイチ ダイニ トウシュコウ イジリ トウシュコウ カイチク		三重河川国道事務所 ミエ カセン コクドウ ジム ショ

								○内水氾濫対策
　・下水道施設の整備、耐水化、浸水対策計画策定 ナイスイ ハンラン タイサク ゲスイドウ シセツ セイビ タイスイ カ シンスイ タイサク ケイカク サクテイ		四日市市、鈴鹿市、亀山市 ヨッカイチシ スズカシ カメヤマシ

								○土砂災害対策
　・土砂災害対策施設の整備 ドシャ サイガイ タイサク ドシャ サイガイ タイサク シセツ セイビ		三重県 ミエケン

								○流水の貯留機能の拡大
　・加佐登調整池における事前放流等の実施、体制構築 リュウスイ チョリュウ キノウ カクダイ カサド チョウセイチ ジゼン ホウリュウ トウ ジッシ タイセイ コウチク		水資源機構 ミズシゲン キコウ

								○流域の雨水貯留機能の向上
　・ため池等を活用した流出抑制・貯留機能の保全　
　・森林整備・保全 リュウイキ ウスイ チョリュウ キノウ コウジョウ イケ トウ カツヨウ リュウシュツ ヨクセイ チョリュウ キノウ ホゼン シンリン セイビ ホゼン		林野庁、森林整備ｾﾝﾀｰ、
三重県、
四日市市、鈴鹿市、亀山市 シンリン セイビ ミエケン ヨッカイチシ スズカシ カメヤマシ



						被害対象を減少
させるための対策 ヒガイ タイショウ ゲンショウ タイサク		○水災害ハザードエリアにおける土地利用・住まい方の工夫
　・安全なまちづくりに向けた取組を検討 ミズ サイガイ トチ リヨウ ス カタ クフウ アンゼン ム トリクミ ケントウ		三重県
四日市市、鈴鹿市、亀山市 ミエケン ヨッカイチシ スズカシ カメヤマシ

								○浸水範囲の限定・氾濫水の制御
　・二線堤等の保全 シンスイ ハンイ ゲンテイ ハンラン スイ セイギョ ニ セン テイ トウ ホゼン		三重河川国道事務所 ミエ カセン コクドウ ジム ショ



						被害の軽減、
早期復旧・復興のための対策 ヒガイ ケイゲン ソウキ フッキュウ フッコウ タイサク		○土地の水災害リスク情報の充実
　・水害リスク情報の空白域の解消
（洪水・内水・高潮・ため池HM策定・周知） トチ ミズ サイガイ ジョウホウ ジュウジツ コウズイ ナイスイ タカシオ イケ サクテイ シュウチ		三重河川国道事務所、
気象庁、三重県、
四日市市、鈴鹿市、亀山市　他
あらゆる関係者 ミエ カセン コクドウ ジム ショ キショウチョウ ミエケン ヨッカイチシ スズカシ カメヤマシ ホカ カンケイシャ

								○避難体制等の強化
　・持続的な水災害教育の実施と伝承
　・要配慮者利用施設における避難確保計画の作成促進と
　　避難の実効性確保
　・高齢者の避難行動への理解促進
　・流域の水災害の早期把握に資する防災情報の提供
　・企業等と連携した避難体制等の確保
　・SNS・広報誌等を活用した継続的な情報発信 キギョウ トウ レンケイ ヒナン タイセイ トウ カクホ コウホウシ トウ カツヨウ ケイゾクテキ ジョウホウ ハッシン





						グリーンインフラ		○自然環境の保全・復元などの自然再生
　・希少野生淡水魚の保護増殖 シゼン カンキョウ ホゼン フクゲン シゼン サイセイ キショウヤセイタンスイギョ ホゴ ゾウショク		亀山市 カメヤマシ

								○健全なる水循環系の確保
　・森林整備による水源涵養機能の向上
　・農業用ため池の適正な管理と整備
　・都市農地の保全に伴う保水機能の向上
　・公園園路の浸透性保水機能の向上 ケンゼン ミズジュンカン ケイ カクホ シンリンセイビ スイゲン カンヨウキノウ コウジョウ ノウギョウヨウ イケ テキセイ カンリ セイビ トシ ノウチ ホゼン トモナ ホスイ キノウ コウジョウ コウエン エンロ シントウ セイ ホスイ キノウ コウジョウ		林野庁、森林整備センター、
三重県、
四日市市、鈴鹿市、亀山市、 リンヤチョウ ミエケン ヨッカイチシ スズカシ カメヤマシ

								○治水対策における多自然川づくり
　・整備における生物の多様な生育環境の保全
　・縦断連続性の確保 チスイ タイサク タシゼン カワ セイビ セイブツ タヨウ セイイクカンキョウ ホゼン ジュウダンレンゾクセイ カクホ		三重河川国道事務所、
三重県、
亀山市 ミエケン カメヤマシ

								○魅力ある水辺空間・賑わい創出
　・水辺の賑わい空間創出 ミリョク ミズベクウカン ニギ ソウシュツ ミズベ ニギ クウカン ソウシュツ		亀山市 カメヤマシ

								○自然環境が有する多様な機能活用の取組み
　・自然環境保全に関する協議会等の活動
　・民間協働による水質調査
　・小中学校などにおける河川環境学習 シゼン カンキョウ ユウ タヨウ キノウ カツヨウ ト ク シゼンカンキョウホゼン カン キョウギカイ トウ カツドウ ミンカンキョウドウ スイシツ チョウサ ショウチュウガッコウ カセンカンキョウガクシュウ		三重河川国道事務所、
四日市市、亀山市 ヨッカイチシ カメヤマシ







中流部堤防整備・河道掘削等

上流部＋支川堤防整備・河道掘削等

鈴鹿川頭首工改築完了

ため池耐震化整備

森林整備・保全

井尻頭首工
改築完了

下流部堤防整備・河道掘削等

洪水予報及び水位周知河川以外の法河川
における浸水想定区域の指定

立地適正化計画における
防災指針の検討

ハザードマップの作成・更新

森林整備・保全
（林野庁、森林整備センター、三重県、四日市市、亀山市）


公園園路の浸透性舗装
（亀山市）

生産緑地制度による都市農地の保全（四日市市）

ため池の適正な管理・整備
（四日市市、鈴鹿市）


水辺での遊び自然体験・学習の場創出（亀山市）

森林の持つ多面的機能についてを
学ぶ場の創出（亀山市）



雲出川all

						雲出川水系流域治水プロジェクト　【ロードマップ】 クモズ ガワ スイケイ リュウイキ チスイ



						区分 クブン		対策内容 タイサク ナイヨウ		実施主体 ジッシ シュタイ		工程 コウテイ

												短期 タンキ		中期 チュウキ		中長期 チュウチョウキ



						氾濫をできるだけ
防ぐ・減らすすための対策		○洪水氾濫対策
　・河道掘削、堤防整備、堤防強化、横断工作物改築　等 コウズイ ハンラン タイサク カドウ クッサク テイボウ セイビ テイボウ キョウカ オウダン コウサクブツ カイチク トウ		三重河川国道事務所、三重県、
津市 ミエ カセン コクドウ ジム ショ ミエケン ツシ

								　・遊水地整備 ユウスイチ セイビ		三重河川国道事務所 ミエ カセン コクドウ ジム ショ

								○内水氾濫対策
　・下水道施設の整備、調整池整備、排水ポンプ場の整備 ナイスイ ハンラン タイサク ゲスイドウ シセツ セイビ チョウセイチ セイビ ハイスイ ジョウ セイビ		津市、松阪市 ツシ マツサカシ

								○土砂災害対策
　・砂防関係施設の整備 ドシャ サイガイ タイサク サボウ カンケイ シセツ セイビ		三重県 ミエケン

								○流水の貯留機能の拡大
　・君ケ野ダムにおける事前放流等の実施、体制構築 リュウスイ チョリュウ キノウ カクダイ キミガノ ジゼン ホウリュウ トウ ジッシ タイセイ コウチク		三重県 ミエケン

								○流域の雨水貯留機能の向上
　・田んぼダムの活動に対する支援
　・森林整備・保全
　・ため池等の活用 リュウイキ ウスイ チョリュウ キノウ コウジョウ タ カツドウ タイ シエン シンリン セイビ ホゼン イケ トウ カツヨウ		林野庁、森林整備ｾﾝﾀｰ、
三重県、津市、松阪市 シンリン セイビ ミエケン ツシ マツサカシ



						被害対象を減少
させるための対策 ヒガイ タイショウ ゲンショウ タイサク		○水災害ハザードエリアにおける土地利用・住まい方の工夫
　・住まい方や土地利用に向けた取組の検討 ミズ サイガイ トチ リヨウ ス カタ クフウ ス カタ トチ リヨウ ム トリクミ ケントウ		三重県
津市、松阪市 ミエケン ツシ マツサカシ

								○浸水範囲の限定・氾濫水の制御
　・二線堤、遊水機能の保全 シンスイ ハンイ ゲンテイ ハンラン スイ セイギョ ニ セン テイ ユウスイ キノウ ホゼン		三重河川国道事務所 ミエ カセン コクドウ ジム ショ



						被害の軽減、
早期復旧・復興のための対策 ヒガイ ケイゲン ソウキ フッキュウ フッコウ タイサク		○土地の水災害リスク情報の充実
　・水害リスク情報の空白域の解消
　（洪水・内水・高潮・ため池HM策定・周知） トチ ミズ サイガイ ジョウホウ ジュウジツ コウズイ ナイスイ タカシオ イケ サクテイ シュウチ		三重河川国道事務所、気象庁、
三重県、津市、松阪市　他
あらゆる関係者 ミエ カセン コクドウ ジム ショ キショウチョウ ミエケン ツシ マツサカシ ホカ カンケイシャ

								○避難体制等の強化
　・持続的な水災害教育の実施と伝承
　・要配慮者利用施設における避難確保計画の作成促進と
　　避難の実効性確保
　・高齢者の避難行動への理解促進
　・流域の水災害の早期把握に資する防災情報の提供
　・企業等と連携した避難体制等の確保
　・SNS・広報誌等を活用した継続的な情報発信 キギョウ トウ レンケイ ヒナン タイセイ トウ カクホ コウホウシ トウ カツヨウ ケイゾクテキ ジョウホウ ハッシン





						グリーンインフラ		○生物の多様な生息・生育環境の創出による生態系ネットワークの作成
　・産物のブランド化や付加価値化の促進 セイブツ タヨウ セイソク セイイク カンキョウ ソウシュツ セイタイケイ サクセイ サンブツ カ フカカチカ ソクシン		津市 ツシ

								○健全なる水循環系の確保
　・森林整備による水源涵養機能の向上
　・農業用ため池の適正な管理と整備
　・田んぼダムの活動に対する支援
　・雨水貯留・浸透施設による流出抑制 ケンゼン ミズジュンカン ケイ カクホ シンリンセイビ スイゲン カンヨウキノウ コウジョウ ノウギョウヨウ イケ テキセイ カンリ セイビ ウスイチョリュウ シントウ シセツ リュウシュツヨクセイ		林野庁、森林整備センター、
三重県、
津市、松阪市 リンヤチョウ ミエケン ツシ マツサカシ

								○治水対策における多自然川づくり
　・整備における生物の多様な生育環境の保全
　・縦断連続性の確保
　・支川と本川の連続性の確保 チスイ タイサク タシゼン カワ セイビ セイブツ タヨウ セイイクカンキョウ ホゼン ジュウダンレンゾクセイ カクホ シセン ホンセン レンゾクセイ カクホ		三重河川国道事務所、
三重県、
津市 ミエケン ツシ

								○魅力ある水辺空間・賑わい創出
　・人と川とのふれあいの場の確保
　・河川掘削土を活用した高台防災公園整備 ミリョク ミズベクウカン ニギ ソウシュツ ヒト カワ バ カクホ カセンクッサクド カツヨウ タカダイ ボウサイコウエン セイビ		津市 ツシ

								○自然環境が有する多様な機能活用の取組み
　・営農機能等を維持した遊水地整備
　・民間協働による水質調査
　・小中学校などにおける河川環境学習 シゼン カンキョウ ユウ タヨウ キノウ カツヨウ ト ク エイノウキノウトウ イジ ユウスイチ セイビ ミンカンキョウドウ スイシツ チョウサ ショウチュウガッコウ カセンカンキョウガクシュウ		三重河川国道事務所、
津市、松阪市 ツシ マツサカシ







田んぼダムの活動に対する支援

森林整備・保全

下流部河道掘削・堤防整備＋中流部堤防整備

上流部及び支川河道掘削・堤防整備

洪水予報及び水位周知河川以外の法河川
における浸水想定区域図の作成

ハザードマップの作成・更新

立地適正化計画における
防災指針の検討

雲出川遊水地
整備完了

ため池の適正な管理・整備
（津市）


森林整備・保全
（林野庁、森林整備センター、三重県、津市、松阪市）

香良洲高台防災公園整備完了
（津市）




櫛田川all 

						櫛田川水系流域治水プロジェクト　【ロードマップ】 クシダ ガワ スイケイ リュウイキ チスイ



						区分 クブン		対策内容 タイサク ナイヨウ		実施主体 ジッシ シュタイ		工程 コウテイ

												短期 タンキ		中期 チュウキ		中長期 チュウチョウキ



						氾濫をできるだけ
防ぐ・減らすすための対策		○洪水氾濫対策
　・河道掘削、堤防整備、橋梁改築　等 コウズイ ハンラン タイサク カドウ クッサク テイボウ セイビ キョウリョウ カイチク トウ		三重河川国道事務所、三重県、
多気町 ミエ カセン コクドウ ジム ショ ミエケン タキチョウ

								○樹木伐採のコスト縮減に向けた取組　
　・流域内伐採木のバイオマス発電への利活用 ジュモク バッサイ シュクゲン ム トリクミ リュウイキ ナイ バッサイ キ ハツデン リカツヨウ		多気町 タキチョウ

								○土砂災害対策
　・砂防関係施設の整備 ドシャ サイガイ タイサク サボウ カンケイ シセツ セイビ		三重県 ミエケン

								○流水の貯留機能の拡大
　・蓮ダムにおける事前放流等の実施、体制構築 リュウスイ チョリュウ キノウ カクダイ ハチス ジゼン ホウリュウ トウ ジッシ タイセイ コウチク		蓮ダム管理所 ハチス カンリ ショ

								○流域の雨水貯留機能の向上
　・ため池を活用した貯留機能に関わる検討
　・雨水流出抑制技術指針の策定
　・森林整備・保全 リュウイキ ウスイ チョリュウ キノウ コウジョウ イケ カツヨウ チョリュウ キノウ カカ ケントウ ウスイ リュウシュツ ヨクセイ ギジュツ シシン サクテイ シンリン セイビ ホゼン		林野庁、森林整備ｾﾝﾀｰ、
三重県、松阪市、多気町 シンリン セイビ ミエケン マツサカ シ タキチョウ



						被害対象を減少
させるための対策 ヒガイ タイショウ ゲンショウ タイサク		○水災害ハザードエリアにおける土地利用・住まい方の工夫
　・防災・減災のための土地の在り方に向けた取組を検討 ミズ サイガイ トチ リヨウ ス カタ クフウ ボウサイ ゲンサイ トチ ア カタ ム トリクミ ケントウ		三重県、松阪市 ミエケン マツサカシ

								○浸水範囲の限定・氾濫水の制御
　・二線堤等の保全		三重河川国道事務所 ミエ カセン コクドウ ジム ショ



						被害の軽減、
早期復旧・復興のための対策 ヒガイ ケイゲン ソウキ フッキュウ フッコウ タイサク		○土地の水災害リスク情報の充実
　・水害リスク情報の空白域の解消
　　（洪水・内水・高潮・ため池HM策定・周知） トチ ミズ サイガイ ジョウホウ ジュウジツ コウズイ ナイスイ タカシオ イケ サクテイ シュウチ		三重県、
松阪市、多気町、明和町　他
あらゆる関係者 ミエケン マツサカシ タキチョウ メイワチョウ ホカ カンケイシャ

								○避難体制等の強化
　・持続的な水災害教育の実施と伝承
　・要配慮者利用施設における避難確保計画の作成促進と
　　避難の実効性確保
　・高齢者の避難行動への理解促進
　・流域の水災害の早期把握に資する防災情報の提供
　・企業等と連携した避難体制等の確保
　・SNS・広報誌等を活用した継続的な情報発信 キギョウ トウ レンケイ ヒナン タイセイ トウ カクホ コウホウシ トウ カツヨウ ケイゾクテキ ジョウホウ ハッシン





						グリーンインフラ		○自然環境の保全・復元などの自然再生
　・氾濫原・湿地環境の保全・再生
　・縦断連続性の確保 シゼン カンキョウ ホゼン フクゲン シゼンサイセイ ハンランゲン シッチカンキョウ ホゼン サイセイ ジュウダン レンゾクセイ カクホ		三重河川国道事務所 ミエカセン コクドウジムショ

								○健全なる水循環系の確保
　・森林整備による水源涵養機能の向上
　・ため池の活用検討
　・蓮ダムにおける土砂還元 ケンゼン ミズジュンカン ケイ カクホ シンリンセイビ スイゲン カンヨウキノウ コウジョウ イケ カツヨウケントウ ハチス ドシャカンゲン		蓮ダム管理所、
林野庁、森林整備センター、
三重県、多気町 ハチス カンリ ショ リンヤチョウ シンリン セイビ ミエケン タキ チョウ

								○治水対策における多自然川づくり
　・整備における生物の多様な生育環境の保全 チスイ タイサク タシゼン カワ セイビ セイブツ タヨウ セイイクカンキョウ ホゼン		三重河川国道事務所、
三重県 ミエケン

								○自然環境が有する多様な機能活用の取組み
　・地域と連携した自然環境保全に関する協議会等の活動
　・民間協働による水質調査
　・小中学校などにおける河川環境学習
　・流域内伐採木のバイオマス発電への利活用 シゼン カンキョウ ユウ タヨウ キノウ カツヨウ ト ク チイキ レンケイ シゼン カンキョウ ホゼン カン キョウギカイ トウ カツドウ ミンカンキョウドウ スイシツ チョウサ ショウチュウガッコウ カセンカンキョウガクシュウ リュウイキナイ バッサイボク ハツデン リカツヨウ		三重河川国道事務所、
松阪市、多気町、明和町 マツサカ シ タキ チョウ メイワチョウ







ため池の活用検討

森林整備・保全

下流部堤防整備

下流部堤防整備＋中流部堤防整備

雨水流出抑制技術指針の作成

立地適正化計画における
防災指針の検討

洪水予報及び水位周知河川以外の法河川
における浸水想定区域図の作成

ハザードマップの作成・更新

堰・頭首工における遡上機能の向上
（三重河川国道事務所）

森林整備・保全
（林野庁、森林整備センター、三重県、津市、松阪市）

ため池の活用検討
（多気町）




宮川all 

						宮川水系流域治水プロジェクト　【ロードマップ】 ミヤガワ スイケイ リュウイキ チスイ



						区分 クブン		対策内容 タイサク ナイヨウ		実施主体 ジッシ シュタイ		工程 コウテイ

												短期 タンキ		中期 チュウキ		中長期 チュウチョウキ



						氾濫をできるだけ
防ぐ・減らすすための対策		○洪水氾濫対策
　・河道掘削、堤防整備、橋梁改築　等 コウズイ ハンラン タイサク カドウ クッサク テイボウ セイビ キョウリョウ カイチク トウ		三重河川国道事務所、三重県、
伊勢市、玉城町、度会町 ミエ カセン コクドウ ジム ショ ミエケン イセシ タマキチョウ ワタライ チョウ

								　【勢田川流域等浸水対策実行計画】
　　・河道掘削、排水機場ポンプ増強 セタガワ リュウイキ トウ シンスイ タイサク ジッコウ ケイカク カドウ クッサク ハイスイキ ジョウ ゾウキョウ		三重河川国道事務所 ミエ カセン コクドウ ジム ショ

								　　・河道掘削、河川整備 カドウ クッサク カセン セイビ		三重県 ミエケン

								　　・河川整備、下水道整備 カセン セイビ ゲスイドウ セイビ		伊勢市 イセシ

								○樹木伐採のコスト縮減に向けた取組　
　・流域内伐採木のバイオマス発電への利活用 ジュモク バッサイ シュクゲン ム トリクミ リュウイキ ナイ バッサイ キ ハツデン リカツヨウ		多気町 タキチョウ

								○土砂災害対策
　・砂防関係施設の整備 ドシャ サイガイ タイサク サボウ カンケイ シセツ セイビ		三重県 ミエケン

								○流水の貯留機能の拡大
　・利水ダム等３ダムにおける事前放流等の実施、体制構築 リュウスイ チョリュウ キノウ カクダイ リスイ トウ ジゼン ホウリュウ トウ ジッシ タイセイ コウチク		三重県、中部電力（株） ミエケン チュウブ デンリョク カブ

								○流域の雨水貯留機能の向上
　・森林整備・保全
　・ため池等を活用した流出抑制・貯留機能の保全 リュウイキ ウスイ チョリュウ キノウ コウジョウ シンリン セイビ ホゼン		林野庁、森林整備ｾﾝﾀｰ、三重県
伊勢市、多気町、大台町、
度会町、大紀町 リンヤチョウ シンリン セイビ ミエケン イセシ タキチョウ オオダイチョウ ワタライ チョウ タイキチョウ



						被害対象を減少
させるための対策 ヒガイ タイショウ ゲンショウ タイサク		○水災害ハザードエリアにおける土地利用・住まい方の工夫
　・安全なまちづくりに向けた取組を検討 ミズ サイガイ トチ リヨウ ス カタ クフウ アンゼン ム トリクミ ケントウ		三重県、伊勢市 ミエケン イセシ

								　

						被害の軽減、
早期復旧・復興のための対策 ヒガイ ケイゲン ソウキ フッキュウ フッコウ タイサク		○土地の水災害リスク情報の充実
　・水害リスク情報の空白域の解消
　（洪水・内水・高潮・ため池HM策定・周知） トチ ミズ サイガイ ジョウホウ ジュウジツ コウズイ ナイスイ タカシオ イケ サクテイ シュウチ		三重河川国道事務所、気象庁、
三重県、
伊勢市、多気町、玉城町、
大台町、度会町、大紀町、
中部電力（株）　他
あらゆる関係者 ミエ カセン コクドウ ジム ショ キショウチョウ ミエケン イセシ タキチョウ タマキチョウ オオダイチョウ ワタライ チョウ タイキチョウ チュウブ デンリョク カブ ホカ カンケイシャ

								○避難体制等の強化
　・持続的な水災害教育の実施と伝承
　・要配慮者利用施設における避難確保計画の作成促進と
　　避難の実効性確保
　・高齢者の避難行動への理解促進
　・流域の水災害の早期把握に資する防災情報の提供
　・企業等と連携した避難体制等の確保
　・SNS・広報誌等を活用した継続的な情報発信 キギョウ トウ レンケイ ヒナン タイセイ トウ カクホ コウホウシ トウ カツヨウ ケイゾクテキ ジョウホウ ハッシン

								○経済被害の軽減
　・災害からライフラインを守る事前伐採 ケイザイ ヒガイ ケイゲン		大台町 オオダイチョウ





						グリーンインフラ		○健全なる水循環系の確保
　・森林整備による水源涵養機能の向上
　・農業用ため池の適正な管理と整備 ケンゼン ミズジュンカン ケイ カクホ シンリンセイビ スイゲン カンヨウキノウ コウジョウ ノウギョウヨウ イケ テキセイ カンリ セイビ		林野庁、森林整備センター、
三重県、
伊勢市、玉城町、大台町 リンヤチョウ シンリン セイビ ミエ ケン イセシ タマキチョウ オオダイチョウ

								○治水対策における多自然川づくり
　・整備における生物の多様な生育環境の保全
　・桜並木の保全
　・伊勢神宮等の歴史や文化にまつわる空間の保全
　・グリーンボンドを活用した水際植生・河川生物の保全 チスイ タイサク タシゼン カワ セイビ セイブツ タヨウ セイイクカンキョウ ホゼン サクラ ナミキ ホゼン イセジングウ トウ レキシ ブンカ クウカン ホゼン		三重河川国道事務所、
三重県 ミエカセン コクドウジムショ ミエケン

								○魅力ある水辺空間・賑わい創出
　・水辺の学校（整備・維持）
　・人と川とのふれあいの場の確保 ミリョク ミズベクウカン ニギ ソウシュツ ミズベ ガッコウ セイビ イジ ヒト カワ バ カクホ		三重河川国道事務所、
玉城町、大台町 ミエカセン コクドウジムショ タマキチョウ オオダイチョウ

								○自然環境が有する多様な機能活用の取組み
　・自然環境保全に関する協議会等の活動
　・民間協働による水質調査
　・小中学校などにおける河川環境学習
　・流域内伐採木のバイオマス発電への利活用 シゼン カンキョウ ユウ タヨウ キノウ カツヨウ ト ク シゼンカンキョウホゼン カン キョウギカイ トウ カツドウ ミンカンキョウドウ スイシツ チョウサ ショウチュウガッコウ カセンカンキョウガクシュウ リュウイキナイ バッサイボク ハツデン リカツヨウ		三重河川国道事務所、
三重県、
伊勢市、多気町、玉城町 ミエカセン コクドウジムショ ミエケン イセシ タキチョウ タマキチョウ







森林整備・保全

桧尻川排水機場
整備完了

宮川橋
架替完了

立地適正化計画における
防災指針の検討

洪水予報及び水位周知河川以外の法河川
における浸水想定区域図の作成

ハザードマップの作成・更新

桧尻川流域の排水区
整備完了

たまき水辺の楽校完成
（三重河川国道事務所、玉城町）

森林整備・保全
（林野庁、森林整備センター、三重県、伊勢市）

ため池の適正な管理・整備
（伊勢市、玉城町、大台町）






【松阪市】櫛田川水系流域治水プロジェクト R5取組資料

【田んぼダムの活動に対する啓発】

・水田の排水桝に流出量を抑制するための堰板等の器具を取り付
けることで、水田に降った雨水を時間をかけてゆっくりと排水
し、水路や河川の水位の上昇を抑えることで、溢れる水の量や
範囲を抑制し、浸水被害の軽減を図る。

・Ｒ４年度から１組織が実施。今後も啓発活動を行い、雨水貯留
機能の向上を図る。

取組状況の様子
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貯木場の様子

【多気町】櫛田川・宮川・伊勢北部圏域二級水系流域治水プロジェクト R5取組資料

施工後

施工前

【町管理河川の土砂浚渫】

準用河川外城田川等の土砂浚渫、河道掘削、樹木伐採を行う
ことにより、水位の低下を図り、人命被害のリスクを低減させる。

【流域内伐採木のﾊﾞｲｵﾏｽ発電への利活用】

豪雨時に河川への雨水の流入量を減少させるための取組として

町内で間伐された木や竹をバイオマス発電（民間）の燃料の一
部として利用することにより、森林環境の保全を図り、貯水機
能を高めている。
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対策メニュー 【主体】 短期 中・長期

■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
・町管理河川：土砂浚渫 【町】

■被害対象を減少させるための対策

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
・水害リスク空白域の解消（ハザードマップの作成） 【町】

・持続的な水災害教育の実施と伝承(防災訓練の実施） 【町】

・実効性のある要配慮者施設における避難訓練の実施(防災訓練の支援） 【町】

・SNS・広報誌等を活用した継続的な情報発信（広報誌） 【町】

※短期目標は5年程度、中・長期目標は10～20年程度を想定

対策メニュー 【主体】 短期 中・長期

■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
・宮川：堤防整備 【国】

■被害対象を減少させるための対策

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
・水害リスク空白域の解消（ハザードマップの更新） 【町】

・持続的な水災害教育の実施と伝承(防災訓練の支援） 【町】

・実効性のある要配慮者施設における避難訓練の実施(防災訓練の支援） 【町】

・高齢者の避難行動への理解促進(防災訓練の支援） 【町】

・SNS・広報誌等を活用した継続的な情報発信（広報誌） 【町】

※短期目標は5年程度、中・長期目標は10～20年程度を想定

対策メニュー 【主体】 短期 中・長期

■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
・五桂池：ため池活用の検討 【町】

・流域内伐採木のバイオマス発電への利活用 【町】

・町管理河川；土砂浚渫 【町】

■被害対象を減少させるための対策

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
・水害リスク空白域の解消（ハザードマップの更新） 【町】

・持続的な水災害教育の実施と伝承(防災訓練の支援） 【町】

・実効性のある要配慮者施設における避難訓練の実施(防災訓練の支援） 【町】

・高齢者の避難行動への理解促進(防災訓練の支援） 【町】

・SNS・広報誌等を活用した継続的な情報発信（広報誌） 【町】

※短期目標は5年程度、中・長期目標は10～20年程度を想定

【多気町】櫛田川・宮川・伊勢北部圏域二級水系流域治水プロジェクト R5取組資料

◎櫛田川水系

◎宮川水系

◎伊勢北部圏域二級水系

【持続的な水災害教育の実施と伝承
（防災教育の支援）】

【SNS・広報誌を活用した継続的な情報配信
（広報誌）】

広報誌に防災特集として「災害への備え」について掲載。

広報たき７月号

防災教室などを通じて、災害への意識向上を図る。

防災教室で町防災倉庫の
備蓄品について学習した

避難所体験で避難所について説明
実際に災害用テントで宿泊体験
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【伊勢市】宮川水系流域治水プロジェクト R5取組資料

【氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策】 【被害の軽減、早期復旧・復興のための対策】

対策メニュー 【主体】 短期 中・長期

■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
　・宮川：堤防整備 【国】

　・勢田川【浸水対策実行計画】：河道掘削・排水機場整備 【国】

　・桧尻川・汁谷川【浸水対策実行計画】：河道拡幅、排水機場整備 【県】

　・宮川：宮川橋改築 【市】

　・●●川：河道掘削 【市】

■被害対象を減少させるための対策
　・下水道整備(桧尻第２排水区）【浸水対策実行計画】 【市】

　・排水ポンプ場の整備(倉田山排水区）【浸水対策実行計画】 【市】

　・立地適正化計画(見直し）に基づく防災指針の検討 【市】

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
　・水害リスク空白域の解消（ハザードマップの作成） 【市】

　・流域の水災害の早期把握に資する防災情報の提供(浸水センサ）

　・流域の水災害の早期把握に資する防災情報の提供(定点カメラ） 【市】

　・持続的な水災害教育の実施と伝承(防災教育の支援）　

　・SNS・広報誌等を活用した継続的な情報発信（広報誌） 【市】

防災マップの更新
県管理河川（朝川・朝川支川・朝熊川・雨渕川）の浸水想
定区域図の公表があったことに伴い、ハザードマップを
作成。

伊勢市内の河川について、内水氾濫を抑制する
ため、河道掘削を実施。
５河川 L=975ｍ、V=1,056m3

施工前 施工後

【被害対象を減少させるための対策】

倉田山排水区 黒瀬ポンプ場のポンプを増強
12.3 m3/s から17.7 m3/s
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水田の排水口で流量調整を行う、田んぼダ
ム実施を担い手等と協議をしたが、担い水
田の排水口で流量調整を行う、田んぼダム
実施を担い手等と協議をしたが、担い手から
は今の方法では作物の品質及び営農の自
由が制限されるため手からは今の方法では
作物の品質及び営農の自由が制限されるた

め

水田の排水口で流量調
整を行う、田んぼダムの実
施について、担い手等と協
議をしましたが、担い手か
らは今の方法では作物の
品質及び営農の自由が制
限されるとの意見を頂き実
施できませんでした。

今後「明和町が考える田
んぼダム」を定め、実施す
るために産官学の連携に
より事業に取り組みます。

【明和町】櫛田川流域治水プロジェクト2.0 新規取組

【立地適正化計画の策定（概ね５年）】
・平成26年に都市再生特別措置法が改正され、公共交通と連携し居

住や都市機能の誘導により集約型の都市構造を目指す制度であ
る「立地適正化計画」制度が創設されました。（立地適正化計画作
成の手引きより）

●立地適正化計画の防災指針とは

近年の大規模災害による被害を受け、立地適正化計画上の都
市機能、居住誘導にあたっての安全確保について課題となって
おり、令和２年に都市再生特別措置法が改正され、立地適正化
計画に「防災指針」を位置づけることとされています。（立地適正
化計画作成の手引きより）

【新たな「田んぼダム」の検討（概ね３年）】

明和町の考える田んぼダムとは

【町独自の雨水災害危機管理予測のAI化（概ね５年）】
明和町では避難判断を気象状況と各河川に設置されている河

川水位計及び鳥羽潮位観測の情報を基に、過去の経験などを
踏まえ総合的に判断をしている。経験のある職員を継続的に確
保することが非常に難しい状況であるため、将来を踏まえ危険

予測のＡＩ化を行い、安定した危機予測の実現を目指します。
（イメージ）
・大河川の水害リスクラインを秡川で表示
・RRIモデルを基本としたAI予測
・ケーブルテレビ・HP等による河川海岸状況の映像周知
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【玉城町】宮川水系流域治水プロジェクト R5取組資料

【氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策】

ため池耐震性・耐震化対策整備

【内容】
玉城町原地区の叺池において、耐震及び豪雨対策として老
朽化したため池の堤体、洪水吐、取水施設の改修を実施

【被害の軽減、早期復旧・復興のための対策】

自助・共助・公助による避難行動：避難所運営マニュアル作成

【内 容】
避難所運営マニュアルの作成、運営訓練の実施

【被害の軽減、早期復旧・復興のための対策】

高齢者の避難体制等の確保：防災講話

【内 容】
高齢者を対象に防災講話を実施

かます

改修前 改修後
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【大台町】宮川水系流域治水プロジェクト R5取組資料

【被害の軽減、早期復旧・復興のための対策】

 防災・行政情報配信システム整備事業

行政からの情報（防災情報やくらしの情報など）を個人
のスマートフォンなどに配信するシステム（スマホアプ
リ）を整備し、令和4年度から本格的に運用を開始しま
した。
◆ダウンロード率：19.9％

（R６.3.31現在）前期比2.3％増

多くの町民に利用していただくよう、引き続き、会議の
場や健康相談の場、各種イベントなどで普及啓発を
行っていきます。

 災害からライフラインを守る事前伐採事業

台風などの倒木が原因の電線寸断による長期の停電を防
ぐため、三重県及び中部電力パワーグリッド(株)と連携し、
電線を寸断する恐れのある樹木を事前に伐採しました。

伐
採
前

伐
採
後
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【度会町】宮川流域治水プロジェクト2.0 新規取組

【治水安全度の維持（支障木伐採・浚渫・護岸整備）】

施工前 施工中

【役割分担に基づく流域対策（情報配信の強化）】

支障木伐採・浚渫・護岸整備

河川断面を阻害する樹木や土砂堆積により、低下した流下
能力を回復させるため、支障木伐採・浚渫を実施。また、流下
能力を向上させるため、護岸を整備。

【役割分担に基づく流域対策（流倒木撤去）】

流倒木撤去

浸食傾向にある渓流に対し、流倒木の可能性のある木を事
前に伐採し、下流域の被害の未然防止・拡大防止を図る。

施工前 施工後

施工前 施工後

情報配信ツールの整備

行政情報（防災・くらしの情報など）を個人のスマートフォンで
確認できる度会町アプリの機能を追加し、アプリトップ画面の
アイコンから気象情報や警報情報、ハザードマップ等の情報を
取得できる仕様に改修。

今後、利用者が拡大されるよう、各種イベントでの啓発や消防
団員等行政関係者への登録依頼・利用促進など、継続的な啓
発・普及を行っていきます。

◆ダウンロード率：17.8％（R6年2月末現在）

トップメニュー お知らせ
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【南伊勢町】伊勢南部圏域二級水系流域治水プロジェクト R5取組資料

【持続的な水災害教育の実施と伝承
(防災教育の支援）】

《実施内容》
〇防災教育の取組
陸上自衛隊と地元消防団の協力により、地域貢献

や防災学習の一環として、南島中学校全生徒で土の
う作りを体験した。作った土のうは、希望する地区に
配布し水害に備えた。

〇地域防災の取組
各地域と陸上自衛隊が連携し、河川の氾濫や台風
等による災害から身を守るための行動ができる人材
を育成する。土のうづくりと土のう積み訓練が行われ
た。

《目 的》

日常の備えや的確な判断のもと主体的
に行動するとともに、地域の防災活動
や災害時の助け合いの大切さを理解し
進んで行動できる生徒を育てる。

防災・減災の知識を向上させ、地域の
リーダーの育成を図る。
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【三重県 農業基盤整備課】流域治水プロジェクト R5取組資料

・田んぼの排水口（落水工）の堰板を改良し、大
雨時に降水を一時的に田んぼに貯留することで、
排水路や河川への流出を抑制し、下流域での浸
水被害の軽減を図るため「田んぼダム」の普及・
啓発を行い被害リスクの低減を図りました。

【田んぼダムの普及・啓発】
田んぼダム堰板設置状況

対策メニュー 【主体】 短期 中・長期

■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
　・椋川：河道掘削・河道拡幅・護岸整備・橋梁改築 【県】

　・芥川：河道掘削・河道拡幅・護岸整備・橋梁改築 【県】

　・足見川：河道掘削・河道拡幅・護岸整備・橋梁改築 【県】

　・椋川他：堆積土砂撤去 【県】

　・土砂災害対策 【県】

　・治山ダムの整備、森林整備 【県】

　・田んぼダムの活動に対する支援 【県】

■被害対象を減少させるための対策
　・土砂災害特別警戒区域外への住宅移転支援 【県】

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
　・水害リスク空白域の解消（浸水想定区域図の作成） 【県】

　流域の水災害の早期把握に資する情報提供

　・実効性のある要配慮者施設における避難確保計画の策定支 【県】

　・高齢者の避難行動への理解促進（地域住民へ防災啓発） 【県】

※短期目標は5年程度、中・長期目標は10～20年程度を想定

一時的に田んぼに貯留
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【三重県 治山林道課】三重県流域治水プロジェクト R5取組資料

【森林整備】

※主体の記載がない項目はあらゆる関係者で取り組むものを想定 ※短期目標は５年程度、中・長期目標は１０～２０年程度を想定

短期 中・長期

■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

■被害対象を減少させるための対策

・治山ダムの整備 【県】

・森林整備 【県】

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

対策メニュー 【主体】

・手入れ不足等により過密状態となった森林において、森林整備を
実施することで樹木の生長や下層植生の繁茂を促し、降雨等に伴
う土壌流出を抑制する。

森林整備実施箇所（津市）

【治山ダムの整備】

・治山ダムの整備により、山脚の固定を
図り渓岸の侵食を防止するとともに、
上流側も渓床勾配を緩和することによ
り土砂・流木の流出を抑制し、山地災
害を未然に防止する。

施工後

施工前

治山ダム整備箇所（大紀町）

流域名 実績

鈴鹿川流域 10.29ha

雲出川流域 128.78ha

櫛田川流域 80.11ha

宮川流域 154.89ha

流域名 実績

鈴鹿川流域 0基

雲出川流域 5.5基

櫛田川流域 4.5基

宮川流域 6基
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被害の軽減、早期復旧・復興のための対策 対策名：水害リスク情報の空白域の解消

【高潮浸水想定区域の指定】 （水防法） ・伊勢湾沿岸の高潮浸水想定区域図を公表しています。（令和2年8月）

伊勢湾沿岸について高潮浸水想定区域を

指定しました。（令和5年3月）

【R5取組内容】

熊野灘沿岸について高潮浸水想定区域図

を作成中。（令和7年3月指定予定）

・高潮ハザードマップ作成エリアの拡大へ
（水害リスク情報空白域の解消）

・要配慮者施設に係る避難の実効性確保へ

「三重県ホームページ」 や 「国土交通省ハザードマップポータルサイト（重ねるハザードマップ）」にて

高潮のリスク情報を自由に見ることができます。

明和町ウェブサイトより

高潮ハザードマップ（例）

三重県ホームページ

浸水想定区域図等
（ハザードマップ）

【三重県 港湾・海岸課】 一級・二級水系流域治水プロジェクト R5取組資料
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【四日市建設事務所】鈴鹿川水系流域治水プロジェクト R5取組資料

【鎌谷川等：堆積土砂撤去】 【簡易型河川監視カメラの設置と情報
提供：鎌谷川】・堆積土砂撤去や立木伐採をおこない、河川の流下能力を回復し、

流域の治水安全度向上を図る。 ・令和5年度においては、鎌谷川にて簡易型河川
監視カメラを1箇所設置。

・四日市建設事務所が所管する簡易型河川監視
カメラは、合計9箇所に設置（設置河川：朝明川、
海蔵川、三滝川、天白川、鹿化川、鎌谷川）。

卓上模型を活用した防災授業の様子 デジタル副読本イメージ

一級河川鎌谷川（四日市市北小松町地内）

撤去後撤去前

対策メニュー 【主体】 短期 中・長期

■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
　・鎌谷川等：堆積土砂撤去 【県】

　・椋川：河道掘削・河道拡幅・護岸整備・橋梁改築 【県】

　・芥川：河道掘削・河道拡幅・護岸整備・橋梁改築 【県】

　・足見川：河道掘削・河道拡幅・護岸整備・橋梁改築 【県】

　・土砂災害対策 【県】

　・森林整備 【県】

　・田んぼダムの活動に対する支援 【県】

■被害対象を減少させるための対策
　・土砂災害特別警戒区域外への住宅移転支援 【県】

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
　・水害リスク空白域の解消（浸水想定区域図の作成） 【県】

　流域の水災害の早期把握に資する情報提供

　・実効性のある要配慮者施設における避難確保計画の策定支援 【県】

　・高齢者の避難行動への理解促進（地域住民へ防災啓発） 【県】

※短期目標は5年程度、中・長期目標は10～20年程度を想定

簡易型河川監視カメラ

簡易型河川簡易カメラからの映像

一級河川足見川（四日市市波木町地内）

撤去前 撤去後
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【鈴鹿建設事務所】鈴鹿川水系流域治水プロジェクト R5取組資料

【河川改修事業】 【通常砂防事業】

完成

市ノ谷川や八島川は、土砂災害特別警戒区域に指定されている渓
流であり、今後の集中豪雨等により、土石流が発生するおそれが
ある。
令和4年度には、市ノ谷川は砂防堰堤及び渓流保全工の整備が完

成し、地域の安心安全を確保することができた。八島川は管理用道
路工事に着手したところであり、早期の完成を目指す。

椋川は、近年において昭和49年及び平成7年に洪水被害が生じて

いることから、河川整備計画に基づく河道拡幅並びに護岸整備を
行っている。

また、堆積土砂により低下している河川の流下能力を回復するた
め、堆積土砂撤去を行っている。

中ノ川は、越水等が発生した場合でも決壊までの時間を引き延ば
す堤防構造とするための危機管理型ハード対策を行っている。

椋川堆積土砂撤去状況椋川河川改修状況（河道拡幅）

椋川

中ノ川河川改修状況（危機管理型ハード対策）

椋川

中ノ川

市ノ谷川（通常砂防事業）

砂防堰堤位置（完成）

八島川（通常砂防事業）

砂防堰堤位置
（予定）

砂防堰堤位置（予定）

砂防堰堤位置
（完成）

64



氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
【目標（コンセプト）】
二級河川安濃川の河道掘削や築堤及び橋梁改築を行い、洪水時に安全に流下させる河道を整備することで治水安全度の向上を図る。

【津建設事務所】 一級・二級水系流域治水プロジェクト R5取組資料 事業主体 三重県

Ｓ

Ｎ

堤防強化対策

整備前三泗川工区

【整備計画 主要工種】
【完 了】岩田川
引堤護岸（鉄道橋下流部、励精橋付近）、築堤、護岸

【実施中】三泗川
河道掘削、築堤護岸（進捗率29.7％）

【未整備】安濃川
河道掘削、引堤、護岸、低水路掘削

整備後

岩田川工区

安濃川工区

堆積土砂撤去

築堤護岸

堤防強化対策

築堤護岸

築堤護岸

堆積土砂撤去
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【松阪建設事務所】宮川水系流域治水プロジェクト R5取組資料

【氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策】
・【平野】土砂災害対策施設の整備

【宮川：堆積土砂撤去】

施工後

施工前

・土石流から人家や公共施設を守るため、砂防堰堤１基を整備します。
・R4年度は堰堤工事を実施しました。R５年度に取付水路等を整備し
ます。

施工中

・堆積土砂撤去をおこない、河川の流下能力を回復し、流域の治水安全
度向上を図る。

施工後

施工前 施工中

対策メニュー 【主体】 短期 中・長期

■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
　・桧尻川・汁谷川【浸水対策実行計画】：河道拡幅、排水機場整備 【県】

　・五十鈴川：河道掘削・河道拡幅・護岸整備・堤防整備・堰改築 【県】

　・大内山川：河道掘削・河道拡幅・護岸整備・堤防整備 【県】

　・宮川他：堆積土砂撤去 【県】

　・松下川他：護岸整備等 【県】

　・土砂災害対策 【県】

　・治山ダムの整備、森林整備 【県】

　・宇治山田港海岸：堤防整備、突堤整備、養浜 【県】

渓流荒廃状況

R５年３月
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【松阪建設事務所】櫛田川水系流域治水プロジェクト R5取組資料

施工後

・土石流から人家や公共施設を守るため、砂防堰堤を整備します。
・R3年度までに1基の堰堤を整備し、R5年度は2基目の堰堤工事に
着手しました。

渓流荒廃状況

【氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策】
・【長谷砂防】土砂災害対策施設の整備

【氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策】
・【神野谷砂防】土砂災害対策施設の整備

R4年2月完成

被災状況 (平成29年10月台風21号)

渓流保全工

堰堤工

対策メニュー 【主体】 短期 中・長期

■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
・相津川他：堆積土砂撤去 【県】

・土砂災害対策（長谷砂防・神ノ谷川砂防） 【県】

・治山ダムの整備、森林整備 【県】

■被害対象を減少させるための対策
・土砂災害特別警戒区域外への住宅移転支援 【県】

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
・水害リスク空白域の解消（浸水想定区域図の作成） 【県】

　流域の水災害の早期把握に資する情報提供

・実効性のある要配慮者施設における避難確保計画の策定支援 【県】

・高齢者の避難行動への理解促進（地域住民へ防災啓発） 【県】

・土石流から人家や公共施設を守るため、砂防堰堤を整備します。
・R5年度は用地買収に着手しました。

多気町長谷地内

松阪市飯高町富永地内

堰堤工

避難所（集会所）
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【松阪建設事務所】松阪圏域二級水系流域治水プロジェクト R5取組資料

【百々川：河川改修】 【堀坂川：堆積土砂撤去】

施工後

施工前

・河川整備計画目標流量を安全に流下させるために、護岸整備を行
い水位低下を図る。

・R4年度には、ネックとなっていた松崎橋の架け替えを実施しました。
R5年度に左岸約160ｍの護岸工事を実施予定。

施工中

・堆積土砂撤去や立木伐採をおこない、河川の流下能力を回復し、流域
の治水安全度向上を図る。

施工後

施工前 施工中

対策メニュー 【主体】 短期 中・長期

■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
　・三渡川・百々川：河道掘削・河道拡幅・護岸整備・堤防整備・橋梁改築 【県】

　・金剛川：河道掘削 【県】

　・笹笛川他：耐震対策 【県】

　・施設の延命化 【県】

　・堀坂川他：護岸整備等 【県】

　・阪内川他：堆積土砂撤去 【県】

　・治山ダムの整備・森林整備 【県】

　・田んぼダムの活動に対する支援 【県】 68



【五十鈴川：堤防整備】

【伊勢建設事務所】宮川水系流域治水プロジェクト R5取組資料

・ 堤防の天端舗装などの危機管理型ハード対策を実施。
・ Ｒ５年度までに １，０１１mの堤防整備を完了し、Ｒ６年度以降も引き続き整備を促
進していく。

施工前 施工後

施工前 施工後

対策メニュー 【主体】 短期 中・長期

■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

・桧尻川・汁谷川【浸水対策実行計画】：堤防整備、河道拡幅、排水機場整備 【県】

・五十鈴川：河道掘削・河道拡幅・護岸整備・堤防整備・堰改築 【県】

・土砂災害対策：砂防堰堤の整備

【県】

・治山ダムの整備、森林整備

【県】

・宇治山田港海岸：堤防整備、突堤整備、養浜

【県】

■被害対象を減少させるための対策

・土砂災害特別警戒区域外への住宅移転支援 【県】

・水害リスク空白域の解消（浸水想定区域図の作成）

【県】・流域の水災害の早期把握に資する情報提供

・実効性のある要配慮者施設における避難確保計画の策定支援 【県】

・高齢者の避難行動への理解促進（地域住民へ防災啓発） 【県】

・大内山川：河道掘削・河道拡幅・護岸整備・堤防整備

・松下川他：護岸整備等

【県】

【県】

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

【県】

・宮川他：堆積土砂撤去

【県】

掘割橋下流約１００ｍ付近（左岸）

掘割橋上流約８００ｍ付近（左岸）
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対策メニュー 【主体】 短期 中・長期

■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
　・大内山川：河道掘削・河道拡幅・護岸整備・堤防整備 【県】

　・下水道施設の耐水化 【町】

■被害対象を減少させるための対策

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
　・水害リスク空白域の解消（ハザードマップの作成） 【町】 計画策定済

　・流域の水災害の早期把握に資する情報提供（ハザードマップの作成） 実施中

※短期目標は5年程度、中・長期目標は10～20年程度を想定

【大内山川：河道拡幅、護岸整備、堤防整備】
・河道掘削、河道拡幅、護岸整備、堤防整備を行うことで、必要流下
能力の確保を図る。

・R5年度には、左岸113mの護岸整備を完了し、R6年度以降も整備
を促進していく。

【完成】

【着手前】

【施行中】

【伊勢建設事務所】宮川水系流域治水プロジェクト R5取組資料
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【津地方気象台】鈴鹿川水系・雲出川水系・櫛田川水系・宮川水系
流域治水プロジェクト R5取組資料

【防災気象情報の改善】 【持続的な水災害教育の実施と伝承
（防災教育の支援）】

防災授業の様子

・令和5年度において、伊勢市立中島小学校にて防災教育の支援を

実施。伊勢市立中島小学校では、中島小学校地域防災教育～いのち
を守る防災教育～と題して、毎年、地域住民の方々と共に、防災授業
や地域防災イベントを実施している。気象台も毎年参加し、防災授業
を行っている。授業終了後の地域防災イベントでは、いのちを守る防
災訓練を行い、生徒や地域住民の方々と共に、様々な災害場面にお
ける考えや行動について意見交換を行った。

生徒、地域住民との防災訓練の様子

対策メニュー 【主体】 短期 中・長期

■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

■被害対象を減少させるための対策

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
防災気象情報の改善 【国】

持続的な水災害教育の実施と伝承 【国】

要配慮者利用施設における避難確保計画の作成促進と避難の実効性確保 【国】

高齢者の避難行動への理解促進 【国】

・令和3年度から「顕著な大雨に関する気象情報」を用いて、線状降水

帯発生のお知らせをしていました。この情報は、発表基準を実況で
満たした場合に発表することとなっておりましたが、令和5年度より、
線状降水帯による大雨の危機感を少しでも早く伝えるため、予測技
術を活用し、最大30分程度前倒しして発表することになりました。

顕著な大雨に関する三重県気象情報 第１号
令和５年６月２日１５時４０分
津地方気象台発表
（見出し） 三重県南部では、線状降水帯による非常に激しい雨が同じ場所で降り続
いています。命に危険が及ぶ土砂災害や洪水による災害発生の危険度が急激に高まっ
ています。
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【蓮ダム】流域治水プロジェクト R5取組資料

【蓮ダム：法面補修】 【蓮ダム：堆積土砂撤去、流木撤去】

施工後

施工前

・崩落が懸念される貯水池内の法面の補修工事を実施した。
・R5年度には、法面工 1式（吹付枠 728m2、鉄筋挿入119m、法面
整形 728m2）、仮設工 1式を実施し、R6年度も同規模の補修を計
画中。

施工中

・堆積土砂撤去や流木撤去をおこない、ダムの貯留能力を向上や、流下
阻害の防止を図る。

施工中

施工中
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【蓮ダム】流域治水プロジェクト R5取組資料

【蓮ダム：台風7号の洪水調節】
令和5年8月 台風第7号における蓮ダムの防災操作状況　2023/8/12　3:00　から　2023/8/15 18:00　まで
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) 流域平均累加雨量 約520mm

制限水位 299.00m

流入量
貯水位

最大流入量 約918m3/s

(注1)この数値は速報として取り急ぎまとめたもので、後日一部訂正や追加をすることがあります。

放流量

ピーク時の
洪水調節量約568㎥/s

（約62％） 最高貯水位

▼304.78m

5m低下

洪水調節容量1,700万㎥に加え
事前放流を実施し

ダムの水位を5m低下することにより
約300万㎥を更に確保 全体で約750万㎥の水を貯留

事前放流 放流量

約350㎥/s

時間最大降雨量 53mm
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【蓮ダム】流域治水プロジェクト R5取組資料

【蓮ダム：台風7号の洪水調節】

田引水位観測所地点の水位低減効果

蓮ダム貯水位状況

田引水位状況写真

R5．8．15 9時50分時点

ダムがなかった場合の
想定水位： 9.45m

実績水位： 8.00m

R5．8．13 １2時00分時点
(事前放流実施後)

両郡水位観測所地点の水位低減効果 両郡水位出水状況

ダムがなかった場合の
想定水位： 6.63m

実績水位： 5.92m

貯水位：EL:294.07m

貯水位 EL:304.78m

R5．8．15 12時00分時点
(最高水位時)

R5．8．15 12時30分時点

約0.71mの水位低減効果

約1.45mの水位低減効果

約0.71m
水位低減

約1.45m
水位低減
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【蓮ダム】流域治水プロジェクト R5取組資料

【蓮ダム：警報局の増設】

・警報局を10局増設し、R6年度から本格運用を開始しています。

施工後

施工後

25局
10局
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【東海農政局】津圏域二級水系流域治水プロジェクト R5取組資料

【安濃川：安濃ダムにおける堆砂対策】
・安濃ダムは平成元年に運用を開始

想定以上の早さでダム湖内へ土砂が堆積（堆砂）し、貯水容量へ
の影響が懸念されるため平成２４年度～令和５年度まで堆砂対策
を実施

・本事業では、堆砂対策としてダム貯水池への流入部に「貯砂堰
堤」を設置するとともに131,000立方メートルの堆積土を搬出

（貯砂堰堤：流れ込む土砂を堰止め、堆積した土砂を搬出すること
でダム本体貯水池内への堆砂を抑制）

・引き続き、ダムの堆砂抑制、貯水容量への影響軽減を図っていく
予定

施工前

施工後
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【三重森林管理署】流域治水プロジェクト R5取組資料

大杉谷

間伐（本数調整伐）実施個所（雲出川水系）治山工事実施箇所（宮川水系）

※令和5年度は実績、令和6年度は予定

【各水系：森林整備・保全】
森林の有する土砂流出防止機能や水源涵養機能を適切に発揮させるため、治山対策及び森林整備を次のとおり実施。

施工前 施工後（完成）

事業区分
鈴鹿川水系 雲出川水系 櫛田川水系 宮川水系

5年度 6年度 5年度 6年度 5年度 6年度 5年度 6年度
治山 渓間工等 箇所 － － － － － － 1 1

森林整備
間 伐 ｈａ － － 12 － － － － 110

更新（造林） ｈａ － － － － － － 0.16 0.24
林道（改良） ｍ － － － － － － 467 －
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【三重県 河川課】 雲出川水系流域治水プロジェクト R5取組資料

【流域水害対策協議会を開催し、流域水害対策計画の策定推進】

・赤川流域では、雲出川による背水の影響により浸水被害が頻発して
おり、令和５年３月３１日に赤川とその流域を特定都市河川及び
特定都市河川流域に指定した。

・令和５年度は、流域水害対策計画の策定に向けて国土交通省、津市、
松阪市、流域内関係機関とともに流域水害対策協議会を開催した。
今後、さらに関係者が一体となって計画に基づき実践し、治水安全度
の向上を図る。

・今後策定される流域水害対策計画に基づき、国が行う雲出川の

整備と一体的になって、赤川の河川改修（河道拡幅、堤防嵩上げ）を
実施し、浸水被害の軽減を図る。

津市

H21.10洪水の浸水状況

流域水害対策協議会

特定都市河川流域

松阪市

赤川
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R4年度までに設置済 57箇所

R6年度設置予定 15箇所

R8年度までに設置完了 102箇所

R7年度以降設置予定 14箇所

R5年度設置済 16箇所

【三重県河川課】 一級・二級水系流域治水プロジェクト R5取組資料

【危機管理型水位計
・簡易型河川監視カメラの拡充】

・R3年度に策定した河川DX中期計画に基づき、「危機管理型水位計」、
「簡易型河川監視カメラ」を拡充し、水災害の早期把握に資する
情報提供を行います。

カメラ画像（通常時）

河川水位の変化を
リアルタイムで発信

河川の状況を
リアルタイムで発信

住民の方々は
避難時期の判断材料に活用

早期避難を促進するため、
切迫性のある河川情報を提供

重点監視箇所※に
危機管理型水位計と
簡易型河川監視カメラ
を整備

危機管理型水位計

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
　・水害リスク空白域の解消（浸水想定区域図の作成） 【県】

　流域の水災害の早期把握に資する情報提供

　・実効性のある要配慮者施設における避難確保計画の策定支援 【県】

　・高齢者の避難行動への理解促進（地域住民へ防災啓発） 【県】

対策メニュー 【主体】 短期 中・長期

簡易型河川監視カメラ

※重点監視箇所
監視箇所
（堤防背後地に
人家があり、
過去に浸水実績の
ある箇所）のうち、
特に水防活動上
重要な箇所

熊
野
灘
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施工後施工前

【三重河川国道事務所】鈴鹿川水系流域治水プロジェクト R5取組資料

【桧尻川（宮川水系勢田川）：桧尻川排水機場のポンプ増強】

【持続的な水災害教育の実施と伝承
（防災教育の支援）】・河川整備計画目標流量を安全に流下

させるために、河道掘削を行い水位低
下を図る。

・R5年度には、約5万m3の掘削工事を
実施し、R7年度までに当該地区におい
て約40万m3の掘削を実施予定。

・令和5年度においては、６小学校（うち鈴鹿市１校）にて防災教育の支
援を実施。

・取り組み普及のため、小学校の校長会にて防災教育支援の内容紹介
に関するプレゼンを実施。

・これまでPDF掲載であった副読本について、デジタル版を作成してHP
に掲載。デジタル版では一部動画の再生や音声による読み上げが可
能に。

卓上模型を活用した防災授業の様子 デジタル副読本イメージ

施工中【鈴鹿川：河道掘削】

・平成29年10月洪水による甚大な浸水被害を踏まえ、桧尻川排水機場のポンプ排水能力の増強
（11.5m3/s⇒19.5m3/s（+8.0m3/s））を「勢田川流域等浸水対策実行計画」の短期計画に位置付け実施。

・桧尻川の流下能力向上に伴い、流末の桧尻排水樋門についても断面を拡大する改築を実施。

桧尻川排水機場（正面）

R5.7月撮影

既設排水機場位置

令和９年度完成予定80



R６年度 第１回流域治水協議会 合同協議会

「防災資産」候補について

「防災資産」候補について
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○近年、全国各地で災害が発生し、災害後には「まさか自分が被災者になるとは‥」
という声が発せられるなど、多くの人が災害を自分のこととしてとらえていない。

○一方で、過去の災害の伝承により、命が救われた事例もある。

○全国の流域治水協議会等を通じて防災資産の認定候補を抽出し、
その中から 「災害の自分事化協議会」が、防災資産としてふさわしい、
「優良認定」、「認定」案件を、内閣府特命担当大臣（防災担当）
及び国土交通大臣に推薦。
○上記推薦を受け、内閣府特命担当大臣（防災担当）、国土交通大臣
が認定を実施。「優良認定」、「認定」。
・「NIPPON防災資産」認定証の授与
・ウェブサイト等でコンテンツを紹介

「NIPPON防災資産」の認定制度の創設について

○地域で発生した災害の状況を分かりやすく伝える施設
や災害の教訓を伝承する活動※などを「NIPPON防災
資産」（以下、「防災資産」という。）として認定する制
度を新たに創設。

※活動：語り部、防災に係る催事、防災ツアー等
○認定された防災資産を通じて、住民の方々が過去の災
害の教訓や今後の備えを理解することで、「災害リスクを
自分事化」し、主体的な避難行動や地域に貢献する
防災行動につなげる。

（事例） 災害の教訓を伝承する活動
（防災に係る催事）

「えちごせきかわ大したもん蛇まつり」
【新潟県関川村】
■昭和42年の羽越水害後20年を契機に
始まった大蛇伝説と交え水害を伝承
する祭。

■水害発生日の数字に合わせ、82.8m
の大蛇を竹と藁で作成し、村内を練り
歩き、高台に移動。

防災資産の普及・拡大によりこの国に
暮らすひとりひとりが、災害リスクを自
分事化し、主体的な防災行動へ

背景

災害リスクの自分事化に向けて

内閣府特命担当大臣（防災担当）、国土交通大臣による認定

ギャップを
埋める

（事例）水害経験の教訓を伝える施設
【広島県坂町 小屋浦地区】
■平成30年の西日本豪雨の教訓を伝え、活かすために、小
屋浦公園の一部を「坂町自然災害伝承公園」として整備。

■園内に「水害碑」の建立と共に「坂町災害伝承ホール」
を建設し、災害の教訓を伝承するための教育・研修の場
として活用。

（事例）災害の教訓を伝承する語り部活動
【和歌山県 那智勝浦町】
■平成23年の紀伊半島大水害を契機に、和歌山県土砂災害
啓発センターを設立。

■当施設において、同水害の被災者が自身の被災体験で学
んだ教訓を伝承するため、手書きの紙芝居を製作し、語
り部活動を実施。

坂町災害伝承ホール 災害伝承碑

和歌山県土砂災害啓発センター 語り部活動
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「防災資産」候補：住民主体、『宮前地区防災計画（洪水編）』策定

櫛田川流域
三重県松阪市

コンテンツ概要

・伊勢湾台風（1959年）で甚大な被害をもたらした
櫛田川流域。

・過去の大災害の経験や、近年増大する豪雨に伴う、
蓮ダムからの緊急放流等に備え、宮前まちづくり
協議会が主導し、住民主体の災害時の避難計画
をまとめた、「宮前地区防災計画（洪水編）」を令和
5年3月に策定。

PRポイント

・松阪市や蓮ダム管理所が公開した行政情報を基に、地区独自の洪水ハザードマップを作成。
・防災を「我が事」として意識をもつために、個別避難計画（洪水編）に取り組んだ。
・また、防災計画の意義を高めるため、小中学校防災教育や防災人材育成等にも注力。
・今後は、実働の避難訓練、避難所運営マニュアル整備を進めていく予定。

宮前まちづくり協議会

蓮ダム
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